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第 回全国学校体育研究大会は，北海道札幌市を中心に行われることになりました。本大会の

開催にあたり，ご尽力いただきました文部科学省をはじめ，北海道教育委員会，札幌市教育委員

会，北海道学校体育研究連盟，そして第 回全国学校体育研究大会北海道大会実行委員会の方々，

そして関係各位に，日本学校体育研究連合会を代表いたしまして，心から御礼申し上げる次第で

す。

さて，本大会では， 未来へつなぐ健やかな心と体をはぐくむ体育学習の充実 という主題を

掲げ，副題として 授業から日常へ，授業から未来へ を加えて，大会主題とされております。

全国からの参加者の期待が大きい内容であると思います。

そこでこの主題について考えてみたいと思います。まず 未来へつなぐ という言葉が目に入

ります。 未来 は重要な言葉です。人間は，未来に実現すべき設計図をつくることができます。

それを実現して生きる力をもっています。目標やめあてを立てて実現しようとします。それは，

さまざまな設計図からなり，しかも短期のものや長期のものまであります。そこで一貫するのは

個人や集団の態度です。粘り強く，あきらめないで，目標を実現する態度です。それぞれの人と

集団の個性に応じた態度を形成していくことが重要でしょう。困難や障害を乗り越える意思の形

成，冒険を恐れないで愛好する態度を培うことは，世界的に活躍する民族の特徴です。人類の未

来のために活躍する人間の形成は，日本人を育てる教育の課題でありましょう。北海道の大地か

ら人類の未来を担う人々が育つことを期待するものであります。

次のキーワードが 健やかな心と体をはぐくむ ことであります。そのためには，自分たちの

体と心が溶け合っていることを深いところで知ることが大切でしょう。そこで必要なのは達成意

欲のある練習です。その時々で，目標は変わるかもしれませんが，その目標と融合する体と心は

練習により未来と結びつきます。健やかな という生き方とは，未来を実現する心身のエネルギー

に満ちた生命力あふれる人間に支えられるのであります。そのような人々の育成を少なくとも

年間委託されるのが学校体育でしょう。幼・小・中・高の 年間を，未来に向けた日本人の育成

の基盤として整備されることを期待して，大会の挨拶といたします。 授業から日常へ，授業か

ら未来へ と教育の働きが展開していく在りように期待するものであります。

北海道からはスケールの大きな人物が輩出されてきました。特色のある風土であります。本大

会の主題をめぐってさらに深い考察が展開されることと思います。ここでは私の所感の一端を述

べさせていただきました。

最後になりましたが，二日間にわたって行われるシンポジウムや公開授業，そして研究発表を

もとに，スポーツ基本法の時代背景のもとに指導要領の理解を深める研究討議が展開され，全国

各地に成果を持ち帰られることを期待して，挨拶といたします。

財団法人 日本学校体育研究連合会

会 長 片 岡 暁 夫



皆様，四季の彩り鮮やかな北の大地北海道，時計台の鐘の音が鳴り渡るロマンの街札幌に，よ

うこそおいでくださいました。

全国各地より学校体育に情熱を傾けておられる多くの学校体育関係者の皆様をお迎えし，平成

年度，平成 年度に次ぐ 度目となります 第 回全国学校体育研究大会北海道大会 を開催

できますことを大変嬉しく，ご参会の皆様に心よりお礼申し上げます。

さて，現代社会の少子高齢化，高度情報化，国際化，消費社会化などの急速な進行は，青少年

を取り巻く環境に大きな影響を与えてきています。基本的な生活習慣の乱れ，コミュニケーショ

ン能力の低下，人間関係の希薄化，社会的自立の遅れ，体力・運動能力の低下傾向や積極的に運

動する子どもとそうでない子どもの二極化傾向などです。

このような中， 生きる力 を理念として改訂された新学習指導要領の趣旨，過去 回の全国

大会，そして 回に及ぶ北海道学校体育研究大会の成果を踏まえながら， 北海

のキャッチフレーズの下，幼稚園，小学校，中学校，高等学校，特別支援学校が一つとなって準

備を進めてまいりました。

私たちは，幼・小・中・高の各発達段階を考慮し，心と体を一体とした指導及び実生活や実社

会に生きる指導の充実を図ることが，生涯にわたって生き生きと運動・スポーツに親しむ子ども

の育成につながると考え，大会主題を 未来へつなぐ健やかな心と体をはぐくむ体育学習の充実

授業から日常へ，授業から未来へ といたしました。生涯にわたって生き生きと運動・スポー

ツに親しむ幼児・児童・生徒の姿を目指し，育成したい確かな体育の力を 技能 知識，思考・

判断 態度 課題解決能力 と明確化し，その手立てとして， 生涯スポーツにつながる教材

の開発・工夫 協同的，課題解決的に取り組む学習過程の構築 確かな学力を保障する指導と

評価の充実 の つの視点を設定しました。

ご参会の皆様には，道産子の学習の様子をご覧いただいたり北海道各地での実践提案等をお聞

きいただき，忌憚のないご意見，ご指導を頂戴し本大会が実り多いものになるとともに，新しい

時代における我が国の学校体育の在り方について論議が深まることを願っております。

終わりに，北海道大会を開催するにあたりお力添えをいただきました文部科学省，財団法人日

本学校体育研究連合会はじめ関係諸機関，講師，指導助言者の皆様に心からお礼申し上げますと

ともに，このたび表彰を受けられます学校，指導者の皆様に心からの敬意とお祝いを申し上げま

してあいさつといたします。

第 回全国学校体育研究大会

北海道大会実行委員会

委員長 飯 沼 晃
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現代社会においては，子どもたちを取り巻く環境の変化に伴う運動機会の減少による体力の
低下，生活習慣の乱れや精神的なストレスによる健康への影響等が依然として深刻な問題と
なっている。このような中，未来に生きる子どもたちに健やかな心身の育成を図り，生涯にわ
たって健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを実現していくことは極めて重要である。
本大会は，子どもたちが自ら進んで運動やスポーツに親しむ資質や能力を身に付け，体力の
向上とともに健康な生活を実践することができるよう，教育関係者及び体育・スポーツ研究者
が一堂に会し，公開授業・保育，研究発表，シンポジウム等を通して，これからの学校体育の
充実方策について研究協議を行う。
そこで，本大会における研究主題は，新学習指導要領の趣旨とこれまでの北海道の体育研究
の成果を踏まえ， 未来へつなぐ健やかな心と体をはぐくむ体育学習の充実 と設定した。
この主題は，発達段階を考慮し，心と体をより一体とした指導および実生活や実社会に生き
る指導の充実を図ることが生涯にわたって生き生きと運動・スポーツに親しむ子どもの育成に
つながると考え，設定したものである。
北海道では，研究主題の具現化のために，体育・保健体育で育成したい力，すなわち 技能
（運動）， 態度 ， 知識，思考・判断 の指導内容を確実に身に付けさせていくために【生涯
スポーツにつながる教材の開発・工夫】【児童，生徒が共同的，課題解決的に取り組む学習過
程の構築】【児童，生徒の確かな学力を保障する指導と評価の充実】の 点を柱として授業を
中心とした研究を積み上げてきた。
本大会では，これまでの成果を踏まえ，公開授業・保育並びに分科会において，学校体育の
充実の在り方について提案し，研究協議を行うものである。

授業から日常へ，授業から未来へ

文部科学省 財団法人日本学校体育研究連合会

北海道教育委員会 札幌市教育委員会
北海道学校体育研究連盟

第 回全国学校体育研究大会北海道大会実行員会

平成 年 月 日（木）・ 日（金）

第 日全体会会場 北海道総合体育センター 北海きたえーる（愛称）
（北海道札幌市豊平区豊平 条 丁目 ）

第 日 分科会会場 全 会場
第 分科会 札幌市立白楊幼稚園 第 分科会 札幌市立白楊小学校
第 分科会 札幌市立宮の森小学校 第 分科会 札幌市立福住小学校
第 分科会 札幌市立資生館小学校 第 分科会 札幌市立上野幌中学校
第 分科会 札幌市立月寒中学校 第 分科会 札幌市立向陵中学校
第 分科会 北海道恵庭南高等学校 第 分科会 北海道北広島高等学校
第 分科会 北海道札幌市立豊明高等養護学校



全国の幼稚園，小学校，中学校，高等学校，中等教育学校，特別支援学
校の教員並びに保健体育行政関係者
社会体育等の指導者および大学等の研究者
一般参加者 等

全体会（第 日）
開会式
表彰式
基調報告
解説 効果的・効率的な評価の在り方
文部科学省スポーツ・青少年局体育参事官付 教科調査官 石川 泰成
シンポジウム 指導と評価の一体化を目指した授業つくり
コーディネーター 岡出 美則（筑波大学 教授）
シンポジスト 岩田 靖（信州大学 教授）

須黒 祥子（東京都駒場高等学校 主任教諭）
木 健（佐賀県立香楠中学校 教諭）

三戸部文彦（札幌市教育委員会 指導主事）
特別講演 武道と人つくり
東海大学 教授 山下 泰裕氏
分科会（第 日）
公開授業・保育
研究発表・研究協議
指導講評
閉会式

全体会 月 日（木） 北海道立総合体育センター 北海きたえーる

昼食時に恵庭南高等学校新体操部と平岸天神（
よ さ こ い

ソーラン）の公開演技があります。

分科会 月 日（金） 札幌市・恵庭市・北広島市 会場

第 日（分科会）の日程は，会場により多少の違いがあります。
（財）日本学校体育研究連合会理事・評議員会，都道府県代表者会議は 月 日（水） 時から
ホテルライフォート札幌にて行います。

円

北海道大会実行委員会事務局
札幌市立手稲北小学校

北海道札幌市手稲区手稲山口 番地

受 付 公開授業・保育 昼 食 研究発表
研究協議 指導講評 閉会式

受 付 開会式 表彰式 基調報告 昼 食
（公開演技） 解 説 シンポジウム 特別講演



開会のことば
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歓迎のことば
札幌市長 上 田 文 雄
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札 幌 市 中 学 校 長 会 長 後 藤 文 裕

北 海 道 高 等 学 校 長 協 会 会 長 山 本 伸 弘

北海道高等学校教育研究会会長 守 屋 開

北 海 道 特 別 支 援 学 校 長 会 会 長 伊 藤 政 勝

北海道教育委員会学校教育局健康 体育課長 土 井 寿 彦

札幌市教育委員会学校教育部指導担当課長 森 岡 毅

札幌市教育委員会学校教育部指導担当課長 檜 田 英 樹

札幌市教育委員会学校教育部幼児教育センター担当課長 松 田 昌 樹



札 幌 市 立 白 楊 幼 稚 園 長 綿 屋 圭 子

札 幌 市 立 白 楊 小 学 校 長 飯 塚 泰 久

札 幌 市 立 宮 の 森 小 学 校 長 飯 沼 晃

札 幌 市 立 福 住 小 学 校 長 大久保 雅 人

札 幌 市 立 資 生 館 小 学 校 長 益 村 豊

札 幌 市 立 上 野 幌 中 学 校 長 下 山 信 弘

札 幌 市 立 月 寒 中 学 校 長 南 博

札 幌 市 立 向 陵 中 学 校 長 塚 野 昭 臣

北 海 道 恵 庭 南 高 等 学 校 長 藤 岡 二 朗

北 海 道 北 広 島 高 等 学 校 長 三 品 純 一

北海道札幌市立豊明高等養護学校長 北 嶋 智 史

委 員 長 北 海 道 学 校 体 育 研 究 連 盟 飯 沼 晃

副委員長 北 海 道 学 校 体 育 研 究 連 盟 成 田 純 一

北 海 道 学 校 体 育 研 究 連 盟 黒 井 育 子

北 海 道 学 校 体 育 研 究 連 盟 下 山 信 弘

北 海 道 学 校 体 育 研 究 連 盟 藤 岡 二 朗

監 事 北 海 道 学 校 体 育 研 究 連 盟 山 本 孝 幸

北 海 道 学 校 体 育 研 究 連 盟 佐 藤 善 保



委 員 長 飯 沼 晃 （札幌市立宮の森小学長）
副 委 員 長 成 田 純 一 （札幌市立あやめ野小学校長）

黒 井 育 子 （札幌市立本町小学校長）
下 山 信 弘 （札幌市立上野幌中学校長）
藤 岡 二 朗 （北海道恵庭南高等学校長）

監 事 山 本 孝 幸 （札幌市立福井野小学校長）
佐 藤 善 保 （札幌市立中の島中学校長）

事 務 局 長 松 井 光 一 （札幌市立手稲北小学校長）
事務局次長 矢 口 宇希雄 （札幌市立豊平小学校長）

山 本 宏 （札幌市立藻岩小学校長）
登 尾 俊 治 （札幌市立南白石小学校長）
渡 辺 元 （札幌市立西岡北小学校長）
吉 田 俊 樹 （札幌市立厚別南中学校長）
林 俊 夫 （北海道千歳北陽高等学校長）

【総務部】
顧 問 山 室 隆 幸 （札幌市立石山東小学校長）

猪 股 徹 （札幌市立北白石中学校長）
部 長 長 尾 明 也 （札幌市立厚別北小学校長）
副 部 長 大 山 勉 （北海道恵庭南高等学校副校長）

金 子 博 之 （札幌市立福井野小学校教頭）
星 野 正 彦 （札幌市立西岡北中学校教頭）

部 員 石 塚 洋 （札 幌 市 立 豊 平 小 学 校）
田 川 則 紀 （札幌市立もみじの森小学校）
野 村 淳 一 （札幌市立西岡北小学校）
岩 田 悟 （札 幌 市 立 白 楊 小 学 校）
芳 賀 康 平 （札幌市立月寒東小学校）

【研究部】
顧 問 高 井 雅 一 （札幌あすかぜ高等学校長）

北 嶋 智 史 （北海道札幌市立豊明高等養護学校長）
部 長 引 地 秀 美 （札幌市立平岡公園小学校長）
副 部 長 山 本 興 嗣 （札幌市立ふくいの幼稚園長）

綿 屋 圭 子 （札幌市立白楊幼稚園長）
中 野 正 毅 （札幌市立緑丘小学校教頭）
大 牧 眞 一 （札幌市立資生館小学校教頭）
小野寺 正 （札幌市立八軒東中学校教頭）
富 川 浩 （札幌市立米里中学校教頭）



松 林 正比呂 （北海道北広島高等学校教頭）
西 川 浩 司 （北海道札幌市立豊明高等養護学校教頭）

部 員 橋 本 由 貴 （札 幌 市 立 白 楊 幼 稚 園）
嶋 本 剛 （札 幌 市 立 幌 南 小 学 校）
道 佛 智 志 （札幌市立もみじの森小学校）
前 田 潤 （札幌市立宮の森小学校）
村 岡 美千世 （札 幌 市 立 福 住 小 学 校）
佐 藤 孝 一 （札 幌 市 立 伏 見 中 学 校）

【編集部】
顧 問 山 口 哲 司 （札幌市立定山渓小学校長）

加 藤 和 美 （北海道江別高等学校長）
部 長 星 紀 生 （札幌市立常盤小学校長）
副 部 長 宇留間 準 （札幌市立北野台中学校長）

平 野 雅 嗣 （北海道北広島西高等学校副校長）
鈴 木 真 （札幌市立北白石小学校教頭）
松 田 昭 雄 （札幌市立東札幌小学校教頭）
岸 泰 弘 （札幌市立琴似小学校教頭）

部 員 相 馬 聡 （札 幌 市 立 月 寒 小 学 校）
永 井 敬 仁 （札幌市立発寒東小学校）

【式典部】
顧 問 新 見 一 美 （札幌市立元町小学校長）

藤 本 勝 芳 （北海道野幌高等学校長）
部 長 渡 辺 寛 志 （札幌市立元町北小学校長）
副 部 長 大 野 朋 子 （札幌市立北陽中学校長）

金 光 健 二 （札幌市立新琴似小学校教頭）
西 坂 敏 彦 （札幌市立清田南小学校教頭）
牧 内 邦 夫 （札幌市立平岸中学校教頭）

部 員 村 田 仁 （札幌市立真駒内桜山小学校教頭）
堀 江 仁 （札幌市立東川下小学校）

【事業部】
顧 問 畠 山 貴代志 （札幌市立伏古小学校長）
部 長 山 脇 栄 （札幌市立豊園小学校長）
副 部 長 成 田 義 則 （札幌市立厚別西小学校長）

清 水 修 （札幌市立東月寒中学校長）
今 井 悟 （北海道野幌高等学校副校長）
小 甲 雅 之 （札幌市立藻岩小学校教頭）
石 岡 直 樹 （札幌市立美香保中学校教頭）

部 員 木 村 哲 郎 （札 幌 市 立 羊 丘 小 学 校）
千 葉 智 明 （札 幌 市 立 苗 穂 小 学 校）
石 橋 秀 二 （札 幌 市 立 陵 陽 中 学 校）
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谷 寧
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浅野 純子
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田口 牧
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平林 莉恵
久保 陽平
高橋 俊介
立野 弘高

堀江 仁
佐賀 主昌
三浦 祐大
鈴木 英恵
安達 隆之
田 風太

今野 大介
嘉藤 尋信
中塚 宗太
吉野令欧奈
生駒 大地
下岡 幸織
井上 貴臣
青山 拓也
宇留間 歩

授 業 者

研究発表者
研 究 主 任

青柳 貴子 上月 暁子
本間 真純 川口いずみ
木村亜矢子 太田 縁
村上由規乃 今 つち子
和田 尚美 渋谷かおり

橋本 由貴（授業者）
橋本 由貴

千葉なつき
岩田 悟

岩田 悟
道佛 智志

石村 宣人
山 稔英

前田 潤
前田 潤

上木 一也
石田 愉良

村岡美千世
村岡美千世

山本 敦史
長谷部舞里

生駒 大地
嶋本 剛



第 分科会 第 分科会 第 分科会 第 分科会 第 分科会 第 分科会

札 幌 市 立
上野幌中学校

札 幌 市 立
月寒中学校

札 幌 市 立
向陵中学校

北 海 道
恵庭南高等学校

北 海 道
北広島高等学校

北海道札幌市立
豊明高等養護学校

下山 信弘

山根 弘之

南 博

前田 寿嗣

塚野 昭臣

相原 正典

藤岡 二朗
大山 勉
堀内 雅史

三品 純一
渋川 誠人
松林正比呂

北嶋 智史

西川 浩司

佐藤 善保
大野 朋子

宇留間 準
猪股 徹

吉田 俊樹
清水 修

藤岡 二朗
大山 勉

林 俊夫
松林正比呂

山本 孝幸
西川 浩司

石岡 直樹
小野寺 正
吉田 幸司
佐田 利典

林原 昌生
土田 英之
和田 正教
長谷川 仁

牧内 邦夫
星野 正彦
富川 浩
荒川 芳央

加藤 忠 堀川 政彦 四戸 基樹
正武家重治

熊谷 圭悟
木村 由久
牧内奈保巳

佐藤 孝一
駒込 幸則
小林 大介

桑原 俊二
牧内 志友
鈴木 隆史

佐藤 恒司
山石 裕司
岩渕 裕介

井戸 利樹
黒田 祥嗣
南原 賢二

西川 浩司
今野 邦彦
黒江 貴志

佐藤 典明
奥山 隆敏
西下 賀恵
木口 朋子
堀 貴博
吉田摩里子
高橋 正年
竹内 吉徳
遊佐嘉寿美
谷内 公一
山下 康則
渡部 堅
佐藤寿美子
上山 敦司
木下 雅裕
栗城 正宏
村山 直樹
秋川 直慶
長島 周平
今井 聖子

佐藤 克也
石橋 秀二
金野 睦子
網島 七恵
笹川 恒春
大崎 聡
岸本 淳志
佐藤 公規
坂本 純
大良 友美
川田 佑一
岩本 良一
長岡 訓子
山 武司

池田 恵美
島田 誠大
牧内 泰子
勝平 愛
内海 力男
大賀 郁恵
中濱 絵里
野沢 周
広瀬恵理子
高橋伸素美
塚本 真澄
林 功
菅原 伸一
橋 舞
家内賢一郎
大井 一雄
阿部 義秀
尾崎 英弥

加藤 忠
数馬田奈津紀
川島 圭司
竹田 麻衣
繁野 昌司
工藤 高司
森河 浩
太刀川建一
佐藤 真吾
塚原 康隆
田中 眞
赤松 幸広
酒井 伸哉
吉岡ゆかり
佐賀るみ子
三上 明美

（運営アドバイザー）
高井 雄一
平野 雅嗣
今井 悟

堀川 政彦
重成珠里恵
仲見 孝仁
柴田 宏樹
中川 暁
尾形 一彦
西川 剛
山田 信雄
清水 大策
橋本 裕也
数馬田 基
寺内晋太郎
池下美由紀
相馬 優子
浅野 雅子

（運営アドバイザー）
加藤 和美
藤本 勝芳

矢口 知巳
藤江 和輝
長内 伸子
前川 慈彦
真島 毅
菊地美智子
西野 昭子
中村 和愛
二本柳一穂

伊東芙美枝
齊藤 研介

太田 吏
太田 吏

佐藤 光
津村 昌彦
（研究発表者）
藤田ゆきえ
山口 肇
藤田ゆきえ

片山 慎司
市川 みお

大川 潤
大川 潤

工藤 直人
栄花 英幸

加藤 忠
加藤 忠

森田 有
堀川 政彦

内海 久
内海 久

伊藤沙保里
小原 要

兒玉 亜来
矢口 知巳



分 科 会 一 覧
分
科
会

会 場 研 究 主 題 指導助言者

幼
稚
園

小

学

校

中

学

校

高

等

学

校

特
別
支
援
学
校

札 幌 市 立
白楊幼稚園

札 幌 市 立
白楊小学校

札 幌 市 立
宮の森小学校

札 幌 市 立
福住小学校

札 幌 市 立
資生館小学校

札 幌 市 立
上野幌中学校

札 幌 市 立
月寒中学校

札 幌 市 立
向陵中学校

北 海 道
恵庭南高等学校

北 海 道
北広島高等学校

北海道札幌市立
豊明高等養護学校

遊びを中心とした生活の中で幼児期に
はぐくみたい力とは
たくましい心と体を育てるために

楽しさがある！共に学ぶ！伸びがある！
体育学習
今こそ確かな体育の力を！

何度も挑戦し，仲間と動きを高め合う
体育学習

仲間との自分を見つめる学び合いで，
できる 喜びを味わう体育学習

わかる できる 夢中になる体育学習
体を動かす心地よさや 動きの高まりを
共に喜び合える子どもを目指して

未来へつながる保健体育学習
自ら，仲間と高め合いながら，
心と体をはぐくむ生徒の育成

わかる できる 楽しさを味わう
授業のあり方
仲間と関わりながら，
健やかな心と体をはぐくむ

仲間とともに学び合う保健体育学習

運動好きな生徒を育て，豊かなスポーツ
ライフの基礎をはぐくむ体育学習
仲間と共に心と体をはぐくむ
体つくり運動 と 剣道 の実践

仲間と共にスポーツの楽しさに触れ，知的
に理解することを通して，生涯にわたって
豊かなスポーツライフを継続する資質をは
ぐくむ体育学習の追求
新学習指導要領の先行実施を通して

生徒が主体的に取り組むための学習と
支援の在り方
円滑な社会活動を行うための

知識の会得と実践力の育成

札幌学院大学
教授 大垣 清美

宮崎大学
教授 三輪 佳見

北海道教育大学
理事 城後 豊

東京学芸大学
准教授 水島 宏一

宮城教育大学
教授 木下 英俊

東海大学
教授 中村なおみ

国士舘大学
教授 田原 淳子

北海道教育大学
教授 古川 善夫

東海大学
教授 小澤 治夫

早稲田大学
教授 友添 秀則

北海道教育大学
教授 安井 友康



公開授業・保育 公開授業・保育 研究発表者

心と体を動かしながら楽しむ遊び
青柳 貴子 上月 暁子 本間 真純
橋本 由貴 木村亜矢子 川口いずみ
太田 縁 村上由規乃 今 つち子
和田 尚美 渋谷かおり

学級活動
青柳 貴子 上月 暁子
本間 真純 橋本 由貴

札幌市立白楊幼稚園
橋本 由貴

年 ゲーム
鬼遊び

千葉なつき

年 体つくり運動
多様な動きをつくる運動

岩田 悟

札幌市立白楊小学校
岩田 悟

北海道学校体育研究連盟
十勝支部
更別村立更別小学校

青木 真理

年 走・跳の運動
幅跳び

石村 宣人

年 ボール運動 ゴール型
フラッグフットボール

山 稔英

札幌市立宮の森小学校
前田 潤

北海道学校体育研究連盟
函館支部
函館市立八幡小学校

酒井 光史

年 体つくり運動
体力を高める運動

上木 一也

年 器械・器具を使って
の運動遊び

マットを使った運動遊び
石田 愉良

札幌市立福住小学校
村岡美千世

北海道学校体育研究連盟
旭川支部
旭川市立千代田小学校

塩崎 真美

年 器械運動
マット運動

山本 敦史

年 ゲーム
ボールゲーム

長谷部舞里

札幌市立資生館小学校
生駒 大地

北海道学校体育研究連盟
上川支部
当麻町立当麻小学校

中山 敬史

年男女 武道
柔道

伊東芙美枝
（上野幌中）

年男女 ダンス
創作ダンス

齊藤 研介
（光陽中）

札幌市立上野幌中学校
太田 吏

北海道学校体育研究連盟
釧路支部
釧路町立別保中学校

所 桂太郎

年男女 体育理論
運動やスポーツの多様性

佐藤 光
（月寒中）

年男女 球技
ソフトボール

津村 昌彦
（あやめ野中）

札幌市立月寒中学校
藤田ゆきえ
山口 肇

北海道学校体育研究連盟
渡島支部
知内町立知内中学校

加藤 晃

年男子 器械運動
跳び箱運動

片山 慎司
（向陵中）

年男女 体つくり運動
体力を高める運動

市川 みお
（稲陵中）

札幌市立向陵中学校
大川 潤

北海道学校体育研究連盟
留萌支部
天塩町立天塩中学校

伊藤 大輔

年 体つくり運動
工藤 直人

年 剣道
栄花 英幸

北海道恵庭南高等学校
加藤 忠

年 体育理論
森田 有

年 創作ダンス
堀川 政彦

北海道北広島高等学校
内海 久

年 性の指導
大人になるための学習

伊藤沙保里

年 球技
グラウンドゴルフ（室内）

小原 要

北海道札幌市立
豊明高等養護学校

兒玉 亜来



【 】





授業から日常へ，授業から未来へ

これまでの北海道の体育研究では， どの子も楽しめる教材の開発・工

夫 と 人との豊かなかかわりを重視した課題解決的な学習の構築 を中

心に研究を進めてきた。教材の開発・工夫により，子どもにスポーツの楽

しさや必要性，価値を理解させ，生涯にわたって運動・スポーツに親しむ

ことができるようにすることを目指してきた。また，人との豊かなかかわ

りを重視した課題解決的な学習の構築により，自ら課題をもち，解決して

いく力を高めるとともに，運動・スポーツを通して仲間と教え合ったり，

協力したりするなどの態度や人とかかわる力，自他の心と体を大切にする

態度等をはぐくんできた。

北海道では，平成 年と平成 年に全国学校体育研究大会を開催し，そ

の時の時代背景や子どもの実態等を踏まえ，学校体育の在り方について研

究を深めてきた。

平成 年に開催した第 回全国学校体育研究大会北海道大会では，研究

主題 世紀を豊かに，たくましく生きる子どもの育成を目指す学校体育

の在り方を求めて のもと，学校体育の在り方を発信した。具体的には，

子どもたちが現在及び将来の生活に進んでスポーツを取り入れ，それを楽

しみとし，生活を充実させたり，豊かにしたりする生涯スポーツへと発展

させ，心身ともに健やかな生き方を求めていくことができるようにするた

めの体育授業を構築してきた。成果としては，子ども自らが自分の能力に

適した課題をもち，その課題に向かって自発的・自主的に工夫し，努力し，

達成することができる子どもの側に立った学習指導の改善が図られたこと

が挙げられる。

平成 年に開催した第 回全国学校体育研究大会においては，研究主題

はずむ心と体，共に高め合う体育活動 のもと，一人一人が適切な課題

をもち自ら解決していく過程を軸とし，仲間と共に支え合い高め合う喜び

を実感できる学習指導の在り方について主張した。具体的には，児童生徒

が心と体をはずませ，意欲に満ちた学習活動を展開する中で，生きる力の

育成にもつながる体育授業を構築した。成果としては，教材化の工夫と仲

間と豊かにかかわる場を重視した課題解決的な学習を構築することで，夢

中になって運動に取り組み，互いに励まし合ったり教え合ったりしながら

意欲や技能を高め合う体育活動を展開できたことが挙げられる。

北海道の体育研究北海道の体育研究

平成 年
第 回大会
平成 年
第 回大会

平成 年
第 回大会
平成 年
第 回大会



私たちはこれまで，北海道で開催した過去 回の全国大会の成果を踏ま
え，誰もが夢中になって運動に取り組むことのできる教材の開発・工夫や
課題解決的な学習の構築，個々の学びや技能の高まりを促す支援の在り方
を中心に研究を進める中で，自らかかわり，高め合う体育活動を創造して
きたところである。基礎的・基本的な内容を確実に身に付けることはもち
ろん，運動の楽しさやよさ，喜びを十分に味わう中から，自らの健康や体
力，技能の向上，運動の仕方を広げていくための課題や方法を選択し，解
決していく主体的な学びの獲得を目指してきた。また，主体的な学びから
積極的に仲間や教師にかかわる中で，自分のよさを感じると共に他者を理
解する心や思いやりの心，感動する心をもちながら，共に追求し高め合っ
ていこうとする意欲や態度をはぐくんできたところである。

平成 年度に北海道教育委員会が独自に実施した道内の児童生徒の体
力・運動能力，運動習慣等調査結果の状況は以下のようになっている。

小学校の運動やスポーツに関する意識の状況は以下の結果となっている。

中学校の運動習慣の状況は以下の結果となっている。

〔小学校〕
・男子は握力と長座体前屈の 種目が，女子は握力とソフトボール投げ
の 種目が， 年度の全国平均を上回っているが，それ以外の種目は
下回っている。体力合計点は男女とも下回っている。
〔中学校〕
・男子は，握力とハンドボール投げの 種目が 年度の全国平均を上
回っているが，それ以外の 種目は下回っており，合計得点も下回っ
ている。女子は，全ての種目が全国平均を下回っている。

運動やスポーツをすることが 好き または やや好き と回答した割
合は，男子が ％で， 年度と同程度，女子が ％で， 年度と比
べ若干減少した。

運動部やスポーツクラブへの所属状況は，運動部やスポーツクラブに
入っている と回答した割合が， 年度と比べ男子で同程度，女子で
若干増加した。また 度度の全国平均と比べて，男子では若干下回り
女子では下回った。

運動やスポーツに
関する意識の状況
運動やスポーツに
関する意識の状況

体力・運動能力
の状況
体力・運動能力
の状況

運動習慣の状況運動習慣の状況



体育学習の充実体育学習の充実

・全国との
差がある体力

・運動やスポーツ
が好きな子の減
少

・全国との
差がある体力

・運動やスポーツ
が好きな子の減
少

研究主題 副主題研究主題 副主題

北海道の子どもたちは，全国に比べ体力・運動能力が下回っている結果

が示されている。また，運動やスポーツが 好き な児童生徒が減少して

いる傾向にあることから，全ての子どもが行う体育学習の場で，運動やス

ポーツがもっと好きになり，継続して取り組もうとする意欲を育てる手だ

てが私たち教師に求められているのである。子どもたちが仲間と楽しみな

がら運動に取り組み確かな力を身に付けることで，放課後も運動しよう！

少年団活動や部活動を楽しもう！次の体育の時間も楽しもう！次の校種に

進んでも運動しよう！社会に出ても運動を続けよう！ とする意欲や態度

を育むことができると考える。運動が日常化し，将来へと継続していくた

めには，学校における授業が極めて重要であり，運動することの楽しさや

必要性を実感し，生涯スポーツの基礎となる知識・技能や思考力・判断力，

態度が身に付くように指導内容を明確化し，発達段階に応じた授業を構想

していくことが大切と考える。

改訂された学習指導要領は小学校が平成 年 月から，中学校は今年の

月から，高等学校は平成 年度入学生から全面実施となる。

平成 年 月の中央教育審議会の答申において示された体育科の改善の

基本方針には，小学校，中学校及び高等学校を通じて， 体育科，保健体

育科については，その課題を踏まえ，生涯にわたって健康を保持増進し，

豊かなスポーツライフを実現することを重視し改善を図る。その際，心と

体をより一体としてとらえ，健全な成長を促すことが重要であることから，

引き続き保健と体育を関連させて指導することとする。また，学習したこ

とを実生活，実社会において生かすことを重視し，学校段階の接続及び発

達の段階に応じて指導内容を整理し，明確に示すことで体系化を図る。

とある。また，幼稚園教育要領解説のねらい及び内容の 健康 の領域に

おいては，十分に体を動かす気持ちよさを体験し，自ら体を動かそうとす

る意欲が育つようにすることが新たに示されている。これらのことは，子

どもたちが生涯スポーツに向けた発達の段階に合った力を確実に身に付け

ていくことを求めていると捉えることができる。

以上の北海道の体育研究の取組，子どもの実態，学習指導要領の趣旨を

踏まえ，発達段階を考慮し，心と体をより一体とした指導及び実生活や実

社会に生きる指導の充実を図ることが，生涯にわたって生き生きと運動・

スポーツに親しむ子どもの育成につながると考え，研究主題 未来へつな

ぐ健やかな心と体をはぐくむ体育学習の充実 を設定した。また，体育学

習の充実とは，全ての子どもの学びの場である授業の工夫・改善そのもの

であり，全ての教師の創造的な仕事であり責務であることから，研究副主

題を 授業から日常へ，授業から未来へ と設定した。

運動やスポーツが
日常へ・未来へ
運動やスポーツが
日常へ・未来へ

・北海道の
体育研究

・北海道の
子どもの実態

・学習指導要領

・北海道の
体育研究

・北海道の
子どもの実態

・学習指導要領



研究主題 未来へつなぐ健やかな心と体をはぐくむ体育学習の充実 は，

以下のような育てたい子どもの姿を想定したものである。

発達の段階を考慮し，心と体をより一体とした指導及び実生活や実社会

に生きる指導の充実を図ることが生涯にわたって生き生きと運動・スポー

ツに親しむ子どもの育成につながると考え，目指す幼児児童生徒の姿を，

生涯にわたって生き生きと運動・スポーツに親しむ子ども と設定した。

研究主題を具現化し，生涯にわたって生き生きと運動・スポーツに親し

む子どもをはぐくむためにはその基盤としての育成したい力を明確にする

ことが必要である。

今回の研究では，学習指導要領に指導内容として明確化された 技能 態

度 知識，思考・判断 の つに課題解決力を加えて確かな体育の力と

おさえた。課題解決力（自ら学ぶ力，仲間と共に学ぶ力）は北海道が継続

して大切にしてきた子どもにはぐくみたい力でもある。また，指導計画の

作成に当たって，下枠に示す内容が小学校学習指導要領において示されて

いることからも，課題解決力が重要であると捉えている。

研究主題研究主題

未来へつなぐとは未来へつなぐとは

目指す
幼児児童生徒の姿

目指す
幼児児童生徒の姿

・次の時間の学習でも夢中になって運動に取り組む姿
・次の校種でも意欲的に運動に取り組む姿
・次のライフステージでも主体的に運動・スポーツに親しみ続ける姿

未来へつなぐ未来へつなぐ

・体を動かす気持ちよさを体験し，運動好きで自ら進んで体を動かそう
とする姿
・運動の必要性や楽しさ，親しみ方や学び方を理解し，自らの学びを創っ
ていく姿
・仲間と共に協力したり，教え合ったりして，課題を解決していく姿
・自他のよさを生かしながら運動に粘り強く取り組み，達成感や自信を
得ていく姿

健やかな心と体健やかな心と体

─小学校学習指導要領 指導計画の作成と内容の取扱い─

地域や学校の実態を考慮するとともに，個々の児童の運動

経験や技能の程度に応じた指導や児童自らが運動の課題の

解決を目指す活動を行えるよう工夫すること。

─小学校学習指導要領 指導計画の作成と内容の取扱い─

地域や学校の実態を考慮するとともに，個々の児童の運動

経験や技能の程度に応じた指導や児童自らが運動の課題の

解決を目指す活動を行えるよう工夫すること。

健やかな
心と体とは
健やかな
心と体とは

確かな体育の力確かな体育の力



確かな体育の力確かな体育の力

今回の研究では， 技能 態度 知識，思考・判断 課題解決力 の

つの力を確かな体育の力としておさえ，それらをバランスよく育てる体

育学習を通して，未来へつなぐ健やかな心と体をはぐくんでいくことを目

指すこととした。

そこで，これまでの研究成果も踏まえ，子どもの側に立って，確かな力

を身に付けさせるために，次のような仮説をもって，研究を推進すること

にした。

また，確かな体育の力をはぐくむ手だてとして以下の つの視点を設定

した。

視点 生涯スポーツにつながる教材の開発・工夫

視点 協同的，課題解決的に取り組む学習過程の構築

視点 確かな学力を保障する指導と評価の充実

確かな体育の力を
はぐくむ手だて
確かな体育の力を
はぐくむ手だて

【態 度】

・学ぶ意欲

・運動，スポーツへの関心

・自ら運動に親しもうとする態度

・自ら他者と関わろうとする社会的態度

・健康で安全な生活を営む態度

【態 度】

・学ぶ意欲

・運動，スポーツへの関心

・自ら運動に親しもうとする態度

・自ら他者と関わろうとする社会的態度

・健康で安全な生活を営む態度

【技 能】

・動き

・技能

・体力

・運動経験

【技 能】

・動き

・技能

・体力

・運動経験

【知識，

思考・判断】

・知識

・思考力

・判断力

・表現力

・創造力

【知識，

思考・判断】

・知識

・思考力

・判断力

・表現力

・創造力

【課題解決力】

・自ら学ぶ力

・仲間と共に学ぶ力

【課題解決力】

・自ら学ぶ力

・仲間と共に学ぶ力

確かな体育の力確かな体育の力

生涯スポーツにつながる教材の開発・工夫及び，協同的，課題解決的

に取り組む学習過程を構築し，指導と評価の充実を図ることで，確かな

体育の力をはぐくむことができる。

研究仮説研究仮説

研究仮説研究仮説



つのポイントつのポイント

身に付けさせた
い動きや技能の
明確化

身に付けさせた
い動きや技能の
明確化

確かな体育の力をはぐくむためには，運動の楽しさや喜びを味わうこと

ができるようにするとともに，運動やスポーツの必要性や効果，意義を理

解できるようにすることが大切である。そのためには，以下の つのポイ

ントをもとに教材の開発・工夫をしていくことが必要であると考えた。

身に付けさせたい動きや技能の明確化については，対象となる運動にど

んな魅力を感じてどんな欲求を充足していくかということを発達の段階に

応じてしっかりと捉え，運動の楽しさを味わえるようにしたいと考えた。

さらに，運動技術のポイントやコツを明らかにし，授業を通して獲得し，

達成感を味わうことができるようにしていきたいと考えた。

子どもの実態に応じた教材の開発・工夫については，学校や学級の子ど

もの運動能力や運動に対する関心の実態，体育の学力の習得状況を把握し，

教材の開発・工夫をすることである。

運動との出合いや場の工夫については， 自分にもできそう おもしろ

うそう 挑戦してみよう 必要な運動だから取り組もう と意欲をもて

るようにすることが大切である。また，今できる力で楽しむことができる

ように易しい運動からできそうな運動へとステップアップさせていくこと

で，子ども一人一人が確実に技能を身に付け，伸びを実感したり，自信を

もったりすることが重要である。

生涯スポーツへの視点については，授業を通して 伸びる楽しさ・でき

る楽しさ・わかる楽しさ を実感できるようにするだけではなく，運動や

スポーツの必要性を理解したり，みんなで学ぶ楽しさや効果を実感させた

りすることで，日常的な運動やスポーツの取組につながっていくと考えた。

また，運動の特性に基づき，基礎・基本と活用・発展を捉えたり，発達の

段階における育成したい力の系統性を捉えたりすることで，どの子にも着

実に確かな力をはぐくんでいくことができると考えている。

以上のポイントを大切にして教材の開発・工夫をしていくことで，授業

から日常へ授業から未来へとつないでいけるようにしていきたいと考えた。

身に付けさせたい動きや技能の明確化
子どもの実態に応じた教材の開発・工夫
運動との出合いや場の工夫
生涯スポーツへの視点

つのポイントつのポイント

子どもの実態に
応じた教材の
開発・工夫

子どもの実態に
応じた教材の
開発・工夫

運動との出合い
や場の工夫
運動との出合い
や場の工夫

生涯スポーツへ
の視点
生涯スポーツへ
の視点



課題把握課題把握

課題解決的な学習の構築とは課題把握，課題追求，課題解決の つのス

テップからなる。共通の学習課題に対して，自らの興味や能力に合った課

題を設定し，運動のコツを見付けたり，運動の仕方を工夫したりしながら

追求する。そして， 分かったことを試してみたらできた みんなのおか

げでできた 勝てた といった成就感や達成感を味わわせ，次の意欲を

もたせ，自ら学ぶ態度や力を育むことをねらっている。

まず，課題把握に向かう教材との出合いでは， 自分にもできそう お

もしろうそう 挑戦してみよう など，子どもの心を動かすように単元

の導入を工夫することが大切である。次に，どの子にも身に付けさせたい

力を獲得させるために既習経験や生活経験を生かして解決できる共通の学

習課題を設定したうえで，子どもが 自分は はできるから 自分は

はできそうだから 自分は に挑戦してみたいから などと，自

分の能力や興味に応じて課題を選択したり，決定したりする場を設定する

ことが必要である。

課題追求の場では，動きを通して自分なりに動きのコツや作戦を考えた

り場やルール，行い方を工夫したりできるよう思考・判断の手助けをする

場や活動を設定し，根拠をもって解決に向かえるようにしている。また，

仲間とのかかわりを生かした追求となるように仲良くしたり，力を合わせ

て行ったり，仲間と動きを見合ったり教え合ったりして，コツを見付ける

ことができるような運動や場を設定していくことを大切にしている。

課題解決の場では，全体やグループで，言語活動の場でもある交流場面

を設定し課題を解決できるようにする。獲得した知識を基に動きを通して

の解決となるように，具体的な場や活動を設定する。そして，自己評価や

他者評価，教師による評価によって コツは有効だった みんなのおか

げでできた などと，喜びや達成感を味わわせたいと考える。

体育学習では，仲間と生き生きと夢中になって運動に取り組んだり，知

識や技能を追求し合ったりする中で，思考力やコミュニケーション能力を

育成していきたいと考えている。また，主体的な学びを通して，自ら進ん

で仲間や教師にかかわり，互いのよさや存在感・有用感を捉え，他者を理

解する心や思いやりの心，感動する心も育んでいきたい。さらに，目標を

共有し，共に高め，追求し，尊重し合っていこうとする意欲や態度を育ん

でいくことも目指していきたいと考えている。体育学習は，学校でしか実

現できない協同的な学びの場であり，その中で豊かな人間性を身に付けて

いくことができる大切な場である。

課題追求課題追求

課題解決課題解決

協同的な学び協同的な学び



評価評価

身に付けさせたい力を明確にし，指導方法を工夫した後は，適切な評価

によって，個々への指導を行い確かな学力を身に付けさせていくことが重

要である。

評価については，国立教育政策研究所

の 評価規準の作成のための参考資料

を基に内容のまとまりごとの評価規準，

単元の評価規準，本時の学習活動に即し

た評価規準を設定した。身に付けさせた

い力を明確にし，評価規準を絞り込み，

時間に評価する内容は ， 個に絞り，

右図のように指導案に位置けることとし

た。

評価方法は，行動観察，発言，発表，

学習カード，ネームプレート， 撮

影など，事前に評価方法を定め，的確に

見取れるようにした。見取りを記録化す

ることで次の指導に生かすようにした。

私たちは，見取ることだけに集中する

のではなく，幼児児童生徒に，運動した

いという気持ちを高めていくことが重要

である。そのために，伸びやできばえへの積極的な称賛行動を取ることが

必要である。具体的な成果を称賛することで，その子の取組をしっかりと

価値付けることになり， 自分は なことができている。このまま続け

よう と追求を継続させることになる。また， さんの方法はよい方

法だからまねしてみよう 等と促すことで，他者の学びに対するヒントに

もなる。

指導案に位置付けた観点の目標を達成できるようにするために次のよう

な【手だて】をもって指導にあたることとした。

手だて

思考・判断を促す発問，ゆさぶり

伸びやできばえへの称賛，認め

技能，態度を高める運動のコツや学び方の助言

技能，思考・判断を高める補助や示範

技能，思考・判断を高める活動の場や情報の提供

指導の手だて指導の手だて

【スキー】

技能

長い斜面や変化のある斜面

をリズムやスピードを調整

しながら安定した動作で滑

ることができる。

評価方法

斜面状況に応じて滑る様子

やリズムやスピードを調整

する様子から見取る。

【手だて】

教師や友達の後を滑ること

でスピードやリズムを調整

できるようにする。

評価規準と
評価方法
評価規準と
評価方法



研究主題

未来へつなぐ健やかな心と体をはぐくむ体育学習の充実
授業から日常へ，授業から未来へ

目指す幼児児童生徒の姿

生涯にわたって生き生きと運動・スポーツに親しむ子ども

確かな体育の力

【態 度】
・学ぶ意欲
・運動，スポーツへの関心
・自ら運動に親しもうとする態度
・自ら他者と関わろうとする社会的態度
・健康で安全な生活を営む態度

【態 度】
・学ぶ意欲
・運動，スポーツへの関心
・自ら運動に親しもうとする態度
・自ら他者と関わろうとする社会的態度
・健康で安全な生活を営む態度

【課題解決力】
・自ら学ぶ力
・仲間と共に学ぶ力

【課題解決力】
・自ら学ぶ力
・仲間と共に学ぶ力

【知識，思考・判断】
・知識
・思考力
・判断力
・表現力
・創造力

【技 能】
・動き
・技能
・体力
・運動経験

確かな体育の学力をはぐくむ手だて

つの視点

視点 視点
生涯スポーツにつながる教材の開発・工夫 協同的 課題解決的に取り組む学習過程の構築

身に付けさせたい技能の明確化
・発達の段階を踏まえた指導内容，系統性
・技能分析
運動技術のポイントやコツ

子どもの実態把握
・学校や学級の子どもの実態
体育の学力の習得状況

教材の開発，工夫
・興味関心，個に応じた教材
運動との出合いや場の工夫
・イメージ化，ステップ
生涯スポーツへの視点
・日常化，生活化
・応用，発展

学習課題の把握
・学級共通の学習課題
試行活動
・できる技や動きからのスタート
個人課題の設定
・個人技能や集団技能の役割等にかかわる
運動課題
追求活動
・実運動を通した追求
・人とのかかわりを生かした追求
・解決のための手だて
評価活動
・相互評価と自己評価の関連
・教師による評価（学力の習得状況）

視点
確かな学力を保障する指導と評価の充実
評価

〔評価規準〕
・内容のまとまりごとの
評価規準

・単元の評価規準
・本時の学習活動に即した
評価規準
指導案への位置付け

〔評価方法〕
・行動観察
・発言，発表等
・学習カード等
・ネームプレート
・ 撮影
評価内容の記録化

指導

・発問，ゆさぶり
・伸びやできばえへの称賛，認め
・助言（技能，学び方など）
・補助，示範
・情報提供

授業や指導方法の工夫・改善



北海道プラスワン北海道プラスワン
今までの北海道の体育研究，平成 年と平成 年に開催した全国学校体

育研究大会北海道大会，全国各地における全国学校体育研究大会の成果を

踏まえ，私たちは，今大会におけるキャッチフレーズを以下のように設定

して，北海道から体育学習の在り方を全国に提案したいと考えた。

北海道らしさを表現している。

が体育道や教師道の 道 を表し，プロの体育教師と

しての在り方の主張になる。

北海道の子どもたちに発達段階に合った力を身に付けさせる

道 をつくることで未来へ意欲という襷をつないでいくこと

ができるようにする。

が 動 を表し，心と体の 動き の高まりを表現し

ている。

他都府県の研究実践にプラス・ワン

過去 回の全国大会・北海道大会の成果にプラス・ワン

課題解決型の学習をベースにした研究にプラス・ワン

今，一人一人の教師ができる実践にプラス・ワン

このキャッチフレーズには，常に新しいものに取り組もうという私たち

北海道の体育研究人の心意気が込められている。

今後も，心と体をより一体とした指導及び実生活や実社会に生きる指導

の充実を図ることが生涯にわたって生き生きと運動・スポーツに親しむ子

どもの育成につながると考え， 未来へつなぐ健やかな心と体をはぐくむ

体育学習の充実 を図っていきたい。

北海 ！北海 ！





子新体操を知っていますか？新体操といえば，レオタード姿で足を高く上げながらリボ
ンを回したり踊ったりする，女子新体操をイメージする人の方が多いのではないでしょ

うか。同じ新体操でも，男子新体操は少し違います。 番の違いは，女子では禁止されているア

庭南高校新体操部は創部 年の伝統ある部です。今年で 年
連続でインターハイに出場しており，全国屈指の強豪校とし

て知られています。しかし，高校から新体操を始めたという部員も多
くいます。入学した頃は，倒立やバック転が全くできなくても， 年
生になって全国大会のレギュラーメンバーとして活躍した，という
が多数います。新体操未経験者であっても，やる気さえあれば全国
のアスリートに必ずなれます。恵庭南高校で一緒に夢を描きません
か？

教科 保健体育）
青森県出身 国士舘大学体育学部卒業

私が北海道に来て 年，恵庭南高校に赴任して 年になります。 年前，大学を卒業し北海道
にやって来た私には心に決めた目標がありました。
新体操の指導者を育てたい。そして，その指導者が育てた選手が全国大会で優勝する…

現在，中学校で体育教員をしている教え子がいますが，
昨年の全国大会でその教え子が指導するチームが準優勝
しました。想い描いていた夢が叶いつつあります。頂点
に登りつめる日まで，まだまだ私の夢は続きます。

教科 数学）
北海道出身 北海道大学理学部数学科卒業

クロバット技（バック転，バック宙など）があることです。
迫力のある音楽に合わせて，リズミカルなダンス，美しいバ
ランス技や倒立，ダイナミックなアクロバット技を 人で行
う団体の演技は，一度見たら忘れられなくなります。男子新
体操は日本で生まれたスポーツで，競技人口は日本全国で
名ほどですが， ドラマ タンブリング やカルピ

スソーダの で取り上げられ，少しずつポピュラーになっ
てきています。平成 年には所さんの 笑ってコラえて 男
子新体操のコーナーで，恵庭南高校が長期にわたって放送さ
れ，ご覧になった方も多いと思います。 恵庭南オリジナル技（レインボー交差）の連続写真



今から 年前 郷土として平岸の歴史と開墾の精神を次世代の若者に“伝えていきたい 何か残
していきたい”との想いから 郷土芸能として 平岸天神太鼓保存会 が発足いたしました。その
年後 平成 年に平岸天神太鼓のメンバーが地元有志とともに 平岸中央商店街のバックアップ
の下 もう一つの平岸の郷土芸能 をめざし， 平岸天神ソーラン踊り保存会 を発足させました。
創設時より平岸天神のモットーは， スピード 切れの良さ 力
強さ 笑顔 です。 平岸天神ソーラン踊り保存会 の踊りは，この を基盤とし，北
海道の労働歌である ソーラン節 に込められた，労働の苦しみ・大漁への願い・支える浜の女
の愛・そして大漁の喜びを躍りで表現し，開拓のフロンティア精神そのままに， 分間の演舞を
メンバーとスタッフが自ら作り上げています。
踊りと曲は，毎年 ソーラン祭り の 月には新しいものが出来あがりますが，作

品は決して使い捨てではなく，メンバーが過去の楽曲も踊れるよう通年にわたって練習を反復し，
披露しています。また，小・中学生にて構成される 平岸天神ジュニアチーム は，平岸天神の
メンバーより受け継がれ，過去の曲を毎年 ソーラン祭り で踊っています。
メンバーが過去の作品を常に踊れるようにすること，ジュニアの子供達が過去の舞曲を覚え，
そして成長し新たなメンバーとして加わること，それが地域文化継承としての保存会活動であり，
郷土芸能として全国に，全世界に発信できることでもあります。
これまで， ソーラン祭り では大賞 回，準大賞 回，（参加チーム中，最多受賞）
高知 第一回よさこい祭り全国大会 では 粋 受賞いたしました。
結成 年目の平成 年には，北海道厚生年金会館にて 平岸天神太鼓保存会 と 合同記念公
演 を開催，平成 年には第 回目となる 周年の記念講演を開催し， 人を超える多数の観
客の方々が会場を埋めつくし，大きな節目を盛大に迎えることができました。
平成 年 月には，洞爺湖で開催された 先進国首脳会議（ サミット） の歓迎レセプショ
ンにて踊りを披露し，各国大統領，首相の方々から拍手喝采を受け，名誉ある国賓行事に参加す
ることが出来ました。
郷土芸能としての ソーラン節の真髄 開拓精神の真髄 を忘れずに さらなる感動を全ての人

に！ を合い言葉にたゆまぬ努力を重ね，新たな感動と熱気を全国・全世界へと発信し続けます。





効果的・効率的な評価の在り方

文部科学省スポーツ・青少年局体育参事官付教科調査官

石 川 泰 成



【 】





略 歴
昭和 年 月 奈良教育大学教育学部小学校教員養成課程卒業
昭和 年 月 筑波大学大学院修士課程体育研究科体育方法学専攻修了
昭和 年 月 奈良県北葛城郡香芝町立下田小学校教諭
昭和 年 月 愛知教育大学助手教育学部
昭和 年 月 愛知教育大学助教授教育学部
平成 年 月 筑波大学講師体育科学系
平成 年 月 筑波大学助教授体育科学系
平成 年 月 国立大学法人筑波大学大学院人間総合科学研究科准教授
平成 年 月 国立大学法人筑波大学大学院人間総合科学研究科教授
平成 年 月 国立大学法人筑波大学体育系教授

主な著書・研究業績・委員等
平成 年 岡出美則 体育の基本的性格．高橋健夫、岡出美則、友添秀則、岩田靖（編）

新版体育科教育学入門．大修館書店 東京．
平成 年 岡出美則 体育理論を理解するために 中学校第 単元、高等学校第 単元

佐藤豊・友添秀則（編著） 楽しい体育理論の授業をつくろう．大修館書店．

平成 年
（ ） （ ）

平成 年 岡出美則 体育のカリキュラムモデルとカリキュラム評価．日本体育科教
育学会（編）
体育科教育学の現在．創文企画 東京．

平成 年

（ ）
平成 年 鬼澤 陽子 小松崎 敏 吉永 武史 岡出 美則 高橋 健夫 バスケットボール

対 アウトナンバーゲームにおいて学習した状況判断力の 対 イーブ
ンナンバーゲームへの適用可能性 小学校高学年を対象とした体育授業に
おけるゲームパフォーマンスの分析を通して 体育学研究． （ ）

コーディネーター 筑波大学

教 授



提言テーマ

シンポジスト 信州大学 教授 岩 田 靖

略歴
昭和 年 月 筑波大学大学院体育研究科

修了
昭和 年 月 筑波大学文部技官
平成元年 月 宮崎大学教育学部助手
平成 年 月 宮崎大学教育学部講師
平成 年 月 宮崎大学教育学部助教授
平成 年 月 信州大学教育学部助教授
平成 年 月 信州大学教育学部教授

博士（体育科学）

主な著書・研究業績・委員等
新版・体育科教育学入門，共編著，大修館書店（ ）
体育科教育学の現在，共著，創文企画（ ）
体育の教材を創る，単著，大修館書店（ ）
学校体育実技指導資料第 集・ゲーム及びボール運動
作成協力者，文部科学省・東洋館出版（ ）
子どもの体力向上指導者養成研修講師（ ， ）
体育・保健体育デジタル教材作成協力者（ ）
日本体育学会代議員（ ）
日本スポーツ教育学会理事（ ）
日本体育科教育学会理事（ ）

発表要旨
指導と評価の一体化 とは、 指導したこと との対応の中で， 評価 を考えることであり，ま

た，その 評価 から得られた情報を次の授業改善に活用していくべきことを意味していよう。この
ことからすれば，評価の観点になることがらが，指導の目標・内容として形式的に掲げられるだけで
なく，実際の授業の中にまさに立ち現れ，その成果が確認できる対象として位置づけられることがこ
の課題解決の大前提であろう。その意味で， 技能 （技能的領域）・ 態度 （社会的行動領域）・ 知
識，思考・判断 （認識的領域）の学習が単元の授業展開の中で密接に結びつく授業づくりを目指す
ことこそが，指導と評価の一体化を裏打ちするものとなろう。換言すれば， できる・かかわる・わ
かる ことが子どもたちの学習活動において必然化していく授業づくりが求められているのであり，
それに向けての教師の授業の構想力，イマジネーションが問われているのだと言ってもよい。そのこ
とが， 知識、思考・判断 の評価を考える土台となろう。
できる・かかわる・わかる ことが結びついていく授業づくりを探究することにおいて重要にな

るのは，学習対象となる運動の本質的な課題性を解釈し，それに向けた学習プロセスを子どもたちに
提供していくことである。そのためには特に，運動技能に関わった課題性を核とした学習内容を抽出・
設定していくことが不可欠であろう。なぜなら，運動の技能的達成（できる）を目指した学習活動に
おいてこそ，わかる こと，かかわる こととの関係性が濃厚に生まれてくるからである。できる
ことに向かって わかる ことが、また わかる ことを通して かかわる ことが重要になるから
である。
さらに，このような授業づくりを念頭に置いた場合，今日的な大きな課題は，子どもたちが運動に

ついてわかるようになり，できるようになるために，何をこそ わかち伝える 必要があるのか，ま
た， わかち伝える ことができるのかといった具体的な 学習内容 教材 に関するさらなる探究
が授業実践者である教師に，そして研究者に求められていると考えられる。
シンポジウムでは，教員養成大学における体育の指導法に関わった授業科目の中で取り上げている，

授業づくりと評価の関係を見通した思考についての具体的事例をもとに，私に与えられたテーマに
迫ってみたいと考えている。



提言テーマ

シンポジスト 東京都立駒場高等学校 主任教諭 須 黒 祥 子

略歴

平成 年 日本体育大学体育学部健康学科卒業

平成 年 早稲田大学スポーツ科学研究科

学校体育マネジメントコース卒業

平成 年 東京都立九段高等学校 非常勤講師

平成 年 東京都立江東商業高等学校 教諭

平成 年 東京都立つばさ総合高等学校 教諭

平成 年 東京都立駒場高等学校 教諭

主な著書・研究業績・委員等

平成 年度

評価基準、評価方法の工夫改善に関する調査研究

協力者

発表要旨

球技における 知識、思考・判断 についての指導と評価の一体化

球技 は生徒に大変人気のある領域であると感じています。今回のロンドンオリンピックによる、

サッカーやバレーボール（女子）日本代表の活躍などにより、世間での注目度もより一層高まってき

ているように思います。

生徒たちにとっても、このように運動をするだけでなく観る機会も多いので、興味や関心も高いと

思われます。しかし、授業に関して言えば、生徒たちの多くは単にバスケットボールやバレーボール

のゲームをしているだけでも、楽しかったと答えることが予想されますが、実際には 技能 につい

ての指導や、ゲームを実施することが多くなっているのではないでしょうか。

高校の球技の授業を例に、個人のスポーツに取り組む際の課題、設定の仕方、自己や仲間、チーム

の課題に応じた練習計画の立て方や作戦の立て方などの運動を継続するための取り組み方を工夫する

ことができるようにする等の思考・判断にかかわる内容の指導に際して、現在、どのような課題を感

じ、その解決に向け、どのようなアイデア、試みをしているのか。といった点を紹介したいと思いま

す。



提言テーマ

シンポジスト 佐賀県立香楠中学校 教諭 木 健

略歴
平成 年 早稲田大学人間科学部卒業
平成 年 鳥栖市立鳥栖西中学校 教諭
平成 年 基山町立基山中学校 教諭
平成 年 佐賀県教育庁体育保健課 指導主事
平成 年 文部科学省スポーツ・青少年局

企画・体育課学校体育振興係 研修生
平成 年 佐賀県教育庁体育保健課 指導主事
平成 年 佐賀県立香楠中学校 教諭

主な著書・研究業績・委員等
国立教育政策研究所
評価規準、評価方法等の工夫改善に関する調査研究協力
者（平成 年）
独立行政法人教員研修センター
子どもの体力向上指導者養成研修講師（平成 年）
楽しい体育理論の授業をつくろう 大修館書店（授業
実践者）
中学校新学習指導要領の展開 明治図書（共著）

発表要旨
指導と評価の一体化 については、すでに多くの研究が行われており、全国の先生方の研究は参考にな

るものばかりである。しかしながら、自分の授業実践を振り返って見ると、どうしても 技能 の指導に重点
を置いてしまっている。単元の構造図作成についても、技能 の学習内容の選択及び配列、指導方法に十分時
間をかけているが、他の 観点はというと、技能 ほど力が入っていないのが現状である。そこで、今回 技能
以外の観点、中でも 思考・判断 における 指導と評価の一体化 について提案ができればと思っている。

思考・判断 を取り上げたいと考えたのは、保健体育の授業を通して、生徒に 考える力 をつけさせ
たいと思ったからである。学習指導要領の教科の目標中に、 明るく豊かな生活を営む態度を育てる とある。
さらに、この部分について、学習指導要領解説には、 現在及び将来の生活を健康で活力に満ちた明るく豊か
なものにするという教科の究極の目標を示している とある。義務教育終了の段階までに、現在及び将来に
わたって、健康で安全な生活を営むための思考力・判断力などの資質を身につけさせることで、この究極の
目標に実現に迫れるのではないかと考え、 思考・判断 を取り上げてみることにした。
次に、どの領域を取り上げるかということについては、次のような考えで 体つくり運動 を取り上げる
こととした。
生徒が学校を卒業して運動を継続しようと考えた場合、保健体育の学習の中でも、 体つくり運動 の学習

内容が基礎となる。特に、 体力を高めるための運動 で学んだ運動の行い方や運動の計画の行い方を活用す
ることで、その時々のライフステージに応じて適切な運動を選択し、効果的に実行していくことが可能となる。
したがって、義務教育終了までの段階で 運動に親しむ ことや 運動の行い方 運動の計画の立て方 を
身につけておくことがとても重要となる。そこで、生徒一人ひとりが、これらのことを正しく身につけ、運
動を実生活の中に取り入れることのできるような指導と評価の在り方について提案ができればと思い、 体つ
くり運動 を取り上げることとした。
実践事例としては、本年度担当している中学校 年生の指導例をもとに提案したいと考えている。
指導の流れは、 ・ 年次の学習内容の確認 知識の確認 思考・判断で活用する情報の整理
自己のねらいの設定（コースの選択）健康に生活するための体力向上のコース・運動を行うための体力向上
のコース 週間の運動プログラムの計画立案 実践を踏まえた修正 として行い、国立教育政策研究所
から出されている、 評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料 の実践事例を参考とした。
この取り組みから見えてきた成果と課題は、成果については、自己の生活や運動経験をもとに運動の計画

を立てることが必要であるということを生徒は理解できた。
課題については、生徒が行う思考・判断について、教師の評価が適切かどうかについて、一人の教師だけ

では判断しづらいというところである。評価規準に 体力に応じて という文言が入っている場合、その生
徒が自分の体力に応じて頻度や強度、回数、あるいは運動を選んでいるかについて、どのように見取り、評
価すればよいかが、なかなかしっくりいかなかった。例えば、ノート記述を評価する場合、どのような内容
があれば おおむね満足 と判断するかについては、随分と頭を悩ませた点である。このことについては、
提案というよりは、よりよい方法がないか全国の先生方の力をお借りしたい点である。
最後に、取り組みを通して 体つくり運動 で学習する思考・判断の内容は、現在及び将来の生活を健康
に送る上でとても重要であることを改めて認識することができた。
ただ、その指導は簡単なものではなく、他の先生方とも情報交換を行い、よりよい指導の在り方を追求し

続けていきたいと思う。
そして、生徒の思考を刺激しつつ、望ましい判断力を養い、中学校を卒業した後も、 運動を続けよう と
いう生徒を一人でも多く育てていきたい。



提言テーマ

シンポジスト 札幌市教育委員会 指導主事 三戸部 文 彦

略歴
平成 年 北海道教育大学札幌分校卒業
平成 年 札幌市立西白石小学校 教諭
平成 年 札幌市立幌西小学校 教諭
平成 年 札幌市立緑丘小学校 教諭
平成 年 札幌市立真駒内小学校 教諭
平成 年 札幌市立白楊小学校 教諭
平成 年 札幌市教育委員会 指導主事

主な著書・研究実績・委員等
札幌市小学校教育課程編成の手引作成委員
（平成 年・ 年・ 年）
札幌市子どもの体力向上支援委員（平成 年）

発表要旨
小学校において育てたい 思考・判断 の力とは？
・ロンドン五輪における選手のコメントの変化… 話す アスリート
運動、戦術分析、周囲への感謝などのコメントから見えること

・評価観をもつ
とらえて（評価）、かかわり（具体的な指導）、見取る（評価） 評価から指導へ

・学習指導要領の目標から
評価のための授業ではなく、育てたい 思考・判断 の力を明確にし、一人一人が身に付けて
いく授業を展開する。
気付く 選ぶ 見付ける 工夫する という子どもの姿を生み出す。

授業場面での指導と評価
・ 思考・判断 する内容の重点化及び評価方法の効率化
・ 思考・判断 する場面の設定
・評価を生かす 個々へ返す 授業改善へつなぐ
・チェックのみに終わらずに、今の学習状況を見極め具体的な指導に生かす手だてへ
・授業の具体から
学校全体、市全体に広める取組
・小学校全教員の 割に当たる体育専門外の先生方へ伝える取組
・札幌市教育委員会

教育課程編成の手引 イラストも入れながら評価だけでなく、指導の手だてについて、
わかりやすく示す。

子どもの体力向上リーフレット いい汗かこう さっぽろっこ（全家庭へ配付）
運動の楽しさや日常化を啓発する。

札幌市教育研究推進事業 市内 区毎の授業公開、研究交流、研修会など。
・北海道学校体育研究連盟の取組

実技研修会 体育連盟会員以外の教職員対象
結びに
・目指すのは、 授業から日常へ、授業から未来へ
・体力調査結果下位の北海道 その中での授業の在り方
・学校としてできること、北国としてできること



【 】





年 月 日、熊本県上益城郡矢部町生まれ（現・山都町）。浜町小 年から祖父・

鯛蔵さん（故人）の勧めもあり柔道を始める。熊本市立藤園中 九州学院高・東海大相模

高（転校）を経て 年、東海大体育学部入学。東海大柔道部の根幹をつくった佐藤宣践監

督から薫陶を受けた。 年、史上最年少で全日本選手権優勝。 年に東海大を卒業、大学

院に進み 年 月、体育学研究科修士課程終了。 月から東海大教員になり、教授を経て

年 月から体育学部長。 年モスクワ五輪は日本政府がボイコットを主導、 （日

本オリンピック委員会）も従ったために“幻のモスクワ代表”と言われた。 年ロサンゼ

ルス五輪無差別で待望の金メダル獲得。右足に重傷を負いながらも、決勝でラシュワン（エ

ジプト）に一本勝ちした姿に多くの国民が感動の拍手を送った。同年 月、国民栄誉賞受

賞。 年 月、全日本選手権 連覇、 連勝の大記銀を残して現役引退。 年から全日

本男子強化コーチ、 年 月にはヘッドコーチとなり 年アトランタ、 年シドニー五輪

の指揮を執った。 回の世界選手権でも采配を振るい実績を挙げている。柔道ルネッサン

ス委員会委員長。 年 月に （国際柔道連盟）教育コーチング理事に就任し、柔道

の世界的発展に寄与した。 年 月に 役員から退いた。 年には認定 法人 柔

道教育ソリダリティー を設立し、柔道を通じて海外との異文化交流、相互理解、開発途

上国に対する柔道衣などの援助などを行っている。ロシアのプーチン大統領との交流が深

い。主な優勝記録は 年まで全日本選手権 連覇。世界選手権は 年パリ、 年マー

ストリヒト、 年モスクワで 超級。 年は無差別との 冠。この他、 、 年全日

本ジュニア、 年世界ジュニア。 年世界学生、 年、 、 年全日本選抜体重別、

年嘉納杯国際など。著書は 武士道とともに生きる プーチンと柔道の心 指導者の

器 背負い続ける力 など多数。講道館柔道 段。

現在は、東海大学理事・副学長・体育学部長であり、 法人柔道教育ソリダリティー

理事長、またフェアプレーの精神を掲げ、いじめ撲滅運動を神奈川から発信している神奈

川県体育協会会長。全日本柔道連盟理事として幅広く活動中。

山下泰裕公式ホームページ

法人柔道教育ソリダリティーホームページ

東海大学理事・副学長

法人柔道教育ソリダリティー理事長



【 】





第 分科会 札幌市立白楊幼稚園



所在地 札幌市北区北 条西 丁目

電 話 （ ）

園 長 綿 屋 圭 子

園児数 名

教育目標

・よく遊ぶ子ども

・ねばり強い子ども

・よく考える子ども

特色

・ 本園は札幌市の公立幼稚園としては比較的歴史があり，旧園舎は隣接する白楊小学校を活

用して開設した。札幌のほぼ中央に位置し，園周辺に小学校，警察署，消防署，区役所など

の公共施設が多い。地下鉄駅を中心に商店街が密集している街中ではあるが，園庭には実の

なる木が多く，緑も豊かである。また，園外に一歩出ると，歩いて行ける大きな公園が点在

し，北海道大学の構内など草花に触れられる場所があるなど，環境には恵まれている。

・ 隣接する白楊小学校の校庭へ 仲良しドア で行き来ができ，小学生と日常的に触れ合え

る。また， 年生と年長児との交流も始まり，遊びの刺激や関わりの楽しさを感じている。

また，小学校の校庭やビオトープは幼児にとって魅力的であり，小学校を身近に感じられる

環境である。

・ 保護者は，園の教育活動に関心が高く熱心である。





研究の概要

（ ）研究主題設定の理由

ア 本園の研究経過から

幼児の発達は，心と体が相互に

関連し合いながら，多様で豊かな

体験を通して総合的に成し遂げら

れていくものである。そのため，

たくましい心と体を育てるために

は，幼児の 楽しいから取り組む

面白いから集中する，繰り返す

という特性を生かし，主体性を発

揮しながら取り組む 遊び（直接

的な体験） を通して，教師や友

達と関わりながら，心と体を存分

に動かす経験を積み重ねることが

大切であると考える。

昨年度の研究では， 歳児は 安心感 ， 歳児は 自己発揮・共感 ， 歳児は 自信・認

め合い など，それぞれの時期に育てたい心情面が明確となり，その基盤としては， 自己肯

定感 をしっかりと育むことが大切であることが分かった。また，幼児期に身に付けておきた

い様々な体の動きは，特定のスポーツに特化することで身に付くものではなく， 日常の遊び

の中にこそたくさん含まれているということが事例を通して確認された。それらのことから，

幼児期にたくましい心と体を育んでいくためには，幼児期から小学校以降へとつながる発達の

過程を見通し， 今の時期に，この遊びで，こんな力を育てたい という教師の強い願いと， 楽

しいから，面白いから，やってみたい！ 先生や友達と一緒だから，もっとやりたい！ と

いう幼児の思いを基に， ， ， 歳児の発達の特性に合った援助や環境の構成を的確に行い，

発達に必要な経験を積み重ねられるようにしていくことが大切である。またその際，鍵となる

のは，この時期に経験させたいことの見極め，実態把握などの，教師の 幼児の育ちを見取る

目 ，活動の場面に応じた適切な指導や援助などの 幼児を育てる力 であり それらを高めて

いくことが重要であることを再確認した。

イ 幼児の実態から

ほとんどの幼児は教師や友達との信頼関係が築かれており，安定感を基に，興味をもったこ

とに進んで関わる姿がある。また体を動かす遊びについても楽しんでいる。しかし，中には階

研究主題

遊びを中心とした生活の中で
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段を一段ずつ昇降したり，歩く，走るなどがぎこちなかったりするなどの姿が見られる。今春

の入園児の中には，ベビーカーで登降園してきた幼児がいたり，平らな床面でも転倒しやすく，

口元の怪我を繰り返したりする幼児もいる。保護者との会話からは，入園前は戸外遊びや雪遊

びの経験がほとんどなかったという幼児や，園や家庭において母親に身の回りのことをほとん

どしてもらっていたような幼児がいるなど，ますます過保護な傾向が目立つようになってきた。

これらの実態から，本来，乳幼児期に獲得すべき力や動作が身に付いていないことや，我が子

の知的な発達や発育状態には関心があるものの，身辺の自立を促すことや，歩く，走るなどの

基本的な動作がぎこちないということには気付かず，保護者が楽で快適であることを優先しが

ちな子育てに対する姿勢が伺える。そのことからも，教師が，幼児の体を動かす機会や直接体

験をする機会を十分に保障することが大切であると，心にしっかりと刻んで保育しなければな

らないと考える。本園では，幼稚園教育要領の 領域から 健康 を窓口とし，日常の 遊び

を見直し， 遊び を通して本園の幼児に必要な経験を積み重ねていくことで，心も体もたく

ましい幼児を育てていきたいと考える。

・幼児が体を存分に動
かせる場を保障し幼
児がより体を動かし
たくなる，自ら関わ
りたくなる魅力的な
環境づくりを工夫す
る。

・白楊小学校校庭やビオ
トープ，北大など，園
外の自然環境を積極的
に活用し，自然との関
わりから幼児の経験の
幅を広げるとともに，
目的をもって歩くこと
を積み重ね，幼児の体
力向上を図る。

・体を動かすことの意義や
必要性，園での取組につ
いて，懇談会やおたより，
保育写真の掲示や登降園
時の会話の中などで伝え，
家庭でも日常的に歩く，
できるだけ戸外で遊ぶな
どしてもらえるよう，保
護者の意識改革や生活の
改善を促す。



（ ）目指す幼児像

目指す幼児像である 心も体もたくましい幼児 を以下のように押さえた。

自己肯定感をもち，主体的に遊ぶ幼児。

身体諸機能が調和的に発達し，進んで体を動かす幼児。

教師や友達との関わりを喜び，進んで関わる幼児。

基礎的な体力がある。
身の回りのことが自分で
できる。
基本的な動きが身に付い
ている。
十分に体を動かす心地よ
さを味わう。
危険に気付き，身を守ろ
うとする。
五感を使って生活する。

教師や友達と一緒が楽し
いと感じる。
共感，伝え合いができる。
友達と進んで関わる。
自己を抑制しようとする。
認め合い，協同する。

自ら進んで環境や人に関わり
遊びを楽しむ

直接的な体験直接的な体験

主体性

安心感
自分が好き。
家族や先生の愛情を実感。

自己発揮
自分はできるかもしれな
いという前向きな気持ち。
やってみようとする意欲。

自 信
自分を信じ，最後まであ
きらめない気持ち。

（ ）研究の仮説

教師が 歳児， 歳児， 歳児の発達特性をしっかりと押さえ，幼児が心と体を存分

に動かしながら夢中になって遊ぶことができる環境の構成や適切な援助を行い，幼児

に様々な経験を積み重ねていくことで，生涯生きていく力の基礎となる

をもった幼児を育成することができる。

（ ）研究の視点

日常の様々な 遊び を運動的な視点から見取り，充実させていくためには，どのような環

境や援助が必要なのか，より深く探っていきたいと考え，以下の視点を設定した。

視点 自ら関わりたくなる環境や援助

進んで体を動かすようになるために必要な環境や援助にポイントを絞って探る。

視点 友達とつながりながら遊ぶための環境や援助

友達と関わりながら体を動かすことを楽しめるようになるための環境や援助にポイントを

絞って探る。





研究の具体

（ ）実践例 歳児 月

・入園前に体を動かして遊ぶ経験が少ないためか，
走る，跳ぶなどの動きにぎこちなさがあり，低い
場所からのジャンプさえ，慎重である。

・廃材で作ったベルトやお面を身に付け，ヒーロー
になったつもりで体を動かしたり，決めポーズを
して喜んだりする。

・興味をもった遊びがあっても， 難しそう でき
るかな などと感じると，避けることが多い。

・先生や友達の動きに刺激を受けて同じように
したり，ヒーローなどになりきったりするこ
とで，いろいろな体の動きや体を動かす心地
よさを感じる経験をしてほしい。
・遊びを通し，小さなことでも 自分でできた
と実感できる経験を大切にし，自ら心や体を
動かして遊びに取り組んでほしい。

ポーズやターンなどの動きを取り入れながらヒーロー
のつもりで，保育室やホールで遊ぶことを楽しむ。マッ
トの上を転がったり，音楽に合わせて自分なりに動い
たりすることを喜ぶ。

この遊び自体は喜んで取り組むが， の高さの巧技
台からのジャンプは，怖がって降りることができない。

初めは階段を降りるようにしていたが，友達の様子
を見たり，繰り返し取り組んだりする中で，徐々に
興味が出てくる。巧技台の上でジャンプに踏み切る
ような素振りを見せるなど， 跳んでみようかな と
いう気持ちが表われ始める。

朝から に合わせて体を動かすことを十分に楽し
む。準備してあった巧技台に登ると，両足でピョンと
跳び降りる。 ジャンプできた とつぶやき，
その後は張り切って何度も取り組む。

保育室内や廊下など準備しやすい場所に，巧
技台やマット，音楽を流すためのデッキを置
いておき，すぐに幼児と一緒に環境づくりが
できるようにする。

・安心感のある高さで取り組めるように，
の低い巧技台を準備する。

・音楽が流れている雰囲気や幼児が自分なり
に体を動かす姿を認めることで，ヒーロー
になりきって遊ぶ楽しさを感じられるよう
にする。
・やり方が分かるように，教師がジャンプす
る姿を見せたり，同じ場の友達の様子がゆっ
くり見られるようにしたりする。

やったね！ 仮面ライダーフォーゼみたい
だね。 などとその場ですぐに本児が感じたう
れしさに共感する。

・保育室という慣れた場や，信頼できる教師の見守りにより，安心してやりた
いことに取り組める。また，満足するまで何度も取り組むこともできる。体
を十分動かすための意欲や満足感を満たすためには，この時期は保育室に環
境を設定したことがよかった。

・ や教師の言葉掛け，ごっこの雰囲気があいまって自分のなりたいヒー
ローそのものになりきり，ジャンプに対する勇気が出たのではないか。苦手
なことを繰り返し練習することで克服するのではなく，遊びの中で楽しみな
がら経験できることが大切である。

・ やってみようかな
ぼくにもできる などの思いを
態度で表わす。

・強いジャンプで踏み切る。
・走る、跳ぶ、転がるなどの動き。

動きのぎこちなさや取組に対する慎重さを
これからも遊びの中で少しずつほぐしてい
くことが大切である。
例えば 修行や力試しなどのイメージで巧
技台を組み 体を支える つかむ 渡るなどの
感覚を養う 作った武器で敵を倒すイメージ
で的当てなどを行い，投げる，当てるなど

今後に
向けて



（ ）実践例 歳児 月

・運動会の取組の中でかけっこや踊りなどを経験し，
体を動かす心地よさを感じることができた。その
後，氷鬼やサッカーに取り組むなど体を動かした
い気持ちが高まっている。

・友達と一緒に走ることは十分楽しんできたが，跳
び上がる，跳び下りる，かわすなどの動きが十分
ではなく，幼児同士でぶつかることがある。

・遊びへの意欲はあるが 仲間を誘うなどして自分た
ちで遊び始めることは難しい。教師を誘って遊びを
始めるうちに 学級の友達が集まってくることが多い。

・体を動かしたいと感じている気持ちを受け止
め，満足できるような遊びをつくりたい。
・鬼ごっこの中に跳ぶ，上る，バランスを取る
など，走るだけでない動きを取り入れ，いろ
いろな動きを経験できるようにしたい。高鬼
を投げ掛けてみたい。
・教師と一緒に遊ぶ中でいろいろな友達と関わ
る経験を積み重ね 遊びの仲間が増えると遊び
がもっとおもしろくなると思えるようにしたい。

教師が提案した高鬼に興味を示し，喜んで取り組む。
鬼ばかりやりたい子，逃げることが楽しい子，どちら
も経験したい子など，それぞれの楽しみ方をする。

逃げる中で，同じ場所（固定遊具）から動かない幼児
が増えてくる。高さのある場所が離れて点在している
ため，移動をためらっている。

リールの上では幼児同士落ちないように抱き合って
体を支えたり，逃げ場所を探している友達に声を掛け，
引っ張り上げたりする。
友達を追いかけて思い切り走るこ
とやいろいろな高さの物に瞬時に
上って逃げるスリル感に加え，友
達と触れ合ったり，助け合ったり
する楽しさを感じる。

高鬼に興味をもつ幼児が増え，繰り返し楽しむ。友達
を誘ったり，鬼決めをしたりし始め， 高い所は 秒
まで 鬼が一人は大変だから二人にする など
遊びがより楽しくなるようなルールに気付き，変える。

鬼は順番にしよう と先に決めるのではなく，
まずは自分の興味のあることを存分に楽しむ
ことを認め， おもしろい またやりたい
という思いを積み重ねる。

園庭で日常的に使われているリールや積木を
活用したり，固定遊具以外にも高さのある場
所があることに気付かせたりして，動きのあ
る鬼ごっこを楽しめるようにする。また運動
能力や経験差を考えて用具の数や高さ，置く
間隔を工夫する。

興味をもつ幼児が増えてきているタイミング
を捉え，学級の教師間で連携し，やりたいと
きにすぐに取り組める体制や一人一人の育ち
や苦手な動きの確認，援助のポイントなどの
共通理解をする。

・まだ 先生と自分 という関わりが多く見られる 歳児にとっては，初めから細かな
ルールにとらわれず，一人一人の楽しみ方に応じた援助をしながら遊びを進めること
が大切である。その中で，徐々に幼児同士が関われるような環境づくりをしたり，幼
児がルールに気付くような働き掛けをしたりすることが援助のポイントだと考える。

・逃げ場所のバリエーションを増やしたり，リールの間隔を遊びの経過と幼児の姿から
徐々に変化させたりすることで，遊びへの期待や挑戦意欲がくすぐられ，喜んで体を
動かすことにつながった。

・いろいろな教師から見た幼児の成長や課題を共有し合う体制をとり 遊びに関わったこ
とが 幼児の体を動かしたいという欲求を満たしながら育てていくことにつながった。

仲間が増えると楽しいという
思い，ルールの工夫

走る，跳び上がる，跳び下りる，
かわす，バランスを取るなど
の動き

すばやく動いたり判断したりする力が身に付いて
きたようだ。また小さな集団で遊ぶ楽しさを感じ
始めているので、遊びの幅を広げながら様々な動
きを経験すると良い。
例えば…十字架鬼，けいどろなどでフェイントを
かけながら逃げたり，追いかけたりする。アスレ
チックごっこなどのイメージで坂を駆け上がる，
一本橋を渡るなど。

今後に
向けて

幼児からのいろいろな発想を試したり，その
発想に遊びの仲間同士が共感したりできるよ
うに支え，友達と一緒だからこそ楽しいとい
う思いにつなげる。



（ ）実践例 ， ， 歳児 月 雪山の斜面登り

歳児 年間の雪遊びの経験から，友達と誘い
合い，穴を掘ったり，探検隊ごっこで歩いたりする
などして遊ぶ。

歳児 歳児 新入園児の中には，入園前の雪遊
びの経験がほとんどない幼児も
いる。初雪が降ったときから雪
に触れる経験を大切にしてきた
ため，尻滑りやそり滑りを喜ぶ
ようになってきた。

・年長児には，園庭や校庭の雪山を自分の力で
登ったり，友達とタイヤチューブで滑ったり
するなど，ダイナミックに雪遊びを楽しんで
ほしい。
・ ， 歳児には年長児の遊ぶ様子に刺激を受
け，真似たり，一緒に遊んだりしながら，雪
に触れて遊ぶことを楽しんでほしい。
園庭の環境
・園庭に大きな雪山を作り，滑る，登るなど様々
な遊び方ができるようにする。

年長児数名が園庭の雪山を 崖 に見立て， 氷山だ。
頂上まで，登るぞ！ と，雪の斜面登りに挑戦して
いる。シャベルを斜面に刺して体を引き上げたり，斜
面に空いた穴に足を引っ掛けて登ったりする。頂上ま
で登り切ると幼児同士で喜び合う。

年長児の姿を見て， 歳児数名が雪の斜面登りに
取り組もうとするが，手袋が滑って雪のこぶを掴めな
かったり，足で踏ん張ったりすることができず，斜面
からずり落ちる。しかし もう 回！ と言って
あきらめない。

様子を見ていた年長児が励ましに来
る。 隊長 のイメージで 手にもっ
と力を入れるんだ！ などと登るコ
ツを教える。頂上間際で 歳児
に手を差し伸べて引っ張り上げる。
登れた！ と 歳児が喜ぶ。

・ 探検チームの特訓 と称して校庭の大き
な雪の塊を登り降りするなど，体を使う経
験を積み重ねられるようにする。
・ 年長さんみたいだね。 と繰り返し取り組
む姿を認めることで もっとやってみたい
自分はできる という気持ちを高められ

るようにする。

年長児の言葉を受けて こうするといいんだ
ね。 と具体的に掴む場所や手足の動かし方を
知らせたり，体を支えたりして， 歳児が，
自分の体の動きに生かせるようにする。

・ 歳児の様子に興味をもった 歳児が遊びに取り組んでも，体格の差や経験の差から，なかなかイ
メージ通りに体が動かない。しかしこの できない という経験があるからこそ いつかできるようにな
りたい という強い憧れの気持ちをもつことにつながると考える。その葛藤が心を育て 幼児の体を動か
し あきらめない という強い気持ちや 何度も挑戦する という主体的な態度につながっていくと考える。
・雪の性質の面白さや 雪山を登ったり転がったり滑ったりするなどの 冬以外の季節では味わえないスリ
ル感や楽しさを体全体で実感することで 厳しい寒さも忘れ 長時間雪遊びを楽しむ姿につながる。
・雪や氷のもっている，凍ったり解けたりする性質上，遊び方によっては滑ったり転んだりしやすいとい
う危険を伴うこともあるが，春からの体を使った遊びの積み上げにより，幼児が自分で危険を回避しよ
うとするような とっさの身のこなし を身に付けさせていきたい。

・ 雪 は滑る，登る以外にも，ふかふかな雪の中に飛び込むなど，北国ならではの経験ができる貴重な
ツールであり，たくましい心と体を育てるために不可欠である。教師自身が冬の寒さや 雪 を生かし
た遊びの楽しさを十分分かって援助することが大切である。また，継続的に遊ぶということも大切にし，
寒さに負けず元気に遊ぶ生活を続けたい。

寒さに負けず遊ぶたくましさ
雪で遊ぶおもしろさが分かる
年長児への憧れ
滑らないように登るための試行錯誤
踏ん張る，引っ張り上げる，
支える，登るなどの動き

北国ならではの 雪 を生かした遊びを工
夫することが大切である。
例えば…チューブを使った腹滑りでバラン
ス感覚を養う，探検ごっこのイメージでで
こぼこや埋まりやすい雪の上を歩く， けり
けりアイス 作りで走る，蹴るなど

今後に
向けて

・ ファイト一発！ などの合言葉や探検ごっ
このようなやりとりを幼児と共に楽しみ，
挑戦意欲を高められるようにする。
・急な斜面のため，幼児の意欲と安全をよく
見極め，幼児と約束事を確認したり，気付
かせたりする。



研究の成果と課題

【視点に関わって】
視点 自ら関わりたくなる環境や援助

・幼児の興味関心や気持ちの高まりを予想し，幼児の心が動いたタイミ

ングを逃さず遊びに取り組めるようにすることが， 楽しい。 もっ

とやりたい！ と実感できる経験となり，幼児の自信や意欲，そして

自ら進んで遊びに取り組む姿勢につながっていった。幼児が主体的に

取り組む 遊び を通して味わった，体を十分に動かした楽しさや満

足感は，次の遊びや他の活動への意欲・原動力となっていく。何より

も重要なのは、 幼児が主体的に取り組む遊び を通して，発達に必

要な経験としての様々な体の動きを得られるようにしていくことであ

る。

・体を動かすことに自信のもてない幼児も，自由性・柔軟性があり，き

まりや正解の無い 遊び だからこそ， 自分なりの動きでも大丈夫

と安心して取り組み，体を動かすことを心ゆくまで楽しめるようにな

ると考える。また， やってみたら楽しかった という幼児の実感を

もっとやってみよう とする意欲や経験につなげるため，園全体の

教師が他学級の幼児の実態を把握し，遊びに取り組もうとした時には

機会を逃さず経験できるようにしていくことが大切であり，その実践

を積み重ねているところである。

見失ってはならない
遊び の大切さ

見失ってはならない
遊び の大切さ

見失ってはならない
遊び の大切さ

遊び の自由性・柔
軟性・多様性が，幼
児の心と体を動かす

遊び の自由性・柔
軟性・多様性が，幼
児の心と体を動かす

遊び の自由性・柔
軟性・多様性が，幼
児の心と体を動かす

視点 友達とつながりながら遊ぶための環境や援助

・幼児にとって，楽しく活動している教師や友達の姿そのものが魅力的

な環境であり，教師や友達と一緒に取り組む楽しさが，幼児が自ら体

を動かそうとする意欲につながっていった。友達からの刺激を意図的

に生かした環境の構成や教師の援助を考えていくことが大切である。

教師や友達が遊びに
取り組む姿そのもの
が，魅力的な環境

教師や友達が遊びに
取り組む姿そのもの
が，魅力的な環境

教師や友達が遊びに
取り組む姿そのもの
が，魅力的な環境

【環境の見直し・地域の自然環境の活用・保護者啓発】
・積極的に戸外に出て遊ぶようになったことで，戸外で遊ぶ心地よさや

体を動かして遊ぶ楽しさ，先生や友達と集団で遊ぶ楽しさが味わえる

ようになり，興味関心や体験の幅が広がった。

・幼児の実態への危機感が教師の意識に根付き， 日常的に幼児がもっ

と体を動かせるようにしよう 遊びの中に様々な体の動きを取り入

れよう 計画的に散歩に出掛け，歩く機会を積み重ねよう とする

ようになったことが幼児の実態を確実に変化させ，進んで体を動かそ

うとする姿につながった。目の前の幼児の姿から不足している経験を

的確に見取り，育てていこうとする教師の継続した実践力や，保護者

から納得して協力を得られるような発信力が今後，より一層必要であ

る。

幼児側より幼児側より幼児側より

教師側より教師側より教師側より
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所在地 札幌市北区北 条西 丁目

電 話 （ ）

学校長 飯 塚 泰 久

児童数 名

教育目標

・よく考え，くふうする子 ・力を合わせて がんばる子

・心の豊かな やさしい子 ・明るく げんきな子

特色

歌のひろば …毎週金曜日の朝に全校児童が体育館に集まって歌を歌っています。平成

年から始まった取組で，月ごとに歌う曲が変わります。お互いの学年のよさを感じながら，全

校で響き合わせることをめあてに取り組んでいます。

チャレンジ …総合的な学習の時間で， 茶道・空手・わら細工・手打ちそば・昔遊び・

華道・野外炊飯・和太鼓・腹話術 のゲストティーチャーの方々にお越しいただいて， 年生

以上の児童がそれぞれ分かれてプロから学ぶ学習をしています。

白楊アイスキャンドル …札幌市の教育で重点の一つである 雪 についての取組です。

生活科と総合的な学習の時間で全校児童が学年ごとにグラウンドにアイスキャンドルの台を作

り，今年度は 月 日（金）の夕方に点灯します。地域の方々には，小さな重機で雪山づくり，

おやじの会では，雪の滑り台づくり， の方々にはココアなどの温かいものを用意してい

ただくなど，学校と地域・ が一つになる取組の一つで，周辺の地域の方々もこの日の点

灯をとても楽しみにしていただいています。



授業の見どころアピール
年生の子どもたちと，タオルのしっぽを使った鬼遊びの授業をします。子どもたちがたくさ

ん汗をかきながら，友達と仲よく楽しく運動し，鬼遊びの攻め方を見付けていける体育授業を目

指します！ よろしくお願い致します。

ひとりごと
自分が小学生の時には，夜，真っ暗になるまで毎日楽しんでいた鬼遊び。子どもたちが放課後

にも鬼遊びをしたくなるような授業にしたいです！

年 組 担任

中学，高校，大学（インカレ 回出場）

クラブチームでバスケットボール

第 分科会 授業

札幌市立白楊小学校

授業の見どころアピール
体つくり運動 で，中学年ならではの基本的な動きを組み合わせる運動に挑戦します。子ど

もたちが多様な動きを高める様々な運動にたっぷりと浸る中で， 運動の行い方を工夫 する姿

にぜひご注目ください。

ひとりごと
授業を通して子どもたちに 確かな体育の力 を育むことを諸先輩・仲間から学んでいます。

仲間と共に追い求めてきた 授業のエキス がちりばめられた 時間にしたいです！

年 組 担任

バスケットボールの教員チーム

北籠倶楽部 コーチ

公認 級コーチ

第 分科会 授業

札幌市立白楊小学校



研究の概要

（ ）研究主題設定の理由

ア 本校の研究経過から

本校では，第 回教育実践発表会を開催した平成

年度までの 年間， 豊かな関わり合いから確かな力

を育む授業 の研究テーマのもと，研究実践を行って

きた。成果として，授業にターニングポイント（本時

の価値へと迫る見方・考え方が生まれる時）を盛り込

むことで，子どもたち一人一人が自分の学びをもとに，

より一層友達と関わろうとする状態を作り出すことが

できた。そのことが，技能や知識を始め，自分の考え

を様々な場面で表現したり，人と関わり合いながら学ぶ意欲など，確かな力の育成につながった。

そして，平成 年度からは， どの子も生きる授業をつくる ことをテーマに，問いをしっか

りともち，そこから学ぶ価値に向かって考えを深めていく子の育成に努めている。

イ 児童の実態から

今年度実施した新体力テストの結果を見ると，全体的に全国平均と比べて下回る種目が多く，

総合評価が ， の子は合わせて全体の 割に及び，全体的に体力を十分に身に付けていると

は言えないのが実態である。また，野球やサッカーなどのクラブに所属して毎日のように運動

を行い，専門的な技能を身に付けている子も多いが，体育の学習以外はほとんど運動をしない

という子も少なくなく，本校でも運動習慣の二極化傾向が見られる。

一方で，学び方や学習に対する意識についての以前の調査では，考えたことを工夫して発表

することが好きな子は 割，友達と話し合いながら進める学習が好きな子は 割と高い値を示

した。友達と一緒になって工夫したり，お互いに表現し合ったりすることに，大変前向きな傾

向があることが伺える。体育の学習時においても，運動のコツを友達と一緒に探求していく姿，

自分たちに合った作戦を工夫する姿，お互いにアドバイスし合って動きを高めていく姿をよく

見ることができる。また，委員会活動などで企画したボールゲーム大会やなわ跳びの記録会な

どが行われる時にはたくさんの子どもたちが集まり，大変意欲的に運動を楽しむ姿がよく見ら

れる。

研究主題

楽しさがある！共に学ぶ！
伸びがある！体育学習

今こそ確かな体育の力を！

札幌市立白楊小学校



（ ）目指す児童像

確かな体育の力をバランスよく本校の子どもたちに育んでいくために，以下のような児童

像を設定した。

運動の楽しさを味わい，意欲をもって学習する子

友達と関わり合いながら，運動のコツや作戦などを考え工夫する子

運動の技能の伸びを実感する子

（ ）研究の仮説

目指す児童像に迫るために以下の仮説を設定した。

運動することそのものに楽しさを味わうことができ，友達と共に追求しながら，伸

びを実感できる体育学習を展開することで，確かな体育の力をバランスよく育むこ

とができる。

【研究主題】

楽しさがある！共に学ぶ！伸びがある！体育学習

今こそ確かな体育の力を！

楽しさがある！

子どもが体育の学習で行う運動と出会ったとき， 楽しそうだ できそうだ と思えるこ

とが，意欲をもって学ぶための第一歩と考える。恐怖感やできないことを人前でさらす羞恥

心が前面に出てしまうとやる気は起こらない。どの子にとっても易しい運動を行っていく。

一方で，身に付けさせたい技能を明確にし，子どもの実態に応じた教材・学習展開でもなけ

ればならない。子どもにとって適度な抵抗感があり， やってみたい！ という意欲を引き

出す体育学習を目指している。

共に学ぶ！

嶋野道広氏（文教大学教授）は， 仲間と良好な関

係を紡ぎ上げる中で，今まで分からな（できな）かっ

たことが分かった（できた）り，自分の考えや言動が

影響を受けたり，協力することができるようになった

りすることが，学びの充実の実感につながっていく

（ 札幌市立琴似中央小学校研究会講演より）と述

べている。体育の学習の中でも，実運動を通して友達

と共に運動の仕方やコツなどを追求し，問題を解決していくことが，次なる意欲をもったり，

自分の思いをもって表現したりする子どもの姿を引き出していくことができると考える。子

どもが友達と共に学ぶ中で，集団的な達成感を味わえる学習展開を目指していきたい。



伸びがある！

基礎的な技能など，学びのベースとなるものについては単元を通じてしっかりと指導して

いく。また，子どもに問題意識をもたせながら追求する場面も設定する。指導を徹底してい

く場面と運動の仕方や作戦などを工夫する場面を明確にし，技能や思考力・判断力を育てて

いく。 時間の学習や単元全体を通して，子どもが自分の伸びを実感できる学習展開を目指

していきたい。

幼小連携

札幌市立白楊幼稚園と隣接している立地条件を生かし，

幼小連携の観点からも確かな体育の力の育成を図ってい

る。教職員間で互いに保育や授業を参観し合ったり 実技

研修会を実施したりして，授業や保育のねらいや子ども

の実態の交流を繰り返しながら，発達段階に応じた教師

の関わり方や具体的な手だてを明らかにしていくことを

目指している。

このような学習展開や幼小連携の実践を積み上げていくことで，確かな体育の力をバラン

スよく育んでいくことができると考える。体育の学習を通じて，運動の楽しさや友達と共に

学ぶよさ，自分の伸びの実感をたっぷりと味わわせていくことで，休み時間にもやろうよ！

今日，公園でもやってみようか！ といった運動の日常化につなげていきたい。そしてこ

れらの積み重ねが，生涯にわたって生き生きと運動・スポーツに親しむ子どもを育んでいく

ことにつながっていくものと考えている。

（ ）研究の視点

，

視点

楽しさがある！共に学ぶ！伸びがある！

教材の開発・工夫と学習展開

・身に付けさせたい技能の明確化

・子どもの実態把握

・教材の開発・工夫

・運動との出会いや場の工夫

・生涯スポーツへの視点

・学習課題の把握

・試行活動

・個人課題の設定

・追求活動

・評価活動

視点

確かな体育の力を保障する指導と

評価の充実

・評価規準の明確化

・評価方法の明確化

・評価規準に達しない子への手だての工

夫

・子どもの自己評価や相互評価の充実

・授業や指導方法の工夫・改善



研究の具体

（ ）実践例 第 学年 単元名 ゲーム ゴール型ゲーム フラッグフットボール

ア 授業のねらい

ゴール型ゲームでは，コート内で攻守入り交じってボールを手や足で操作したり，空いてい

る場所に素早く動いたりして，ゴールにシュート或いは陣地を取り合って得点ゾーンに走り込

むゲームである。フラッグフットボールはゴール型に属するが，さらにその中の 陣取り型

のボールゲームである。ボールを持って走ることができるなど，ドリブルやシュートの技能を

要求されることがないので，誰でも容易にゲームを楽しむことができる。また，チームで立て

た作戦に基づいて一人一人が役割を実行することになるので，運動に対して苦手意識をもって

いる子など誰もが容易にゲームに参加することができ，成功体験を味わいやすいことも特徴で

ある。

子どもたちの多くは体を動かすことが大好きで，クラスの ％の子が体育の学習が楽しみで

心待ちにしている。一方で ％の子が体を動かすことに苦手意識をもっている。中には， 運

動が得意な人がどんどん攻めて自分は役に立っていない という思いをもっている子がいるこ

とも分かった。

このような実態を踏まえ，どの子も運動の楽しさや心地よさを感じながら成功体験を得やす

い構成にした。ボールを持つ人と持たない人のそれぞれに役割があり，全員がその役割を果た

す中で作戦の成功を目指す。そうすることで，どの子も活躍したり，認められたりすることを

通して，運動への意欲を高めていくことをねらった。

イ 単元構成

ウ 授業の実際

どの子も成功体験ができる教材の工夫

ランプレーや手渡しパスに限定した構成

攻撃側が数的優位になるゲームの設定

というルールを設定した。フラッグフットボールを初めて経験する子どもたちであっても，

ランプレーや短いパス中心のゲームであれば，自分たちで工夫した作戦を実際にゲーム中に



生かしやすいと考えた。また，攻撃チームに数的優位をもたせる 対 や 対 と

いうゲームを設定することで得点の機会を増やし，タッチダウンや仲間と協力して攻撃する

喜びを味わわせたいと考えた。

運動課題を個の動きから集団としての戦術面へ

ゲームの中で，運動課題を個の動きの課題からチームとしての動きの課題へと発展してい

くように構成した。例えば，個のブロックの動きから，味方が走るコースを作るためのブロッ

クへ，個のフェイクの動きから味方と協力して相手を惑わすフェイクの動きへ深化する課題

によって，ゲームの楽しさをさらに深く味わう子どもの姿が見られた。

よい気付きを共有

易しいゲームの設定により，運動に苦手意識をもつ子も汗いっぱいになりながらゲームを

する姿が見られた。 時間目では， ハンドオフ（手渡しパス）を使ったフェイクを成功さ

せるには？ という課題に焦点化した。全体交流では，教師がクロスしながらハンドオフし

ていたチームの動きを取り上げたことで，子どもたちはチームとして動くことの有効性に気

付くことができた。

どこが上手だった？

後ろを向いていたから，誰がボールを持って

いたか分からなかった。

ボールを持っていない人は何をしていたの？

もらったふりをして，ボールを隠すようにし

ていたよ。

ふりをすると，守りが分からなくなるね。

ボールを持っている人はどう？

つかまらないように走っていたよ。

渡したように見せていたよ。

みんなの力を合わせたら，できそうだね！

ただ，その後のゲームではねらっていた動きを選択しないチームもあり，課題と子どもの

必要感，必然性との関係が大切であることも分かった。

考えて動く楽しさを実感

本実践では，チームで協力して考えた作戦をゲームで実行し，それが成功した時にはハイ

タッチをしたり歓声をあげたりして，子どもたちが大喜びする場面が多く見られた。理由と

して，攻撃のたびに ハドル（作戦タイム） が設けられるため，チーム内一人一人の役割

が明確になること，ゲームが プレーごとに行われるため，作戦の成果が分かりやすいこと

などが挙げられる。

フラッグフットボールで考える楽しさ，動く楽しさを味わった子どもたちは，この後のポー

トボールやサッカーなどのゴール型ゲームでも，作戦を生かして動こうとする姿が見られた。



（ ）実践例 第 学年 単元名 ハードル走

ア 授業のねらい

ハードル走は，インターバルの距離やハードルの台数などのルールを定めて競走したり，自

己の記録の伸びや目標とする記録の到達を目指したりしながら，ハードルをリズミカルに走り

越えることができるように行う運動である。

子どもの実態としては， 走のタイムの平均値は全国平均と比べて低いことを始め，決し

て運動能力が高くはない。しかし，体育の学習が好きだと答えた子は ％と高く，意欲的であ

る。また， 年生時の学習で 走とハードル走のタイムの比較から，そのタイム差を縮める

ために決まった踏み切り足で跳び越えるや，インターバルを 歩の歩数で走り越えること

を学習している。

このような実態を踏まえ，本単元では自分の目標とするタイムを目指すことで意欲の持続を

図り，インターバルでもリズミカルにハードルを走り越えることに焦点化した構成により，目

標を達成しようと学習する子どもの姿を目指した。

イ 単元構成

ウ 授業の実際

リズミカル を追求する構成

単元を通して，ハードルをリズミカルに走り越えること を中心に据えた学習を構成した。

準備運動の一環として毎時間取り入れた シンクロハードル走 は， 人でリズムとス

ピードを揃えてミニハードルを走り越えるものにした。リズムよく走るのに慣れるだけでは

なく， 歩や 歩でインターバルを走り越えるリズム感を習得することにもつながった。ま

た，なかなかリズム感をつかみにくい子にとっても，友達と息を合わせて走ることで，徐々

にハードル走に慣れることもできた。

また，第 ハードルを決まった足で踏み切ることや，空中姿勢，インターバルを 歩か

歩で走り越えることを，導入段階よりしっかりと指導することで基礎的な技能が身に付き，

次の段階である インターバルのスピードを落とさずに走りたい という問題意識を生むこ

とができた。



足音の対比から リズム へ着目

リズミカルなハードリングを身に付けさせていきたい

が，足音は跡が残らないので子どもはなかなかリズムや

足音を意識することができない。そのための手だてとし

て，まず足音をタンバリンで鳴らしていく関わりを，単

元を通して行った。耳からリズム感を刺激し続けること

で，常にリズムを意識して走る姿が見られた。友達同士

でインターバルのリズムを手拍子し合い，よりスムーズな走り方を探るために関わり合う姿

も引き出すことができた。

さらに，友達同士でインターバルの足跡にマークを置かせていくことで，歩幅とリズムの

関係にも目を向けさせていく交流を行った。教師の師範（よくない例）と早いリズムで合理

的に跳び越えていく友達のハードリングのリズムや足音を対比していくうちに，リズムが遅

くなる原因の一つは大股になり過ぎていることに子どもたちは気付くことができた。

これらの手だてにより，リズムが遅くならないように自分にあったインターバルの距離を

見付けたり， 歩のインターバルでは細か過ぎてリズムが遅くなるので 歩でクリアできる

よう挑戦したりする姿が見られた。

さらに，早いリズムを維持するために，頭や手の位置にも注目する発言も見られた。この

気付きもクラス全員で共有し，跳び越えるときに上体を前に傾けたり，そのために振り上げ

足とは反対の手を前に出したりして，頭の位置が変わらないように走ったりといった工夫を

子どもたち自らが追求していく姿が見られた。

運動を 見る目 と 語れる言葉

インターバルでもリズムが遅くならないように走るには

どうしたらよいだろうか。 という問題意識をもった子ども

たちが，それまでの体験を生かして関わり合いながら解決し

ていく学習展開を図ることができた。このような過程を経た

子どもたちは，もっと上体を前に倒した方がいいと思うよ。

インターバルの 歩目が広くなっているから勢いが無く

なっているよ。 などの言葉を使ってアドバイスし合う姿が

見られるようになった。子どもたちには単元を通して，ハードルをリズミカルに走り越える

ためのコツを見抜く目が育ち，運動のポイントを押さえた言葉で語り合える力も育っていっ

た。

本単元では，自分の目標を明確にしてどの子にも意欲をもたせていくことや，基本的な技

能の習熟ができるようしっかりと指導する場面と，問題意識をもって友達と一緒に運動のコ

ツを見付けていこうと工夫する場面を明確にしていくこと，さらには学習で培った 見る目

語れる言葉 でアドバイスし合う姿を引き出していくことができた。その結果として，子

どもたち一人一人が目標タイムの達成を実現していく姿へとつながっていった。



研究の成果と課題

楽しさがある！共に学ぶ！伸びがある！教材の開発・工夫と学習展開

どの子も やってみたい！ できそうだ！ と思えるよう

な易しい場やルール，学習展開を心掛けたことにより，意欲を

もって学ぶ姿が見られた。また，ゲーム感覚で友達とリズムを

合わせてハードリングのリズム感を習得していくなど，学びの

ベースとなる基礎的な技能を身に付けるためのスモールステッ

プを単元を通して取り入れたことも効果的であった。

課題としては，本時の課題と子どもの必要感，必然性との関

係をもっとよく吟味することである。例えば ゲームを楽しむた

めの基礎的な技能が十分に身に付いていない子どもにとっては，ねらった所にパスができな

かったりキャッチが難しかったりするために，ボールを持たない時の動き方に問題意識をもつ

ことはできない。定められた授業時数の中で確実に技能を身に付けられる学習展開や指導方法

が求められる。また，ハンドオフを使ったフェイクを成功させるための方法を課題にしたにも

関わらず，ゲームになるとその作戦を選択しないということもあった。共に考え，共に動くこ

との楽しさや喜びを味わうことのできる授業に取り組んでいきたい。

確かな体育の力を保障する指導と評価の充実

年生 ソフトバレーボール の学習で，子どもたちは ブロックをかわすためにはどうす

ればよいのか？ という問題意識をもった。全体で交流しながら実際の動きをスローモーショ

ンで行わせたり，棒の先にボールを固定して場面を止められるようにしたりしたことで，フェ

イントや速攻の有効性に気付くことができ，それぞれのチームで作戦を工夫することにつなげ

ることができた。このように，子どもの問題意識を焦点化することや，どの子も共感したり，

よさを共有できたりするような手だてを教師がもつことが，確かな体育の力を育むために有効

であることが明らかになった。

課題は，友達同士よりよい動きについて進んで見合ったり，高め合ったりするような姿を引

き出せなかったことが少なからずあったことである。子どもの問題意識に沿って，しっかりと

解決に導く場の構成や，子どもの発見を引き出す話し合いにおける教師の関わりが大切である。

子どもに確かな体育の力を育むには，自分たちで運動の課題を見付け，よりよい運動ができる

ことが大切である。さらに，自分たちの運動のよい変化を実感することで，子どもたちは成就

感や達成感を味わうことができると考える。

幼小連携

保育・授業参観交流や研修会を実施し，校種を越えて運動

場面における発達段階ごとの具体的な子どもの姿や有効な手

だてを明らかにできた。運動遊びで高い台に登ろうとする園

児に 手をグイとしたに強く押すように登ってごらん といっ

た，小学校でも行っている声掛けができ，幼小を通して継続

して指導できるといった取り組みも行えた。今後も，継続的

に少しずつ交流の幅を広げていき，実践を積み重ねていきた

い。



十勝支部の研究について

（ ）研究主題の設定の理由

ア 支部の研究経過から

十勝支部は，平成 年度に立ちあげ，平成 年度から本格的に授業研究を行ってきた。部員

が約 名と少数ではあるが，結成以来精力的に研究に取り組んでいる。

平成 年度から平成 年度までは，課題解決的な学習を基本とした 十勝の授業の型を作る

ことに主眼を置いて研究を進めてきた。 準備運動 から始まり， 課題把握 全体交流 課

題解決 技能定着 の流れを作ることだけでも多くの課題があったが，他の支部開催の全道

大会への参加や，部員による授業研究を進めていく中で， 分かったからやりたい みんなと

いっしょにできたから楽しい という目指す授業の姿が明確になってきた。平成 年度には，

道連盟，他支部の協力を得て，結成 年目にして 第 回北海道学校体育研究大会十勝大会

を開催した。このことが十勝の体育において，一つの節目を迎えることと同時に，今後の十勝

の体育の在り方について多くの示唆を得る貴重な機会となった。

第 回北海道学校体育研究大会十勝大会 成果と課題

成果

仲間とともに本気で学び合い，分かってできる喜びを感じる教材の工夫（タスクゲーム

や場の設定）が，十勝の主張である 自ら進んで学び，ともに高め合う体育活動 に結

び付くものと確信された。

教え合いや励まし合い，補助などの自己評価や相互評価に関わる取組が，少しずつ子ど

もたちの運動の見方を育むことにつながり，分かってできる学習に近付くことができた。

課題

なぜ，その動きが必要なのか どうしてそこに動くことが大事なのか という理由

や納得をともなった認知学習をさらに進め，分かったからできるという授業づくりを目

指していく必要がある。

授業評価による授業改善を行うに当たっては，常に子どもの側に立って学習を進めてい

く教師の姿勢が重要となる。場面に応じた教師の姿勢を追求すること，及び効果的な授

業評価の在り方を検討していくことが必要である。

十勝支部研修会より

平成 年度からは，全道大会の成果と課題を受け，次のような方向性をもって取り組んで

いる。

研究主題

自ら進んで学び ともに高め合う体育活動

北海道学校体育研究連盟十勝支部 更別村立更別小学校

発表者 教諭 青 木 真 理



子どもたちに運動の楽しさを十分に味わわせ，自ら進んで運動やスポーツに親しむ資質

や能力を育む。

全体交流や小集団交流を通して認知学習を進め， 分かる できる が味わえる授業の

実践研究をする。

イ 児童生徒の実態から

昨年度末，部員を対象に，新小学 年生，新中学 年生の体力・技能の様子についてアンケー

トを取り，以下のような結果を得た。

投げる 蹴る などのボール操作技能が依然として低い傾向がある。

保育所，幼稚園において体力向上に向けた取組が盛んに行われてきており，成果が見ら

れるものの，持久力走に取り組んだ園もあれば，マット運動に特化して取り組んできた

園もあるなど，その内容にはばらつきが見られる。

全般的に，体を使って遊んで身に付くような動きが身に付いていない。

小学校では，ルールを工夫してボールゲームに取り組んできており，中学校でも意欲的

に取り組んでいる。反面，バスケットボールやソフトボールなど既存のスポーツ種目に

関する用語やルールを知らないこともある。

この結果から，子どもたちには多様な運動経験を積ませること，安全面に十分配慮しながら

できる喜び を十分に味わわせること，実技だけではなく各運動・スポーツの基礎知識や特

性をしっかり指導することなどを研究に取り入れている。これは，平成 年度の全道大会，ま

たそれ以降も十勝支部で目指してきた 分かる・できる体育授業 の展開が必要不可欠である

ことを示すものと考えている。

（ ）目指す児童生徒像

進んで運動に取り組む子

動き方を工夫する子

動きを高められる子

（ ）研究仮説

誰もが楽しめるよう教材・教具を工夫することにより，進んで運動に取り組ませることがで

きる。

児童生徒の実態把握や運動の特性に合わせた学習過程の工夫により，子どもたちに自ら課題

をもたせ，その解決の仕方を工夫させることができる。

意見を交流したり教え合いなどができるよう学習形態や場を工夫することにより，仲間と関

わり合いながら，運動に関する知識や技能を習得させることができる。

目指す授業像
夢中になって運動に取り組める授業
自分に合った課題解決活動が行える授業
仲間と関わり合いながら，動きを身に付け，高められる授業



（ ）研究の視点

研究の視点

分かる できる が
実感できる教材化

児童・生徒の実態の把握

既習事項，運動技能実態の把握

動きの分析と教材の工夫・開発

運動の特性の分析と身に付けさせたい

動き，目標の設定

児童・生徒の実態に合わせた教材の工

夫，開発

研究の視点

よりよい動きを追求し，
学び合う授業づくり

課題解決的な学習過程の構築

課題把握，課題追求，課題解決の 段

階の場面設定

学び合う学習形態の工夫

動きや考えをお互いに評価し合える場

面の設定

全体で行う課題の把握，知識の習得

小集団で行う教え合い，動きの習得

研究の具体

（ ）実践例 分かる から できる 過程を重視した事例

第 学年 単元名 マット運動

更別村立更別小学校 第 学年 指導者 青木 真理

ア 授業のねらい

本実践の学級は，運動経験の多い子と少ない子の二極化が顕著であった。そこで，運動を苦

手としている子どもたちも，動き方や技のコツが分かり，さまざまな場で練習したり仲間と教

え合ったりして，できた喜びを味わわせることができるような単元構成や授業構成を考えた。

単元の初めは，ゆりかごやカエルの足打ちなどを通しての感覚づくりや，前学年までに取り

組んだ技を繰り返したり条件を変えたりしながら，前後転の回転の勢いを高めることを目指し

た。

時間目以降は， きれいさ ダイナミックさ など技のできばえを意識させたり，新しい

技を紹介する場面をつくり， な技に挑戦したい もっと上手になりたい という新たな欲

求が生まれるようにした。そして， どう動くとよいか を全体交流で話し合い，技のポイン

トを見付け（分かる），練習して動きを身に付けたり高めたりする（できる）授業づくりを行っ

た。

イ 単元構成

単元の目標

・仲間と協力して，安全に気を付けながら楽しんで学習することができるようにする。

・技のポイントを理解し，自分の課題に適した場を選択して技に取り組むことができるよう

にする。

・基本的な回転技ができるようにする。



単元構成

時 め あ て 主な学習活動 ・支援 評価

・

・オリエンテーション
・前学年で取り組んでき
た技を行う。
・できる技にチャレンジ
する。
・友達と教え合いながら
練習する。

・マット運動の学習の進め方や約
束を確認する。
・今まで学習した技に取り組む。
・前転，後転を行う。

・感覚づくりの運動を取り
入れる。（かえるの足打
ちなど）
約束を守り，友達と助け
合って技の練習をしよう
としている。（観察）

・

・ できる技 を もっ
とできる技 にする。

・新しい技にチャレンジ
する。

・どんな姿が きれい ダイナ
ミック といえるか全体交流の
場で確認をする。
・開脚前転，開脚後転を行う。
・課題を設定し，解決できる場で
練習する。

自分の課題に合った練習
の場を選んでいる。
（学習カード）

・
・技を組み合わせて行う。 ・練習してきた技，できる技を組

み合わせる。
自分の力に合った技の組
合わせで演技できる。
（観察）

ウ 授業の実際

・単元の初めにマット運動の動きづくりの時間を設定し，子どもたちに十分に取り組ませたこ

とにより，どの子にも技能の高まりが見られた。 時間目以降に新しい技に挑戦した時にも

回転力が高まったため，容易に技を身に付けることができた。

・イラストなどを用いながら技のポイントを気付かせたことにより，理解してから練習に取り

組むことができた。また，坂道マットや段差を付けたマットなど技能に応じた場作りによっ

て， できた という気持ちを味わわせることができた。

・学習カードや掲示物を使って一人一人が課題をもてるよう工夫したことにより，共通する課

題をもつ仲間が集まり同じ練習をすることができた。また着目点を子どもたちに理解させる

ことにより，教え合いなど仲間との関わりが生まれ，技能習得につなげることができた。

イラストや黒板を用いた視覚情報を活用することにより，技のポイントを理解させることが

できた。また，場の設定を工夫して複数準備し，共通する課題の子どもをグループ化するこ

とにより，互いに教え合いながら技能を習得することができた。十勝支部が考える 分かっ

たからできる がよく表れた実践であった。

（ ）実践例 仲間との交流を重視した事例

第 学年 単元名 フラッグフットボール

幕別町立札内南小学校 指導者 細田 泰稔

ア 授業のねらい

フラッグフットボールは，攻守の切り替えの時間を確保することができ，児童が考えた作戦

を生かしやすい教材である。その特性を生かし，作戦の立案，改善，工夫などの活動を重要な

交流の場面として位置付けることにより，伝え合い，教え合い，励まし合いなどの仲間との豊



かな関わりが生まれると考えた。そこで本単元では， 時間目にランプレー・パスプレー

を学習させ，その後は，それらを加えながら作戦が工夫できるような計画を立てた。

また，ボールをもらうためにディフェンスをかわすことや，動きながらボールを受けること

は，サッカーやバスケットボールにもつながっていくことから，ボールを持たない時の動き方

に視点を当てた学習内容を考えた。

イ 単元構成

単元の目標

・味方に正確なパスをすることができるようにする。

・作戦を工夫して考えることができるようにする。

・ボール保持者と自分の間に守備者がいないように移動したり，ボールを受け取ったりする

ことができるようにする。

単元構成（ 時間）

時 め あ て 主な学習活動 ・支援 評価

・

・フラッグを取られない
ように走ったり，正確
にボールを投げたりす
る。

・フラッグフットボールのルール
や約束を知る。
・ 対 でしっぽを取られないよ
うに，ゴールする。
・的当てボール投げをする。

・フラッグを取られないで
逃げる運動を意識させる。
ルールやマナーを守り，
友達と助け合って運動し
ようとしている。（観察）

・

・

・ 対 や 対 を通し
て，パスプレーやラン
プレーでゴールをねら
う。
・いろいろな動き方で
ディフェンスをかわす。
・良かった動きを作戦と
して記録する。

・ 対 や 対 で，ボールを
持って走り，しっぽを取られな
いようにゴールする。
（ランプレー）
・ 対 や 対 で，ボールをパ
スして，しっぽを取られないよ
うにゴールする。
（パスプレー）

・動き方が分からない子ど
もには，コート図に示し
たり一緒に動いたりして
理解させる。

ボール操作やボールを受
けるための動きができる
（観察）

・

・

・フラッグフットボール
大会を行う。
・試合の前に作戦を確認
する時間を確保し，作
戦を試合に生かす。

・チーム編成をして 対 で試合
をする。
・ランプレーやパスプレーの作戦
を考えて試合に生かす。
・成功した作戦を交流する。

簡単な作戦を立てている。
（学習カード）

ウ 授業の実際

・作戦をグループごとに考える場面では，児童が自ら進んで作戦を考え，グループの児童とと

もに作戦を練り合う場面が見られた。特に， のときは，…した方がいいね など，動き

方を想定する内容が多かった。 プレイごとにチームが集まって，どの子も作戦を考えたり，

作戦通りに動いたりして，互いに学び合う場面を多く見ることができた。

・ボールを持たない動きについては，選択肢（前後，左右）を与えたことでディフェンスの状

況に応じて判断し，動く児童が現れるようになった。また，試合では，作戦を立てたことに

よって全員が作戦を意識して動くようになり，立ち止まってしまう子はほとんど見られな



かった。

・今後はパスプレーやパスの技能をいかに発展させていくかが課題となった。

自分や仲間の動き方がはっきりと分かるように作戦ボードを活用したり，各チームの練習時

間の確保をしたりすることにより，子ども同士の豊かな関わり合いが生まれた。また，技能

が高まるにつれて，複雑な動きを必要とする作戦が増えてきたが，子ども同士の教え合いや

励まし合いも同時に増えることとなり，技能の習得とともに，仲間と一緒に運動する楽しさ

を十分に味わえる実践となった。

（ ）実践例 冬季スポーツにおいて，運動の生活化を目指した事例

第 学年 単元名 スケート

新得町立屈足南小学校 指導者 児玉 祥洋

ア 授業のねらい

十勝では自然環境を生かしたスポーツとしてスケートが盛んに行われており，もっとも代表

的なものは，スピードスケートである。しかし，近年，スケート技術の専門性の高まりやスケー

トの機能が変わる（スラップの登場）など，スケートが 専門的な競技 として見られるよう

になり，子どもたちからスケートが次第に遠ざかっている実態も見られる。

十勝の多くの小学校では，習熟度別によるスケートの学習を行ってきている。そこで下記の

ような技能レベル表を作成し， 年間の教育課程を作成した。これを用いることによって，子

どもたちがそれぞれにもつ現在の技能を使って，スケートを十分に楽しめることを学ばせ，放

課後や休日にもスケートを楽しもうとする意欲がもてるようにしたいと考え，実践を行った。

年間の教育課程

学
年 技能 学習の視点（子ども） 重心からみる技能発達 練習内容展開例

・

年
生

初心
初級

スケートになれるこ
とで， 氷上を滑っ
て移動する 楽しさ
を味わうことができ
る。

重心は体の中心
左右の動きが生まれに
くく，よちよちと前進
するのみ。

・リズムに合わせてその場足踏み
・両足をそろえて，後ろから押し
てあげる。

・安全な転び方を知る。
・ハの字で前進をする。
（スケートをおいていくイメージ）

・

年
生

中級 姿勢や重心の移動を
用いて，よりスピー
ド感を得て楽しく滑
走することができる。

前後の重心移動
低い姿勢になることに
より，左右の重心移動
が可能になる。

・ハの字で前進をする。
（スケートを滑らすイメージ）
・コースバリエーションを作る。
（ジグザグや狭いコースなど）

・

年
生

上級 コーナーやスタート
の方法を知り，自己
の記録を短縮するこ
とでスケートに興味
をもつことができる。

重心移動の往復
重心を連続して移動さ
せることで，ダイナ
ミックな動きが可能に
なる。

・低い姿勢と蹴って前進する意識
・足の引きつけ動作
・コーナーの練習
・リンクを自在に滑る技術
・フォームの固定



イ 単元構成

単元の目標

・安全に気を付けながら，楽しんで学習することができるようにする。

・スピードスケートの特性を理解し，技能の向上を目指そうとする態度を育てる。

・短距離走，長距離走において記録・持久力の向上を実感できるようにする。

単元構成（ 時間）

時 め あ て 主な学習活動 ・支援 評価

・

・前学年までに行ってき
た技能を振り返る。
・安全なスケートを心が
ける。

・スケートの技能の振り返りと予
想される危険についての事前説
明を行う。
・姿勢やスタンスの確認を行う。

用具の安全に気を配ろう
としている。（観察）

・

・前に強く進めるための
技能を身に付ける。
・友達の姿を見て推進力
を得るための技能を理
解する。

【推進力を得る】
・ハの字でリンクに立ち，スケー
トのインエッジを使いながら氷
をとらえ（蹴る），推進力を得る。
【夢中になる発展教材】
人間スクーター，テンポ走

・運動量を確実に確保する
ためのコースレイアウト
インエッジを使って滑走
することができる。
（観察）

・

・片足に重心を乗せて滑
走する技能を身に付け
る。
・友達の姿を見て，滑走
するための技能を理解
する。

【安定した滑走】
・蹴った力を反対の足にのせ，片
足で長く滑っていく技能の習得
（短い距離から次第に長く乗って
いけるための場面設定）
【夢中になる発展教材】
片足滑り，切り替えポイント表
示

・滑走するための広い場を
選び 安全を確保させる。
友達の動きを見て教え合
うことができる。
（学習カード・観察）

・

・学習してきたことを組
み合わせて，スケー
ティングをできるよう
にする。

【まとめ】
・推進力を得ることと長く滑走す
ることを融合させる。
【夢中にさせる発展教材】
ワールドレコードに挑戦

・技能を組み合わせ連続で
きるよう意識させる。
体重移動をさせながら長
い距離を滑走できる。
（観察）

・

・中学年の競技会種目を
体験し，記録会に向け
た練習を行う。
・自己目標を設定する。

【記録会に向けて】
・ （短距離） （長距離）
を体験し，記録会に向けた自己
目標設定とレース展開をデザイ
ンする。

・自己目標を練習結果をも
とに設定させる。
規則やルールを守り，全
力で滑ろうとする。
（観察）



ウ．授業の実際

スケートの学習においては， 年間の系統の中で 年ずつ技能を習得していけるよう，各学

年での技能の特性を子どもたちに分かりやすく説明し，練習を行った。気温が氷点下の中の学

習のため，全体への説明は短時間で明確になるよう心がけた。また毎時間の技能ポイント（互

いに見合う視点）を提示し， 人グループで滑走しながら教え合うように指導した。少年

団に入団して経験が豊富な児童と，学校体育でしか経験しない児童との授業での格差は非常に

幅広いものがあるが，お互いが 授業 の中で豊かに関わり合いながら成長していく姿が認め

られた。

研究の成果と課題

成果

・十勝が考える課題解決的な学習を基本とした授業の型が年々洗練され，研究部員内にとどま

らず，管内の先生方に広く浸透しつつある。

・動きの分析や，児童・生徒の実態に合わせた教材の工夫・開発によって，子どもたちの運動

への意欲は十分に高められることが確認された。

・全体交流で 分かる ，小集団交流で できる という流れを意識した学習過程により，互

いに教え合う姿が見られ，技能習得につなげられることが確かめられた。

課題

・仲間と本気になって学び，できる喜びを味わうことができる，さらには日常的な運動や遊び

へとつながっていくような教材開発を今後も進める。

・動きの分析から，系統性を考慮した単元構成及び年間指導計画を作成するなど，系統立てに

ついて、さらに研究を深める。

・授業評価の方法，また次時への活用の仕方，評価規準の設定を含め，今後も研究が必要であ

る。

・より多くの先生方が，質の高い体育授業を展開できるよう，研究してきた成果を十勝管内の

先生方へ還元していく。

十勝支部では，もう一度十勝で全道大会の開催をしようと盛り上がってきている。今までの成

果をもとにさらに研究を進めながら，ほっぺを赤くし，汗で髪の毛を光らせるような元気いっぱ

いの子どもたちを育てていきたい。



第 分科会 札幌市立宮の森小学校



所在地 札幌市中央区宮の森 条 丁目

電 話 （ ）

学校長 飯 沼 晃

児童数 名

教育目標

かしこく やさしく たくましく

・ 確かな学力 広く知性を磨き，自主的創造的に立ち向かう子どもを育てる

・ 豊かな人間性 自然や人間を愛し，思いやりある徳性豊かな子どもを育てる

・ 健康と体力 健康の保持と体力の増強に努め，強い意志と行動力をもつ子どもを育てる

特色

子どもの将来を見通しながらの教育 と 子どもや保護者にとって 魅力ある学校 を創

造 を合言葉に，異文化理解学習や全校合唱（全校タイム），異学年交流（なかよしタイム）

などの教育活動を積極的に行っています。また， 宮小運動大好キッズ という活動を設定し，

子どもたちが進んで縄跳びに取り組む姿が日常的に見られます。



授業の見どころアピール
高学年の 走り幅跳び につながるような動きを意識しつつも， 年生として跳ぶことの楽し

さを味わいながら，何度も挑戦したくなるような授業を展開します。子どもたちが友達と声をか

け合い，高め合う姿をご覧ください。

ひとりごと
子どもたちと一緒に，真剣かつ楽しみながら授業を公開したいと思います。ぜひご覧いただき

たくさんのご意見をいただきたいと思います。

年 組 担任

小中学校ではバスケットボール，

高校では陸上 の選手でした。大

学ではラグビーと出合い，ウイング

として頑張りました。

第 分科会 授業

札幌市立宮の森小学校

授業の見どころアピール
運動の楽しさや喜びを味わうことを大切にしながら技能を身に付けさせることを第 に考えて

います。子どもたち一人一人が役割をもちゲームに参加することで，楽しさや喜びを実感する場

面をお見せできるよう頑張ります。

ひとりごと
日本全国の先生方に授業を見ていただける機会を得ることができ，大変嬉しく思っています。

当日は多くのことを学びたいと考えています。よろしくお願いします。

年 組 担任

野球，器械体操，バスケットボー

ルで汗を流してきました。

現在は，サーフィンやスノーボー

ドなどにも取り組んでいます。

第 分科会 授業

札幌市立宮の森小学校



研究の概要

（ ）研究主題設定の理由

ア 本校の研究経過から

本校では，平成 年度に行われた実践発表会まで，重点目標 感性豊かに関わり合う子ども

の育成 の下，子どもが実感を伴いながら学習を進め，達成感を味わう体験を大切にしてきた。

そのため， 実物を見て触る。 現地でその様子を肌で感じる。 体験する。 などの五感を育

む活動を通して，子どもの感性の高まりを支えてきた。また，各教科において 自分の思いを

伝え合う姿 が生まれる学習展開を工夫し，主体的に課題解決に臨む子どもを育てている。

平成 年度は，子どもたちに学びの基本を身に付けさせるための手だてに着目し， 課題の

吟味（子どもの意識と一致しているか） 発問の吟味（多様な答えのある発問かどうか） 既

習の活用（見通しがもてる） できる，分かるからの伝達（自己有能感を高める）というポイ

ントで，子どもと授業を見つめ直そうと取り組んでいるところである。

イ 児童の実態から

先生，検定お願いします。 休み時間に開放される屋上

では，なわ跳びに自分から取り組む子どもの姿が多く見られ

る。一回旋二跳躍を心地よいリズムで楽しむ 年生から，は

やぶさ や 三重跳び など，難易度の高い技に挑戦する高

学年までが思い思いになわ跳びを楽しんでいる。 年以上前

より学校を挙げて取り組んでいる 宮小運動大好キッズプロ

ジェクト の成果が，子どもたちの姿からうかがうことがで

きる場面の一つである。毎年全校児童に，レッド イエロー ブルー グリーン パープルへ

と発展していくなわ跳び検定カードを配布し，教師が子どもの取組を見守り，励ますことで，

日常的に運動に取り組む姿の増加につながっていると考える。

また，体育授業では，運動のコツを見付けるために何度も動いて試す姿や，よい動きの友達

から学ぼうとする場面が，どの学級でも見ることができる。学年ごとに打ち合わせ，目の前の

子どもたちに適した場や用具を検討したり，思考を促す学習カードや交流場面を設定したりす

る取組が，体育学習における課題解決を楽しむ素地を養っているのである。

課題としては，子どもたちがより積極的に多岐にわたる運動に対し，日常的に取り組もうと

する姿の増加が挙げられる。豊かなスポーツライフの入口ともいえる小学校時代に，様々な運

動がもつ特性と，その楽しさを実感できるよう研究を深める必要がある。

研究主題

何度も挑戦し，仲間と動きを高め合う体育学習

札幌市立宮の森小学校



（ ）目指す児童像

生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の基礎を育てる

ことは，体育科の大きなねらいの一つである。運動がもつ

魅力を子ども達が実感する経験の積み重ねが，重要である

と本校体育部では捉えている。

課題解決 困り感を与える だけでは やらされる体

育 に陥ってしまう。これでは，運動の魅力に触れる前に

子どもたちの心が体育から離れていってしまいかねない。

本校体育部が目指す児童像は， もっと上手くなりたい。 と自ら願い， そのためのコツは

何だろう？ と，何度も追求し実際に動きを高めていく姿である。

また， こうするともっとよくなる。 や， 自分の動き方のどこを改善するともっとよくな

るのか教えてほしい。 など，必要感をもって小集団や学級の中で自分の思いを伝え合おうと

する姿が共に運動する喜びにつながるとも考えている。

（ ）研究の仮説

何度も挑戦したくなる教材と仲間と高め合う交流場面の設定が 動きの高まりにつながる。

もっとうまくなりたい。 と子どもが運動

に対して願いをもって，初めて主体的な学びが

成立する。明確な願いをもちながら単元を通し

て学習に参加することで動きの質が高まってい

くと捉えているからである。

そのために本校体育部では， 安心して何度

も挑戦できる教材 の開発を重視している。失

敗を恐れずに何度も挑戦できる場やルールの保

障は，主体的な学びにつながると考える。加え

て，安全な教具等の工夫からも，運動に対して，

より積極的に関わる姿を引き出すことができる。

同時に，即時的かつ具体的な教師の関わりも

重要である。なぜならば，実際に動いていると

きの自分の姿を客観的に見取ることはとても難

しいからである。そこで，教師がその子の追求

しようとしていることや動き方のよい部分を見

取り価値付けていくことで，個の願いを自力で

実現していく学びを支えていく。この積み重ね

が，漠然と できた，できなかった。 といっ

た自己評価から， ここまでできるようになっ

た。 と，自分の伸びを実感する姿への変容につながると考える。

また，本時の課題とのつながりを意識した交流場面の設定と展開は， ぼくの考えと さん

の意見は似ている。 といった共通理解や， こんなコツもあるのか…。 と新たな見方を与える

場となるのである。全体交流は，課題解決のきっかけであり，真の解決場面はその後の動きにあ



ると本校体育部はとらえている。そのため，交流で出されたコツを実際に動いて確かめる場も大

切にしていきたい。これらの手だてが， できそうだ。 という，見通しをもち臨む姿につながる

と考える。

（ ）研究の視点

視点 積み重ねが活きる教材化

児童の実態と身に付けさせたい技能

何度も挑戦したくなる教材

既習が活きる単元構成

評価規準・評価方法

視点 問題意識を共有できる学習展開

学習課題の吟味

言語による交流活動

動きを通した交流活動

評価活動

研究の具体

（ ）実践例 第 学年 単元名 鬼遊び

ア 授業のねらい

本単元 力を合わせて！たからはこびゲーム は，一定時間内にチームで協力して，何個の

宝を取ってくるかを競うゲームである。バスケットボールのコートを利用し，鬼のエリアを

か所設定した。それぞれのエリアに鬼は 人しか入れない規則にすることで，攻め手は常に数

的優位となる。それにより，子どもは鬼の隙をついたり，協力して宝を運んだりできるように

なる。

本時では， 人 個だけ運べる得点の高い 赤い宝 が登場する。子どもたちは， 個でも

多くの赤い宝を通せるように作戦を立てると考えた。また，作戦は，毎時間の始めに行う ス

キルアップタイム での動きが活かせるように単元を構成した。

【単元の目標】

・身をかわす，追いかけるなどをして，簡単な規則の鬼遊びができるようにする。 【技能】

・きまりを守ったり 勝敗を受け入れたりしながら 仲良く遊ぼうとする態度を育てる。【態度】

・宝取り鬼の方法が分かり，攻め方を決めたり見付けたりできるようにする。【思考 判断】

本単元では 成功体験 をどの子にも味わえることを目指し，教材化・単元構成・学習展開

の工夫に努めている。



【視点 積み重ねが生きる教材化】

何度もチャレンジできる教材化
スキルアップタイムでは，本単元で必要な素早い切り返しや，緩急をつけた身のかわし，鬼

を見てどちらに動いたらよいのかを判断できる目を育てようと考えた。

今回準備した教材は， 回タッチされてもゲームを続けられる タッチされてもスタート

に戻る などの工夫をしているので，失敗しても何度も取り組むことができた。 さっきは鬼

の前で止まってしまったから，今度は走り抜けよう。 どれくらいのスペースがあったら通り

抜けられるのかな。 と，繰り返し試すことで，成功体験をたくさん積ませようと考えた。そ

うすることで，自信をもって取り組む子どもが一人でも多くなることを期待した。

【視点 問題意識を共有できる学習展開】

規則の変更が，多様な作戦を生む
本時では赤い宝が登場し， ゲームに 人が 個ずつ運ぶことができるようにした。配点を

個 点とすることで，鬼はなるべく赤い宝を運ばれないように動くことになる。また，攻め

手は赤い宝を持った仲間を通すために， 人同時に動いたり，フェイントを入れたりする作戦

を試すと考えた。

全体交流では，赤い宝を持った仲間を通り抜けさせるための作戦について焦点を当てた。攻

め手が同時に動いたり，壁の役になったりするよさに気付くことができた。さらに作戦タイム

を設け，動き方を確認することで，どの子も見通しをもってゲーム に臨めるように考えた。

イ 単元構成



ウ 授業の実際

視点 に関わって

【成 果】

・ゲームの規則が比較的簡単で，すぐに子どもたちが楽

しめるようになった。

・スキルアップタイムでは，切り返しの動き，スピード

に乗った動きで鬼を撹乱させる動きができるように

なった子どもが多く見られた。

・攻め手が常に数的優位になるゲームなので，上の学年でも学習する考え方を提示できた。

【課 題】

・鬼のエリア際に立ち，どうしようもできなくなる子どもがいた。ス

ピードに乗って鬼エリアを通り抜けるために，鬼エリア前にさらに

線を加え，そこから走れるようにするとよかった。

視点 に関わって

【成 果】

・赤い宝を登場させることで，鬼は赤い宝を持つ子にねらいを絞ると考えた。本時では子ど

もたちに狙い通りの課題をもたせることができた。

・赤い宝を持つ最後の一人の攻防が生まれた。問題意識をもち，必要感のある交流とするこ

とができた。

・子どもたちは，交流後に各チーム練習時間を設定し， 自分たちならこう動く。 というイ

メージをもたせてゲーム に進むことができた。

【課 題】

・作戦カードを作り自分たちの作戦を視覚化させたかったが，時間を保障できなかった。

・本時に学んだ ガード作戦 に固執させすぎて多様な作戦が生まれづらい結果になってし

まった。教師も子どもも，作戦に対してもっと柔軟に考える心構えが必要だった。

（ ）実践例 第 学年 単元名 ゴール型（バスケットボール）

ア 授業のねらい

本単元 宮小バスケ（ ） は パスやドリブルなどの基本的なボール操作やボールを持

たないときの動きによってシュートゾーンまでボールを運び，得点することを楽しむゲームで

ある。オフェンスが数的優位になるよう速攻型のゲームとする。状況判断を容易にすることで，

どの子もパスをつないだり，シュートを決めたりする楽しさを味わうことができると考えた。

【単元の目標】

・簡易化されたゲームで，ボール操作やボールを受けるための動きによって攻防をすること

ができるようにする。 【技能】

・進んで取り組み，ルールを守り助け合って運動をしたり，場や用具の安全に気を配ったり

しようとする態度を育てる。 【態度】

・ルールを工夫したり，自分のチームの特徴に応じた作戦を立てたりすることができるよう

にする。 【思考・判断】



【視点 積み重ねが生きる教材化】

繰り返し取り組むことで自信をもたせる
本時は， ディフェンスに追いつかれる前にシュートをするにはどうしたらよいか。 につい

て追求していく。そのためには，正確なパスや素早いドリブルをする技能が必要である。

そこで，スキルアップタイムでは，動きながらパスをしたり，受けたりする時間や素早くド

リブルをする時間を保障し，自信をもってゲームに獲得した動きを活かせるようにした。さら

にシュートの技能を高めるため，シュートゾーンから繰り返しシュート練習をすることができ

るようにした。

前時では，シュートゾーンでシュートをすると，点数をたくさん取れることに気付かせる。

本時の速攻の場面では既習を活かし，パスやドリブルをして，素早くシュートゾーンに移動す

る姿を期待している。

【視点 問題意識を共有できる学習展開】

速攻型のゲームを取り入れることで問題意識の共有を図る
前時と本時の違いは，ディフェンスの 人が遅れてくる（速攻の状況）ことである。つまり，

ディフェンスが 人になる前にシュートをすると有利になる。この状況変化の手だてが ディ

フェンスに追いつかれる前にシュートをするにはどうしたらよいか。 という問題意識の共有

につながると考えた。

素早くシュートゾーンにボールを運ぶ動き方を確かめ合うために，作戦タイムを設定した。

この手だてにより，ゲーム では，お互いの役割が明確になり ドリブルしてディフェンスを

引き付けるよ。 パスをしたらシュートゾーンに走りこむよ。 など，アドバイスし合う姿が

生まれると考えた。

イ 単元構成



ウ 授業の実際

ディフェンスに追いつかれる前にシュートをするにはどうしたらいいかな？

視点 に関わって

【成 果】

・スキルアップタイムで練習を重ねることで基礎技能（パス・ドリブル・シュート）の高ま

りが見られた。

・シュートゾーンでシュートをすると，ジャマー（相手）に妨害されないので，積極的にシュー

トゾーンからシュートをしようとする姿が見られた。

・たくさん点数を取るため，素早くドリブルやパスをしてシュートゾーンに移動することが

できた。また，てきぱきと行動することで時間を無駄にせずにゲームに取り組むことがで

きた。

【課 題】

・子どもの実態に応じて，ルールを変更（シュートゾーンのエリアを狭くするなど）しても

よかった。また，リバウンドなどの要素や発展的な技能（ランニングシュート）にも挑戦

させるとよかった。

視点 に関わって

【成 果】

・数的に優位だということを理解し，まてまてマン（相手）に追いつかれる前にシュートゾー

ンにボールを運ぶことの重要さに気付くことができた。

・素早くシュートゾーンにボールを運ぶためには，チームで作戦を立てる必要があることに

気付き，作戦タイムで役割分担をすることができた。

・作戦タイムで役割分担をしたことで， シュートゾーンに走って。 ヘイ！パス。 などと

いう声を掛けることができた。

【課 題】

・全体交流では，素早くシュートゾーンにボールを運ぶ

ことを，動きを通して確かめると分かりやすかった。

・子どもたちにもっと声を出させるために，得点板を使

用し点差を意識させるとよかった。お互いに競わせる

ことも一つの方法だと感じた。



研究の成果と課題

（ ）視点 について

視点 積み重ねが生きる教材化

実践とも，単元の目標と子どもの願いが同調するように，規則（ルール）と場や教具を工

夫することができた。

年生 ゲーム（鬼遊び） の実践では，一般的な一定方向へ通り抜ける鬼遊びの型からサー

キットのように周回する型へ改善することにより，積極的に鬼の隙を見付け通り抜けようとす

る姿が見られた。また， 年生 ゴール型（バスケットボール）では，シュート動作が相手チー

ムに邪魔されない区域を設定することで， チームの動きでボールをシュートゾーンまで運ぼ

う。 という単元を貫く願いを生むことができた。

今後も，運動の特性や児童の実態，教師の願いが一致するような教材化を図っていく必要が

ある。

（ ）視点 について

視点 問題意識を共有できる学習展開

明確な学習課題の設定（ 年 みんなで赤い玉を取りに行こう。 年 速攻でたくさん点

数を取ろう！ ）に，規則（ルール）の付加や変化を加えることで，どの子にも問題意識が生

まれるように展開を工夫した。

年生の鬼遊びでは，全員が赤い玉を持ち帰るとボーナス点を獲得できる規則を追加した。

この手だてにより 以前にも増して チームで連携する 動きを意識する姿が見られた。 年生

のゴール型では 対 のゲームから 守り手の 名が後方から追いかけてくるルールに変化さ

せた。これが ディフェンスがそろう前にボールを運ぶには？ という問題意識につながった。

今後は，全体交流時におけるネームプレートの活用など，子ども一人一人がどのような方法

で課題解決に向かう姿が見える展開の工夫が必要になってくると考えた。

言葉による交流活動では， 実践とも多くの子が自分たちの作

戦について思いを伝え合っていた。 年生の鬼遊びでの，ゲーム

スタート直前に，隣の子の耳元で作戦を話す姿が代表的な例であ

る。 年生の実践では，シュートゾーンへ素早くボールを運ぶた

めのポイントを絞った意見交換が積極的に行われた。

動きを介した交流活動については，教師が全体交流で押さえた

動きを全員で試す場を設定し，友達の動きのよさを実感させた。

今後は，子どもが運動中にどの位友達の動きのよさを感じることができるかについて検証して

いく必要があると考えた。

（ ）今後の方向性

単元を通して願いが生まれる教材化や， 時間の中で願いが生まれる展開の工夫については

成果を感じている。今後は，先述したとおり，動きを通しての交流の在り方についての検討や

一人一人が課題解決に向かう姿が見える学習展開の工夫などを研究していきたい。また，本校

の特色が見える体育授業の型についても実践研究を進めていきたい。



函館支部の研究について

（ ）研究主題設定の理由

ア 支部の研究経過から

函館支部は，函館市小学校体育研究会が母体となり，体育の授業研究を中核とした研究活動

を進めてきている。また，支部としては，北海道学校体育研究連盟の発足とともに活動を始め，

これまでに，北海道学校体育研究大会を 回開催することができた。最近では，平成 年に 第

回函館大会 ，平成 年には 第 回函館・渡島大会 を開催し，研究の成果を上げてきて

いる。

研究については，平成 年から， 生涯スポーツを目指した保健・体育学習の創造 を研究

主題として設定し，研究活動を推進してきた。ここでは，旧学習指導要領より重視されてきて

いる学校体育における 生涯スポーツ の基礎学習を， スポーツが本来もつ楽しさにふれる

ことにより，スポーツの文化としての意味や価値を実感し，スポーツを生活の一部として楽し

むこと と押さえた。また，実践レベルでは第一にこの考えに基づき，子どもに運動の楽しさ

や喜びを味わわせることが大切であると押さえた。そして，スポーツを子どもの側から捉え直

すことを重視するとともに，子どもの実態に応じて柔軟に学習過程を工夫しながら授業研究を

進め，大きな成果を上げることができた。

しかしながらここ数年，研究主題の文言としては意味合いが広く，研究の焦点化を図る必要

があるということ，さらには目指す授業像や児童像を，より一層明確に示した研究主題にする

べきであるという意見が，会員から指摘されるようになった。また，学習指導要領の改訂に伴

い，新しい学校体育の動向を踏まえた新たな研究に舵を切る必要があり，同時に研究主題の見

直しが必要であることが，研究部において確認された。

以上のような経過を経て，本研究会では平成 年度より， 運動に魅力を感じ，自ら学び，

高め合う体育活動の創造 という新しい研究主題を設定するとともに， 生涯スポーツを目指

したカリキュラムの開発を通して という副主題を設定した。なお，研究主題の見直しに当たっ

ては，子どもからスタートする研究を大切にするために，本市の児童の実態を捉え直す作業か

ら始めた。

研究主題

運動に魅力を感じ，自ら学び，高め合う体育活動の創造
生涯スポーツを目指したカリキュラムの開発を通して

北海道学校体育研究連盟函館支部 函館市立八幡小学校

発表者 教諭 酒 井 光 史



イ 児童の実態から

函館支部においては，平成 年 月に，児童の実態に関するアンケート調査を，全市的な規

模で実施した。その結果，様々な傾向が把握できた。主な回答としては，以下のようになる。

これらの実態を受け，研究部では，次の 点を，今後の研究のポイントとして押さえた。

・生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の基礎を培うためには，運動の機能的特性を味わ

う経験を中心目標として学習を展開する必要がある。

・子どもの発達段階を考慮したカリキュラムを開発・作成し，系統的な指導を展開していく

必要がある。

・子どもの学びの質を高めるために，子どもの発達に応じた 学び方 の指導を系統的に

行う必要がある。

・子どもが楽しく，自発的に学びながら運動技能を獲得していくためには，子どもの実態に

応じて学習過程を工夫したり，学習資料を充実させたりする必要がある。

学び方…学びの時系列における連続性を重視した函館としてのカリキュラムの つ。

以上の 点を根拠に，研究主題及び副主題を設定するとともに，新しい研究をスタートさせた。

（ ）目指す児童像

研究主題に迫る研究を推進していく前提として，目指す児童像を明確にした。児童像を設定

するに当たっては，既に示した実態調査を根拠にするとともに，日常の実践を通して迫りたい

児童の具体的な姿をイメージし，設定した。

体育の時間における函館市の児童のよさ

ルールやコートの工夫など，児童の実態に応じた易しい運動での学習により，楽しく活動

を進められる。

単元の見通しやめあてが明らかになると，意欲的に取り組める。

体育の時間の学びを，休み時間の遊び等に生かすことができる。

ゲームの進行・運営を児童に任せることで，主体的に学習を進められる。

多様な学習資料の提示により，進んで練習や作戦に生かした活動ができる。

体育の時間における函館市の児童の課題

運動経験や運動技能に二極化傾向が見られる。

意欲はあるが，その意欲を継続できない児童が多い。

系統的な学びが展開されていないため，体育の学習の学び方が身に付いておらず，発達段

階に応じた豊かな学び合いや運動技能の獲得につながらない。

既存のルールにとらわれるため，運動の楽しさに触れることができていない。

目指す児童像

運動に日常的にかかわる子

・運動に夢中になって取り組む子

・友だちと教え合い学び合う子

・技能の向上を目指して努力する子



運動に日常的にかかわる子 は，本研究会が目指す究極の児童像として設定した。また，

その児童像を実現するために，体育の授業で大切にしたい児童の姿を つ設定している。授業

研究においても，この つの児童像を，授業を評価する際の重要なポイントとしている。

（ ）研究仮説

新しい研究主題の設定に伴い，目指す児童像とリンクする形で， つの研究仮説・研究内容

を設けた。初年度（平成 年度）は，主に研究内容 と を中心に，研究活動を推進してきた。

（ ）研究の視点

前述の研究仮説及び研究内容にかかわって， つの視点を大切にしながら研究活動を推進し

ている。

・視点 カリキュラムの開発（研究内容 ）

常に子どもが夢中になって運動に取り組み続けられるよう， 年間を見通したモデルカリ

キュラムを開発しながら，日常の授業実践を進めていくことを，研究のポイントとする。

・視点 学び方 の指導（研究内容 ）

体育の学習指導において身に付けさせたい 学び方 を系統的に指導できるよう， 年間

の 学び方 指導のモデル化を研究のポイントとする。

・視点 学びを支える授業作り（研究内容 ）

個やチームの力に応じた学習課題を追究し続けられるよう，単元の学習過程を柔軟に工夫，

改善しながら授業実践を進めていくことを研究のポイントとする。

・運動に夢中になって

取り組む子

・友だちと教え合い

学び合う子

・技能の向上を目指して

努力する子

研究仮説 研究仮説 研究仮説

子どもの発達や運動の様相の

発展を踏まえたカリキュラムを

開発し，実践することにより，

子どもは運動の楽しさを味わい，

夢中になって運動に取り組むこ

とができるであろう。

子どもの発達に応じた 学

び方 の指導を系統的に行う

ことにより，質の高い教え合

いや学び合いがなされ，互い

に高め合うことができるであ

ろう。

個に応じた学習課題を追究

させるとともに，適切な指導

を展開することにより，子ど

もは自らの技能の獲得や向上

を目指して努力し続けること

ができるであろう。

研究内容 研究内容 研究内容

・小学校 年間を見通したモデ

ルカリキュラムの開発

・各学校，学級の実態に応じた

カリキュラムの工夫と改善及

び実践

・子どもの実態や発達段階に

応じた 学び方 の指導の

系統性のモデル化

・ 学び方 の共有化と系統

的な指導の積み重ね

・子どもの実態に応じた学習

過程の工夫と改善

・子どもの学び合いを高めた

り，多様な自力解決を促し

たりする学習資料の提示や

場の工夫



研究の具体

（ ）実践例 第 学年 単元名 ベースボール型（スローピッチベースボール）

函館市立深堀小学校 第 学年 指導者 阿部 辰峰

ア 授業のねらい

・単元の前半（ステージ ）では，個人技能に焦点を置き，簡易化

されたゲームを楽しむ。個人技能が高まった時点で，集団技能に

焦点を置くステージ に移行する。ここでは，状況に応じた集団

技能の発揮の仕方を 作戦 とし，それをゲームの中で効果的に

発揮できるように，声を掛け合いながら作戦を確認し，ゲームを

楽しめるようにする。

・体育館という閉ざされた空間におけるベースボール型の学習によ

り，技能が身に付いていない段階の暴投などによるテンポの悪さ

を解消できると考える。

・チーム内で教え合いや助け合いが生じるように，グループ内異質，グループ間等質でグルー

ピングする。

・技能差が大きいので，道具やルールを工夫し，どの子どもも楽しめるようにする。

・ゲームを成立させるために必要な捕球と送球は，毎時間のキャッチボールにより，技能を身

に付けさせる。その他の技能はチームの特徴に合ったドリルゲームやタスクゲームを通じ，

楽しみながら身に付けるようにする。ドリルゲームやタスクゲームは教師側から提示し，チー

ムごとに話し合って，毎時間選択できるようにする。

・技能の確認等，子どもにとって拠り所となる学習資料を作成する。ルールや技能を児童が確

認することで，教え合いの姿を促す手だての つとする。

・ チームで学習することで，攻撃・守備・運営を一体としたゲームを行う。客観的に，ただ

ゲームを観戦するのではなく，相手のプレイを主観的に見る目を育む。

イ 単元構成（ 時間）

回まで行うと，一通

りの組み合わせとなる

（もしくは 回まで）。

チーム 攻撃 守備 運営 攻撃 運営 守備

チーム 守備 運営 攻撃 運営 守備 攻撃

チーム 運営 攻撃 守備 守備 攻撃 運営

時 学 習 活 動 教師の支援・評価

オリエンテーション
学習の流れ，ゲームの仕方，ルールの確
認
チーム編成，試しのゲーム

・実技を交えて，ルールについて指導する。
ルールやマナーを守り、友達と助け合って、
練習や試しのゲームをしようとしている。
（関・意・態）【観察】

ねらい 個人技能を高めるとともに，
ルールを工夫しながらゲームを楽しむ。

準備運動
学習内容の確認
練習ゲーム

・個人技能を高める指導を重視するが，徐々
に集団技能へ意識を向けられるように支援
していく。

ボールを打ち返す攻撃や隊形をとった守備
をするための動きができる。（技）【観察】



ウ 授業の実際

・ 学級全体に広げたい集団技能が見られた場面では，プレイを中断して称賛するなど，適宜

全体指導を行った。その結果，児童の意識が，徐々に個人技能から集団技能に移行していく

様子が見られた。

・グループ内異質，グループ間等質の つのチームで学習を進めた結果，各チームにおいては，

教え合いや学び合いなど，自発的・自主的な学習が展開された。

・ ベースボール型 の学習経験がほとんどない実態にあったため，グループごとに課題に応

じた練習を行ったり，問題解決を進めたりする学習展開にはならなかった。したがって，単

元を通して学級全体で課題を共有したり，よいプレイを確認し合ったりしながら学習が展開

された。

・ ベースボール型 は，ゲーム中に子どもが思考したり，瞬時に判断したりしなければなら

ない情報や局面が多様にあり，子どもにとっては複雑で難しい内容であると言える。しかし，

本実践においては，ルールを簡略化したり，的確な学習資料を提示したり，アウトカウント

やスコアを視覚的に確認できる機器を用意したりするなど，子どもに寄り添った学習を展開

することができた。その結果，子どもが迷うことなくゲームに集中するとともに，存分にベー

スボール型の楽しさに触れながら活動を楽しむ様子が見られた。

・自分たちのチームの力にあった，練習
ゲームを行う
ゲーム
ゲームの様相の発展予測

・練習試合（ 時間）
・公式戦 （ 時間）
ふりかえり

・集団技能が出るようになったら，適宜取り
上げ，全体の場で確認する。

・練習試合では，毎時間ルールの見直しをす
る。

ねらい 場面に応じた作戦を確認しな
がら，ゲームを楽しむ。

準備運動
学習内容の確認
ゲーム
ゲームの様相の発展予測

・公式戦 （ 時間）
ふりかえり

・子どもの思考・判断を大切にし，指示や判
断の機会を奪う声掛けは避ける。

・意欲を高められるよう，肯定的な声掛けを
する。
チームの特徴に応じた攻め方を知るととも
に、自分のチームの特徴に合った作戦を立

てている。（思・判）
【観察・学習カード】

打ったボールが，相手のミスで得点が入るゲーム
打った後，全力で走塁し，ヒットから得点がとれるゲーム
思い切り打ち，長打・ が多発するゲーム
守備力の向上や工夫によって，攻守の切り替えが早いゲーム

打ったボールが，相手のミスで得点が入るゲーム
打った後，全力で走塁し，ヒットから得点がとれるゲーム
思い切り打ち，長打・ が多発するゲーム
守備力の向上や工夫によって，攻守の切り替えが早いゲーム

守備力の向上や工夫によって，攻守の切り替えが早いゲーム
どこでアウトにするかを考えた守備，走者を進める打撃など，
多様な作戦が見られるゲーム

守備力の向上や工夫によって，攻守の切り替えが早いゲーム
どこでアウトにするかを考えた守備，走者を進める打撃など，
多様な作戦が見られるゲーム



（ ）実践例 第 学年 単元名 ネット型ゲーム（キャッチバレーボール）

函館市立中の沢小学校 第 学年 指導者 車無田 惠

ア 授業のねらい

・ネット型ゲームの学習経験がほとんどない実態にあったため，レシーブ・トス・アタックの

全てに キャッチ を導入するなど，易しいルールで学習を展開することにする。それによ

り， 回で相手コートに返す基本的なルールの定着を図るとともに，ラリーが続き，アタッ

クで得点が入る楽しさを味わわせる。

・導入段階においては，児童の実態に合わせて，次のような基本ルールで学習を始めることに

する。

・サーブは下投げで，どこから投げ入れてもよい。

・ボールはキャッチすること。ただしトスはできるだけ頭の上でキャッチ リリースする。

・ タッチ目は投げ入れでアタックする。

・ゲームはラリーポイントの 点マッチで行う。等

・コート内での役割を 試合ごとに固定する（ローテーションなし・セッターを担当する児童

の固定等）ことで，ゲームにおける各自の役割を明確にし，混乱なくゲームに取り組むこと

ができるようにする。

・ネットの設定を，やや高めの にすることで，高くボールを上げようとする意識を高め

るとともに，ラリーの続くゲームを展開できるようにする。

・個人差やチーム間の力の差が少ない実態にあるので，学習の課題を学級全体で共有し，問題

解決を図りながら技能を高めることにする。また，ドリルゲームをゲーム とゲーム の間

に入れることで，課題を意識して学習を進められるようにする。

イ 単元構成（ 時間）

時 学 習 活 動 教師の支援・評価

オリエンテーション
学習の流れ，ゲームの仕方，ルールの確認
チーム編成，試しのゲーム

・単元の流れを説明し，学習の見通しをも
たせる。
場や用具の使い方などの安全を確かめよ
うとしている。（関 意 態）【観察】

ねらい ル ルやゲ ムの進め方を覚える。

準備運動
基本のルールの確認
ゲーム
ドリルゲーム
ゲーム
ゲームの様相の発展予測

ふりかえり

・キャッチ─キャッチ─投げ入れの 回で
返すことが定着するよう 声掛けをする。

・前時の課題及びゲーム の課題を達成す
るためのドリルゲームを，教師側から提
示する。
ラリーを続けたり、ボールをつないだり
するための動きができる。（技）【観察】

・ゲームの状況を見て，基本のルールは随
時変更していくようにする。

キャッチ・トス・投げ入れを分担して，相手コートに返し合うゲームキャッチ・トス・投げ入れを分担して，相手コートに返し合うゲーム



ウ 授業の実際

・運動の様相の発展段階を想定することで，単元を通して適切な支援を展開することができた。

その結果，どの子も運動技能を確実に高める様子が見られた。

・ねらい の初期の段階においては，ボールの落下点に入ることができなかったり，積極的に

プレーに参加したりすることができない様子を見せる子が数多く見られた。しかしながら教

師の指導やドリルゲームの積み重ねにより，ゲームの様相の発展予測 の様子が見られるよ

うになるなど，楽しそうにゲームを進める様子が見られた。

・ねらい に入り，アタックの技能を高めることをねらい，ネットの高さを下げる支援や鋭角

に投げ入れる技能の指導を行った。その結果，ゲームの様相を発展予測 の攻防に移行させ

ることができるなど，さらなるゲームの活性化につながった。

・ローテーションを無くしたこともあり，混乱なくゲームを進める様子が見られた。また，試

合ごとに前衛と後衛を交代したり，セッター役を交代したりしながらゲームを進めた結果，

どの子もそれぞれの役割に応じた技能を高める様子が見られた。

・今回の実践では，アタックによる攻防の楽しさを味わわせることやアタックの技能向上を中

心目標に据えて学習を展開した。そのため，結果として守備の技能の一つである，ブロック

の導入を見送ることになった。次年度以降の学習において，守備力向上の必要性が高まった

際にブロックの指導をすることで，さらなるゲームの活性化が期待できることが確認された。

・ ネット型 の学習においては， 年生の導入段階で， キャッチ を取り入れた学習を展

開することが効果的であることを，実践を通して確認することができた。今後は バレーボー

ル との関連について検討したり，どのようなカリキュラムで指導を展開していくべきなの

かという点について，さらに検討したりする必要があることが確認された。

ねらい 攻め方を工夫しながら，ゲー
ムを楽しむ。

準備運動
学習内容の確認
ゲーム
ドリルゲーム
ゲーム
ゲームの様相の発展予測

ふりかえり

・ 素早いパス 強いアタック をゲーム
中に意識させるようにする。

・課題を常に意識させるために，授業の始め
とドリルゲームの つの場面で課題につい
て確認する。
ネット型の特徴に合った攻め方を知るとと
もに、簡単な作戦を立てている。（思・判）
【観察・学習カード】

ねらい 仲間と協力しながら，リーグ
戦を楽しむ。

リーグ戦
成績発表及びベストプレイヤーの表彰
ふりかえり

・対戦表を用意することで，見通しをもって
取り組むことができるようにする。
規則を守り、友達と励まし合って、ゲーム
をしようとしている。（関・意・態）【観察】

勢いよくアタックを打ち合うゲーム
スピード感あるアタックをキャッチできるようになり，ラリーが続くゲーム
勢いよくアタックを打ち合うゲーム
スピード感あるアタックをキャッチできるようになり，ラリーが続くゲーム



研究の成果と課題

（ ）成果

・実践例で取り上げた ベースボール型 は，ボール運動の領域では授業研究で取り上げる機

会が極めて少ない内容であったが，授業作りを通して，ベースボール型のゲームの様相の発

展予測をベースとしたモデルカリキュラムを─未完成の段階であるが─作成することができ

るなど，大きな成果を得ることができた。

・モデルカリキュラムを作成することで，単元を通して指導すべき内容や身に付けさせたい運

動技能を，指導者が明確に意識しながら指導を進めることができた。よって， 時間ごとの

支援も的確になされ，子どもたちも授業のねらいに向かって学習を進めるとともに，個々の

技能を高める様子が見られた。

・実践を通して，子どもの実態に応じた学習過程の工夫の在り方や学習資料の提示の仕方等に

ついて，研究を深めることができた。特に，多様な学習資料を教師側から提示し，活用させ

ることで，子どもの自発的・自主的学習を引き出すことができるなど，大きな成果を上げる

ことができた。

（ ）課題

・今後は，さらに様々な領域・内容における授業研究を積み重ね，作成したモデルカリキュラ

ムの妥当性を高めていく必要がある。また，中学校の学びとの関連も考慮しながら，改善を

図っていく必要がある。

・研究内容の である， 学び方 の指導のモデル化については，今後の検討課題にとどまっ

ている。一言に 学び方 と言っても幅が広く，焦点化する必要があるので，どのような観

点に絞ってモデル化していくべきか，検討していく必要がある。平成 年度に本市で開催さ

れる全道大会までには明確な形にし，提案できれば，と考えている。

・本研究会の理論や研究内容を，研究会内外に一般化していくことが大きな課題となっている。

作成したモデルカリキュラムや授業の展開の仕方等を，様々な方法で発信し，一般化を図っ

ていきたいと考えている。



第 分科会 札幌市立福住小学校



所在地 札幌市豊平区福住 条 丁目

電 話 （ ）

学校長 大久保 雅 人

児童数 名

学校教育目標

人間味豊かで実践力に富んだ子どもの育成

・豊かな情操 よりうつくしく

・強靱な心身 よりたくましく

・創造的な知性 よりかしこく

今を大切に あすに向かって 生きていきます

特色

丘陵地帯にあり，教室の窓からは札幌ドームが眺められる。また，近くに羊ヶ丘展望台をひ

かえ，自然環境にも恵まれている。落ち着いた住宅地が広がり，地域としてのまとまりがある。

保護者や地域の方々の学校教育に対する関心が高く，協力的である。朝の読み聞かせやスキー

学習，生活科で行う動物園までの探検など，多くの学習活動がボランティアによって支えられ

ている。



授業の見どころアピール
体つくり運動としてのダブルダッチにグループの仲間，クラスの仲間と関わりながら挑戦して

いきます。そうすることで巧みさや，体力の高まりを自分だけではなく，みんなとともに感じて

いけるようになると考えました。本気になって技に挑戦する姿をご覧いただけたらと思います。

ひとりごと
最近， 歳になった娘が歌を歌いながら左右にピョンピョン跳ねる動きがダブルダッチにつな

がるのではないかと考えて見てしまいます。跳びながらくるくる回ったり，片足で 回跳んだり。

結構参考になる？考えすぎ？

年 組 担任

小学校 年生から大学生までバス

ケットボールを続けていました。

（現在も週 回程度活動しています）

第 分科会 授業

札幌市立福住小学校

授業の見どころアピール
マットを使った運動遊びで，技能はもちろんですが，意欲的に運動に向かう姿や課題解決的な

学習の展開について，検討を重ねてきました。新学習指導要領の学習内容をしっかりと子どもた

ちが身に付けられる授業が構築されているかを見ていただき，ご意見を聞かせていただきたいで

す。

ひとりごと
全国大会の授業者として，まず，自分が運動を楽しむべきと考え，フィットネスのスタジオプ

ログラムに通い始めました。なかなか行くチャンスは少ないですが，あまり上手ではないダンス

を一生懸命に踊る体験は，子どもに戻った感覚です。

年 組 担任
小学校から始めた野球を，今でも

時々やっています。剣道や基礎スキー
も，うまくはないですが挑戦しました。
一応，剣道は初段，スキーは 準
指導員です。

第 分科会 授業

札幌市立福住小学校



研究の概要

（ ）研究主題設定の理由

ア 本校の研究経過から

本校では，平成 年度に行われた実践発表会まで，国語科を中

心とした研究実践を行ってきた。【 聞く力 話す力 を育む単

元構成】と【共に学ぶよさを生む教師の関わり】という つの視

点を軸に研究を積み重ね，子どもたちの伝える力（聞く力・話す

力）の育成を図ってきた。成果として，様々な場面で子どもの伝

える力が伸びてきた様子が見られたこと，課題として，聞く・話

す必要感が授業中に生まれる授業構成のさらなる充実が挙げられ

た。

【 伝え合う子】

平成 年度から，研究仮説 伝える力を生かし，学び合う授業を展開することで，子どもは学

びを実感できる を掲げ，これまで国語科で積み重ねてきた伝える力を活用するため，算数科や

体育科へと実践を広げることにした。

体育科の研究を行うにあたり，まずカリキュラムを見直した。

全学年がそろって取り組める運動を考え， なわ跳び運動 に力を入れていくことにした。

年間の体育科の授業で なわ跳び運動 ができるのは，体つくり運動の中の約 時間である。子

どもたちに身に付けさせたい動きを 学年毎にまとめ，短なわや長なわを使った運動のねらいを

明確にした。それぞれの学年で目的を意識して取り組むことで，積み重ねを大事にしていこうと

考えたのである。

もう一つ，カリキュラムで大きく変わったところがある。

どの子も楽しめるボール運動の実践を目指し， ・ 学年の授

業にフラッグフットボールを取り入れた。初めてこの運動に

触れる教師も多く，研究部が主催する研修会でフラッグフッ

トボールを扱ったり，互いの授業を見合ったりした。道具の

使い方や作戦の立て方，授業づくりに至るまで，教師同士，

基本から学び合った。現在も，試行錯誤しながら授業実践を

積み重ねているところである。

【 フラッグ取りゲーム】

研究主題

仲間との自分を見つめる学び合いで，
できる 喜びを味わう体育学習

札幌市立福住小学校



イ 児童の実態から

現在の子どもたちにおける課題の一つとして体力低下が挙

げられている。下げ止まりという情報もあるが，本校の実態

も決して安心できるものではない。

例えば， 年生の短距離走は，男女ともに全国平均より大

きく下回っている。投力も，男子は全国平均よりやや下で，

女子は大きく下回っている。全ての学年のどの項目も，全国

平均を大きく上回るものはないという実態にある。その中で

も気になるのが，少年団などで常に運動に触れている一部の

子とそうではない子の差が大きいことである。

これらより，本校児童は体力が低いことが明らかであるとともに，運動への親しみも低いと

とらえることができる。

以上のような実態から，本校の児童には，まずできる喜びを味わえるようにすることが大事

ではないかと考えている。今，全校で積極的に取り組んでいる なわ跳び運動 は，まさにで

きる喜びを実感できる運動である。そのため，日常的になわに親しむ姿が見られることを願い，

様々な工夫を行っている。

一つは，夏と秋に行われる体育委員会主催の なわ跳び検定

である。さらに，グラウンドが雪で使えなくなる冬には，朝の

分間， なわ跳びチャレンジ の時間を設け，体育館を開放する

ことにした。高学年の各クラスには，ダブルダッチ用のなわも配

布した。

今，休み時間のグラウンドでは，サッカーやドッジボールをし

て遊ぶ子の中に，なわ跳び運動に挑戦する子の姿も見られるよう

になってきたところである。

【 長なわ遊び】

（ ）目指す児童像

体育科の目標の一つに， 生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の基礎を育てる とある。

その手段として，運動の楽しさや喜びを味わえることが挙げられている。運動の楽しさや喜び

は，仲間と仲よく運動することで大きくなることは，誰もが経験して理解しているはずである。

仲よくということは，互いのことを分かっていることであり，また，分かろうとしていること

とも考えられる。このような互いの理解から生まれる認め合いの中で，運動を見合いながら課

題を見出し，解決することが体育科での学び合いの意味ととらえている。

また，日常の体育科の学習では，一人では活動できないものが

ほとんどで，できるためには必ずと言ってよいほど仲間との協力

が必要である。マット運動や跳び箱運動などの個人種目でも，準

備や補助，アドバイスや応援が必要である。私たちは，伝える力

を生かすことで，子どもの できる 喜びを生み出すよりよい体

育科の授業を目指している。そして目指す児童像は， 仲間との

自分を見つめる学び合いで， できる 喜びを味わう子 である。

【 壁倒立】

【 短距離走スタート】



（ ）研究の仮説

仮説検証イメージ図】

）学び合いの土台

授業には 学び合いの土台 が必要である。

それは， 前単元あるいは前時までに身に付け

てきた思考や技能 課題の共有意識 運動

への意欲 伝える力 などである。イメージ

図の塗りつぶし部分がこれにあたる。これまで

の学びの積み重ね，つまり本時までに子どもた

ちが身に付けてきた力である。一人一人が学び

合いの土台に立って初めて授業が成り立つという，イメージを描いているのである。

）伝える力を生かした学び合う授業展開

（ ）でも述べたように，体育科の学習では仲間との学び合いが欠かせない。自分の動きを

客観的に見ることができない分，友達同士の評価やアドバイスを参考に，動きの獲得を目指

していく。そのため，子どもたちの動きを見る目を育てなくてはならない。動きを言葉で表

す力も必要である。伝える力を発揮できる場や環境を設定し，よりよい学び合いが展開され

る手だてを追求していくことが，子どもたちの できる 喜びにつながると考えている。

） できる 喜びの実感

単元，あるいは 時間の授業の中で，子どもたちが できる 喜びを味わえる授業を目指

している。 できた！ という喜びの積み重ねが自信となり，楽しさと相まって，次の運動

の意欲へとつながり，生涯を通して運動に親しんでいく子を育てられると考えている。

（ ）研究の視点

視点

できる 喜びを味わえる

教材の開発・工夫

視点 は，単元を通しての視点である。

身に付けさせたい技能の明確化

実態把握

興味関心・個に応じた教材の開発・工夫

運動との出会いや場の工夫

生涯スポーツへの視点

評価規準・評価方法

視点

できる 喜びを味わえる

学習過程の構築

視点 は，主に本時についての視点である。

学習課題の把握

試行活動

個人課題の設定

追求活動

評価活動

【 自己評価活動】



研究の具体

（ ）実践例 第 学年 単元名 マット運動

ア 授業のねらい

開脚前転の脚を開くタイミングは，単独の技として考えると難しい。そこで，既習である大

きな前転との違いから考える。動きは異なるが開くタイミングは同じで，回転の後半に開くと

回転力がアップすることを明らかにしていく。

【単元の目標】

・回転力をつけていろいろな技で回ることができるようにする。 【技能】

・きまりを守り，友達と励まし合って進んで取り組むことができるようにする。 【態度】

・回転力をつけるためのコツを考えることができるようにする。 【思考・判断】

本単元では， できる 喜びをたくさん経験していけるようにしたい。また，その達成感，

喜びを仲間と共有できるように単元を構成した。

そのために以下の点を重視している。

視点 できる 喜びを味わえる教材の開発・工夫

回転力アップ に焦点化する。

どの技でも共通して 回転力アップ を考えることで，子どもの視点を明確にする。

スモールステップによる単元の構成で できる 実感を。

きれいな前転 大きな前転 開脚前転と段階的に進むことで，できる の経験を積み重ねる。

また，共通な技能，新しい技能を明確にして取り組む。

チームポイントを取り入れ，喜びを共有する。

チームで一人一人の動きを高めるために，学び合いや教え合いが生まれる。

感覚作りの場（福住フレンドパーク）で必要な感覚を身に付ける。

前転を様々な条件で挑戦することで，開脚前転などのマット運動に必要な技能を身に付けて

いく。

評価規準を明確にする。

毎時間，子どもたちが身に付けなくてはならない力を明確にし，評価規準を設ける。

視点 できる 喜びを味わえる学習課程の構築

話合いを焦点化する。

足を開くタイミングに焦点化した課題をもつことで，より動きが高まるためのチーム交流を

ねらう。

伝える力を生かす。

チームで考えた動きの中から，回転力アップにつながる動きを全体

交流で取り上げる。

学びを実感する。

全体交流後，ゆりかごで足を開くタイミングを全員で確認する。そ

の後チームごとに再び開脚前転にチャレンジする場を設ける。

【 ゆりかご】



【 大きな前転】

ウ 授業の実際（第 時）

前時までに子ども

たちは，きれいな前

転，大きな前転に挑

戦する中で，回転力

アップのための体の

使い方を考えてきて

いた。足の引き付け

と引き付けるタイミングが大事であることを

理解し，動きも身に付けていた。

準備活動で行った 福住フレンドパーク

では，様々な場に挑戦することにより，マッ

ト運動の基礎となる，腕支持感覚や手の着き

方，視線，腰の位置などを学んでいた。丁寧

な動きがチームの高得点につながるため，友

達同士声をかけ合って行う姿が印象的だった。

あれ？上手く立てない。

手が後ろに着いちゃっているよ。

本時の主運動である開脚前転に挑戦したと

きの子どもたちの声である。回転力が不足し，

上手く起き上がれないことに課題が焦点化さ

れているのが分かる。

全体交流で話し合われたのは， いつ足を

開くとスピードに乗せて回転できるか とい

うことである。一気に足を開くとよいという

意見が共有できたのは，よい交流であった。

ただ 足を開くタイミング については 追求

することができなかった。教師のイメージす

る目指す開脚前転が子どもたちの中になかっ

たこと，友達同士の学び合いで見取る手だて

が少なかったことなどが原因と考えている。

全体交流後のチャレンジ では，回転力

アップを目指す子どもたちの動きが見られた。

【 アドバイスし合って】

イ 単元構成



（ ）実践例 第 学年 単元名 体つくり運動 ダブルダッチ

ア 授業のねらい

年生のなわ跳びの学習として，個人では二重跳び，集団ではダブルダッチを全員ができる

ことを目指すことを目標に掲げて取り組んでいる。

本単元においてダブルダッチができるということは，抜け出る最後まで引っかからないこと

としている。この設定があってこそ本時のねらいが成り立つ。入る 跳ぶ 抜けるという学び

の過程で，なわを使った運動に対する見方を高めていく。分析的に考える傾向のある子や，動

いていく中でコツを見付ける傾向のある子の考え方のよさが発揮される交流場面を展開に位置

付ける。そうすることで，自分の見方や考え方に合った動きの工夫を生かしながら，ダブルダッ

チが できる へ近付くことができる。

【単元の目標】

・体力を高める運動について，ねらいに合った動きを身に付けることができるようにする。

【運動】

・体を動かす楽しさや心地よさを味わったり，体力を高めたり，進んで取り組めるようにす

るとともに，約束を守り助け合って運動をしようとしたり，運動する場や用具の安全に気

を配ろうとしたりできるようにする。 【態度】

・自分の体の状態や体力に応じて，運動の行い方を工夫できるようにする。【思考・判断】

視点 できる 喜びを味わえる教材の開発・工夫 【 道具の工夫】

学びの土台をつくる。 発泡スチロールを使ったなわ

・何度も挑戦するために少人数のグループを構成する。

・なわを 見える化 する。

・全員がなわを回すことができる。

・青と黄のなわの動きを知り，跳ぶことができる。

・グループ交流で みんなのおかげで上達した という

実感をもっている。

視点 できる 喜びを味わえる学習課程の構築

伝える力を生かし，学び合う。

・ みんなができる ためのコツについて話し合う必要感を生む。

・入る，跳ぶ，抜けるにポイントを絞った交流をする。
入る 抜ける の動線を示した床

・課題に向かう方向性と意欲の高まりをねらう。

学びを実感する。

・ できる ことの明確化を行う。

・よい動きを表現できる場を位置付ける。

・ 友達のおかげでできた という仲間意識を価値付ける。



ウ 授業の実際（第 時）

【 全体交流】

準備活動では，ペアで 秒間の二重跳びに

挑戦していた。友達を応援する優しい眼差し

が見られた。むかえなわの八の字跳びにも，

分間グループで挑戦した。これは，主運動

であるダブルダッチにつながる大事な動きで

ある。

本時は，ダブルダッチに挑戦して 時間目

にあたる。確実に 入る 跳ぶ 抜ける 動

きを身に付けるため， 年生らしく，グルー

プごとで追求していく姿が見られた。

全体交流では， 抜け に焦点を当て， 確

実に抜けるには，なわからいつ出るといいの

だろう という課題を追求していった。

これまで十分に運動に浸っていること，グ

ループごとにコツを言葉にして表し，友達同

士でアドバイスし合ってきたことから，解決

に向かって交流が活発になった。

青いなわを跳んだ後にぬけたらいいよ。

回か 回跳んでなわから出るといい。

と，運動の核心をつく意見が出された。

全体交流後の再チャレンジでは，回数を数

えながら跳ぶなど，話合いを生かした動きが

どのグループでも見られた。

本時のよさは，何よりなわの工夫（前ペー

ジ写真）にある。一瞬で目の前を通り抜ける

なわの動きが見えるように，発泡スチロール

を使った道具を用意した。運動の苦手な子も

ゆっくりとしたなわ（発泡スチロール）の動

きに合わせて安心して，跳び抜けることがで

きていた。

イ 単元構成



研究の成果と課題

【研究主題】

仲間との自分を見つめる学び合いで， できる 喜びを味わう体育学習

これまでの実践から，仮説イメージ図をもとに，

成果と課題を明らかにしていきたいと考えている。

学び合いの土台は築かれていたか，学び合う授

業展開はされていたのか，授業を終え， できる

喜びを子どもたちは実感したのかなど，検討し，

まとめていきたい。

（ ）学び合いの土台

学年を縦で見たとき，同じなわを使った運動の授業に学びの積み重ねの大きさを実感した。

年生の姿からは，以下のような学び合いの土台が見られ，大きな成長を感じることができた。

・何度も挑戦できる場や時間が全員に確保されていること

・なわを回す技能が全員にあること

・短なわを全員が跳べること

・交流のよさを全員が実感していること

全てに共通するのは， 全員 という言葉である。全員が同じ土台に立つことで，学習形態

は一人一人あるいはグループであっても，目指す課題は一緒になる。今後も学び合いの土台と

して何が必要なのか，追求していく価値があると考える。

（ ）伝える力を生かした，学び合う授業展開

時間の授業の中に，ペアやグループ，あるいは全体でと，互いに意見を出し合い交流する

時間を設定してきた。課題解決のために，有効であった場合もあったが，そうではない授業も

あった。なぜ，ここでペアによる交流を入れるのか，この全体交流では何を焦点化して話し合

うのか，もっと授業づくりの際に考えていかなくてはならない。

（ ） できる 喜びの実感

スモールステップによって，子どもが できた に近付く姿が表れていた。 できる こと

の明確化も分かりやすく有効だった。また，全員が できる という目標をもつことにより，

伝え合いの必然性を生んでいた。

一方，課題として，さらに実感をもつため， できた という喜びを仲間同士で共有したり，

広げたりする場面の設定をした方がよかった。また，教師の関わりを的確に行うため，動きの

分析が重要であった。子どもたちの動きを見た瞬間に，何が問題なのかを見取り，適切な関わ

りを行うことができるよう力を付けていきたい。さらに高学年では，子ども同士で課題を見出

したり，練習方法を選んだりできるようにし， できる 喜びへとつなげていきたいと考えて

いる。



旭川支部の研究について

（ ）地域の概要

北海道旭川市は，旭川大雪公園の連なる山並みに抱かれた上川盆地のほぼ中央，北緯 に

位置し，雪降る日数（年間 日），最低気温（氷点下 ）で日本一の記録を持っている。ま

た，最近では行動展示で有名になった旭山動物園は，観光の一番の人気がある。人口は，約

万人（札幌市に次ぐ北海道第二の都市），面積は約 平方キロメートル（東京 区とほぼ同じ

面積）で市内に の小学校（児童総数約 人）がある。旭川の歴史は，明治 年行政体と

して旭川村がはじまり，以降北北海道の中核的な役割の町として発展を続け，平成 年には 旭

川開基 年 を迎えた。学校教育は，明治 年上川地方で最初の公立学校が開校し，以降北

国旭川の豊かな自然環境を生かし，フロンティア精神のもと 豊かな心とたくましい体 の育

成に努めてきた。

（ ）旭川支部のあゆみ

北海道学校体育研究連盟は，昭和 年に結成され，旭川支部は昭和 年 第 回北海道学校

体育研究大会旭川大会 を開催し，以降 回の大会開催の実績をもつ。平成 年の旭川大会で

は，研究主題を 一人一人が意欲的に取り組む体育学習をめざして とし，意欲をもって学習

に取り組める学習課題のもち方，課題を追求をし，達成するための学習活動の工夫，互いに認

め合い高め合う評価活動の在り方について，研究が深められてきた。

平成 年度からは，研究主題を 一人一人が主体的に創り，共に高め合う体育活動をめざし

て に設定し，平成 年度に施行された学習指導要領実施に沿った考えの研究を進め，課題解

決的学習を基盤とした学習過程の工夫や仲間とのかかわりを大切にした学習方法の工夫の在り

方について研究が進められてきた。

平成 年度からは，研究主題を 豊かにかかわり高め合う体育活動をめざして に設定し，

平成 年度に小学校が新学習指導要領全面実施，平成 年度には中学校が新学習指導要領全面

実施にあたり，新しい時代が要求するものを見通して，実践研究を重ね，小中の授業を見合い，

どのように連携をもって指導していくかを研究を進めている。

研究の概要

（ ）旭川支部の研究経過

旭川支部では，平成 年度に行われた全道学校体育研究大会に向け，平成 年にそれまでの

研究の成果と課題をふまえ，研究主題及び仮説の見直しを行うとともに，実践を積み重ねてき

た。平成 年度には，小学校が跳び箱運動，中学校がマット運動の実践を行い，平成 年度は

プレ研として小学校がマット運動とリズムダンス，中学校がマット運動と柔道の実践を行い研

研究主題

豊かにかかわり 高め合う
体育活動をめざして

北海道学校体育研究連盟旭川支部 旭川市立千代田小学校

発表者 教諭 塩 崎 真 美



修を深めてきた。

基礎・基本を確実に定着させる とはどういうことか？

そもそも 基礎・基本 とは何をさすのか？

授業における教師の役割とは何か？

研究の視点になる部分の話し合いを行ってきた。そのような中で，目標を絞り，子どもにも教

師にも分かりやすい授業構築を目指してきた。ポイントを明確にした上で学習内容を工夫し，

教師が適切にかかわることで，より効果的な授業が展開できるものと考え，実践を行ってきた。

また，小学校と中学校で互いに授業を見合う機会をもつなどして，連携をとりながら取り組ん

できた。指導案の作成については小中合同で検討を進め， 単位時間における評価の観点を一

つに絞り，その時間で 何を教えるのか が明確になるように，改善に努めてきた。現在，そ

の構築された研究理念をもとに，研究を進めている。

平成 年度からの研究では，学習指導要領改訂の全面実施における指導内容に着目し， 体

つくり運動 や 武道 ，平成 年度では， 表現運動 リズムダンス ， ダンス 現代的なリ

ズムのダンス の研究を行い， 身に付けさせたい力の明確化 と 友達や教師とのかかわり

に視点を当て，小中連携して研究を進めている。

（ ）北海道統一主題から

全道統一研究主題

旭川支部では，子どもたちが他者とかかわりながら互いの力を高め合い，豊かな人間性を身

に付け，たくましい身体を育んでいくことを目指し，本研究主題を設定した。

（ ）研究主題について

研究主題

豊かに 豊かな生活を目指す子どもの姿

かかわり 子どもと教師と運動（教材）のそれぞれの適切なかかわり

高め合う 子ども同士の学びと，子どもが生涯にわたって身体能力の向上

体育活動 体育的な活動及び家庭や地域，将来につながる体育に関する実践

（ ）目指す子ども像

（ ）目指す授業像

基礎・基本の定着をめざす授業

楽しさ かかわり 教師の役割 体力の向上

（ ）研究仮説

・指導内容を明確化・体系化し，かかわり合いの場を工夫することにより，基礎となる体力や

技能を高め，人や運動と豊かにかかわる態度を育てることができる。

自ら求める子 豊かにかかわる子

自ら進んで運動やスポーツに親しむ子

自らの目標に向かって粘り強く追求する子

人とのかかわりを通して高まる子

運動を工夫したり創ったりする子



（ ）研究の視点と研究内容

・視点 指導内容

・ 指導計画の具体化と工夫

・ 場づくりの工夫 教材・教具の工夫

・ 目標の明確化・焦点化の工夫

・視点 教師のかかわり

・ 指導計画の工夫と評価

・ 教材解釈・分析の深化

・ 指導技術の向上

今年度の研究

（ ）今年度の研究テーマ

）研究視点 学習内容

身に付けさせたい力の明確化

・小中の技能の系統性をはっきりさせ，指導の連携を図る。

心と体をほぐす運動

・授業の導入で行うことで，開放的で楽しい雰囲気を作ることをねらう。そして，教師や児

童生徒のかかわりを取り入れていくこととする。（体ほぐし運動との関連）

音楽の選曲

・児童生徒が関心の高い曲や軽快に弾むことができる音楽を吟味。

体力向上・楽しさ

・楽しい雰囲気を作り，自然と体を動かせるようにする。そして体力向上につなげる。

（ ）研究視点 教師のかかわり

友達とのかかわり，教師とのかかわり

・友達とのかかわりやグループでのかかわり方を工夫する。

話合いの仕方（言語活動）

・自分の気付きや友達のよい動きなど発表したり，交流できるようにする。それを生かして，

自分の踊りに取り入れる活動とする。

評価

・ワークシートを活用して，思考・判断の自己評価や授業構築への参考にする。

・授業のポイントをはっきりさせて，授業での見取りができるように工夫する。



研究の具体

（ ）実践例 小学校第 学年 単元名 リズムダンス

旭川市立永山西小学校 松岡 政哉

ア 授業のねらい

本単元では，誰もが 全身をはずませながら 踊れるようになることを重点として考えた。

全身が はずむ とは，はねるような動きの他に，腰を振る，ひねる，回る，大きなモーショ

ンから止まる，などの体幹を大きく動かす動きの総称と押さえる。児童には へそを動かす

ことを単元を通して一貫して意識させることで 全身をはずませる 動きにつながると考える。

単元の最初と単位時間の最初に，仲間と関わりながら心と体の緊張をほぐし，誰もがのびの

びと自分の動きを表現できる活動を取り入れた。そして，仲間と関わることの楽しさや喜びを

感じながら技能を高め合っていく学習を展開できるようにした。さらに，それらの学習を通し

て，児童がその素晴らしさを実感し，今後もダンスに親しんでいく下地を築いていくことも期

待して単元を構成した。

イ 単元の構成

単元の目標

・仲間との関わり合いを大切にしながら仲よく交流し，互いのよさを認め合うことができるよ

うにする。

・友達の動きを取り入れたり，多様な動きを考えたりすることができるようにする。

・リズムの特徴をとらえ，全身をはずませながら楽しく踊ることができるようにする。

単元の構成（ 時間）

め あ て 主な学習活動 手 だ て ・ 評 価

学習への期待と見通
しをもつ。

・学習計画と約束を確認
する。

・心と体を解放する活動
を行う。

のりのりダンス などで楽しくできそうなイメー
ジをもたせる。
運動の行い方のきまりを守り，仲よく交流しよ
うとしている。

いろいろなリズムの
特徴にあったはずみ
方があることを知る。

・レゲエ，サンバ，ワル
ツ，ロックなどのリズ
ムにあった動きをし，
違いを実感する。

教師から動きを提示し，そのまねをすることを中
心とする。
いろいろなリズムの特徴を捉えるとともに，リ
ズムが変わるとはずみ方も変わることがわかる。

ロックのリズムの特
徴をとらえ，全身を
はずませながら踊る。

・へそを動かすようにす
る。

・縦にはねるような動き，
ウン・タ の後打ち
のリズムを意識する。

先生や友達のまね 自由に踊る 交流。場を制限
して交流しやすくする。タンバリンでリズムをと
る。
ロックのリズムの特徴を捉え，全身をはずませ
ながら踊ることができる。

サンバのリズムの特
徴をとらえ，全身を
はずませながら踊る。

・へそを動かすようにす
る。

・腰を前後左右に動かす
ような動き，速いス
テップを意識する。

先生や友達のまね 自由に踊る 交流。場を制限
して交流しやすくする。タンバリンでリズムをと
る。
サンバのリズムの特徴を捉え，全身をはずませ
ながら踊ることができる。

仲間と関わり合いな
がら動きを工夫する
とともに，さまざま
なスタイルで交流し，
互いのよさを認め合
う。

・ 人組での動き方を工
夫する。

・いろいろなリズムに乗
りながら，様々な形態
で交流しあう。

学習で使用してきた曲を中心に，様々なリズムの
曲で踊る。交流は場面を設定すると共に自然発生
的なグループ化もできるようにする。
リズムの特徴を捉えている友達の動きを取り入
れたり，多様な動きを考えたりしている。



ウ 授業の実際

のびのびと踊らせるために

単元の最初と各時間の最初に心と体ほぐしの活動を取り入れた。友達と無心に楽しむこと

で，羞恥心を取り去り，心も体も高揚した状態で活動させることができた。

ワークシートを活用し，学習の途中と最後に自己評価を行った。常に学習のめあてを意識

させながら意欲を高めることができた。

仲間とともに楽しさや喜びを感じさせながら技能を高め合っていくために

， 時のリズムの特徴をとらえて踊る活動では，教師のまね 友達のまね 即興的に自

由に踊る 様々な形態での交流，という学習過程を組んだ。

・教師のまね これならできそう という安心感と見通しをもたせることができた。

・友達のまね 楽しく踊れそう という期待感をもたせることができた。

・即興的に自由に踊る 思いをのびのびと表現し，夢中になって踊らせることができた。

・様々な交流 友達のよさを認め，自分の動きに取り入れさせることができた。

技能のめあてに沿ってダンス名人を選んだり，ワークシートを活用して相互評価をし交流

する時間をとったりした。活動しながら感じたことを言語化することで，認め合い高め合

う意識をより確かなものにすることができた。

全身で弾ませるために

各時間の最初に教師が提示する のりのりダンス を行った。イメージがもてない子や即

興的に動けない子が安心して活動することができ，全員が全身ではずむことができるため

の大きな手だてとなった。

へそを動かす ために腰に のりのりベルト をつけた。先生や友達を見てへそが動い

ているとき，動いていないときの違いがはっきりと分かり，自分のへそを動かす意識をも

たせることができた。

（ ）実践例 中学校第 学年 単元・単元の内容 ダンス・現代的なリズムのダンス

旭川市立緑が丘中学校 田島 徹

ア 授業のねらい

本単元では，現代的なリズムのダンスの中でも特に， ヒップホップ を取り上げ，全体を

つのねらいをもって構成し，その特性にふれさせるように計画した。

ねらい の学習では，ロックやヒップホップなどのリズムに乗って，全身で自由に弾ん

で踊れるようにすることを課題とした。準備運動から音楽を取り入れ，リズムに乗ることに慣

れさせるとともに，グループで，体幹を意識しながら全身を動かす自由な発想の振り付けを考

えさせ，発表するようにした。

ねらい の学習では，ねらい での体幹を意識した全身の動きを生かしながら，リズム

の乗り方を含めた基本ステップの習得を課題とした。ヒップホップ特有の ダウン アップ

の動きを中心に簡単なステップやターンの習得を共通課題とした。

ねらい の学習では，ねらい で身に付けた各種のステップやターンを組み合せたり，生徒

に創作させたり最後にグループごとに発表し合うよう全体の流れを計画した。

上記のねらいを達成しやすくするために，学習全体を通して つのことに取り組ませた。

つ目は，主運動に入る前の準備運動段階からヒップホップ特有のリズムを有する音楽を使用す

ることで，リズムに乗って弾むことに体を慣れさせた。 つ目は，授業の導入段階では 教育



相談の機能を生かした仲間作り に取り組ませたり，授業の取組を振り返る場面では，班ごと

に シェアリング の機能を生かしながら自分や仲間のよさを発見させる活動に取り組ませた

りする中で，班の中でお互いのよさを認め合いながら学習を進めた。

イ 単元の構成

単元の目標

・ダンスに自主的に取り組むとともに，仲間と協力して互いに教え合ったり，よさを認め合っ

たりし，進んで練習することができるようにする。

・練習の中から自己や班の課題を発見し，その課題解決のためにアイディアを出したり，工夫

したりすることができるようにする。

・ダンスの特性や意義，創作の手順，発表や鑑賞の仕方を理解することができるようにする。

単元の構成

ウ 授業の実際

身に付けさせたい技能の明確化

体幹を使った動きを意識させた。

視聴覚機器などを用いて技能習得のポイントを明示した。

協同的，課題解決的に取り組む学習過程の構築

シェアリングの機能を生かし，班員でお互いの頑張りを分かち合い，班員同士の絆を深

めながら学習を進めた。

め あ て 主な学習活動 手 だ て

習
得
・
活
用

題
材
末
活
用

オリエンテーション ・学習のねらいや流れを
知る。

・グループ編成をする。

学習シートを用いて見通しをもたせる。
学習への見通しをもち，意欲的に取り組もうと
している。

ロックやヒップホッ
プのリズムに乗って，
全身で自由に動こう。

・リズムにのったウォー
ミングアップを取り入
れる。（生徒のアイディ
ア）

みんなで一緒に踊ったり，声かけをしたりしてい
く。
リズムに乗って元気よく体を動かそうとしてい
る。

ヒップホップダンス
の基本ステップを身
に付け，リズムに合
わせて踊ろう。

・リズムに乗った動的ス
トレッチ

・リズムトレーニング
・基本ステップの練習
・足の動き 上半身の動
き 全身の動きへ。

を使って自己の動きを把握させて，ステッ
プのポイントや練習方法を助言する。
基本ステップを身に付け，リズムに乗って動く
ことができる。
基本ステップのポイントを理解し，自己評価す
ることができる。

自分たちで基本ダン
スを組み合わせたり，
オリジナルダンスを
加えたりして互いに
発表し合おう。

・今まで身に付けた技能
を元に課題に基づいて
自分たちで振り付けを
創作する。

を使って自己の動きを把握させて，ステッ
プのポイントや練習方法を助言する。ダンスの動
画を動き作りの参考とする。
創作活動で演技構成のアイデア出し，工夫して
いる。

発表会
学習の振り返りと今
後に向けて

・各グループごとに発表
する。

・他のグループと自分た
ちの踊りの評価

・単元全体の自己評価

学習シートに他のグループへの感想や自己評価を
記入させる。
仲間の踊りやがんばりを認めようとしている。



確かな学力を保障する指導と評価の充実

技能習得のための教師の適切な支援と， 等を用いての自己評価と班員同士による

他者評価を行い，その後班の中で教え合い・学び合う場を設定した。

研究の成果と課題

本年度，旭川支部では，平成 年度の小学校の実践，および平成 年度の中学校の実践を踏

まえて，リズムダンス・現代的なリズムのダンスの学習を通して，小中の系統性をもった指導

を研究を行ってきた。

平成 年度，平成 年度の研究の成果

（小）児童の多様な動きを引き出し，みんなで踊る楽しさを味わわせる学習となった。

（中）生徒が自ら多様なステップの習得とオリジナルダンス作りを行えるための手だてが考えら

れ，協同的に課題を解決しながら技能を身に付けていける学習となった。

平成 年度，平成 年度の課題

（小）身に付けさせたい力である 全身をはずませる ための手だての弱さがあった。

（中）技能の習得が難しい生徒は最後まで意欲がもてずに終わるという課題が残った。

今年度の設定にあたっての課題

対象児童・生徒が小学校 ， 年生と中学生ということで年代差がある。発達段階大きな差

があれば，目標や学習内容にも大きな差があり，系統立てるのが難しい。

改善策

旭川支部の研究の視点である 基礎・基本の明確化と定着 友達とのかかわり，教師のか

かわり から考え，以下の 点を共通の大きな柱とした。

ダンスを楽しむための導入や教材・教具，場の工夫

児童，生徒同士が認め合い，高め合うための交流の工夫

体幹を中心とした動きを身に付けさせるための具体的な手だて

今年度 小学校の成果

導入で音楽に乗り教師も一緒になってみんなで楽しく関わる活動を行うことで，心も体も解

放してダンスに意欲的に取り組むことができた。

常にへそを動かす意識をもたせることで，学習のねらいがはっきりし，技能を習得するため

に思考・判断の規準となった。

最初は教師が主導的に関わり，誰もができる動きを提示し，そのまねから始めることで，安

心して学習に取り組み，そこから自分たちの動きの工夫を見い出していた。

様々な形式で友達と関わり合いながら即興的に踊ることで，心も体もダンスに没頭して楽し

み，お互いに認め合ったり高め合ったりすることができた。

教材・教具の活用や授業分析により，学習過程や手だての工夫を効果的に行え，子どもたち

の変容が明らかだった。

今年度 中学校の成果

・導入で体幹を意識しながら教師も一緒に自由に踊ることで，ダンスを楽しもうとする意欲と，

全身を弾ませて踊る意識をもつことができた。

・視聴覚機器などを利用することで，生徒が進んで基本的なステップを身に付けたり，グルー

プでの多様な動きを考えたりできた。



・ワークシートの活用や仲間と話し合い，教え合ったり高め合ったりすることで，みんなで踊

ることの楽しさを味わわせ，技能の向上を図ることができた。

今年度 小中連携の成果

・学習のおさえを明確にすることで，仲間と豊かに関わり合いながらダンスを心から楽しむこ

とができ，もっと踊りたいという意欲をもって学習に取り組むことができた。

・基礎・基本となる体幹を中心とした弾む動きを身に付けることができた。

・楽しみながら弾んで踊ることで，運動が苦手な子でも無意識のうちに他の単元では見られな

いような運動量をこなすこととなり，体力向上の面でも大きな成果が見られた。

・小学校で全身を弾ませる力を身に付けた児童は，中学校のダンスの学習に大きな期待と意欲

をもって臨み，よりダイナミックに体幹を使って踊り，より高いレベルで仲間と関わりなが

ら技能を向上させていくことができるという見通しがもてた。

研究の課題

・小学校のリズムダンスは，運動会で発表するダンスとして扱われたり，フォークダンスに置

き換えるように解釈されたりと，十分な指導がされていない現状がある。中学校での意欲の

低下や体幹を弾ませる技能の不十分さにつながることが予想される。

・中学校では，ステップを中心に技能に偏った指導になりがちである。簡単なステップの技能

は必要だが，まずはステップありきでは苦手な生徒は意欲がもてない。小学校の学習を踏ま

え，体幹を意識して自由に踊り，どの生徒もダンスを楽しめるようになった上で，段階的に

技能の習得に入っていくことが必要と考える。

旭川支部の今後の方向性

今年度の研究は小中の連携に絞って行った。学習指導要領を何度も読み直し，お互いにどの

ように系統付け研究できるかを探っていった。これまで旭川支部は，基礎・基本の定着 や 教

師がどのように授業に関わるか を中心に研究を進めてきた。今回の研究も技能を中心に系統

づけて見取り，そこから身に付けさせたい力をはっきりさせ， 学習内容 ， 友達とのかかわり，

教師とのかかわり を追求していった。今までの研究では小中お互いの単元で見合うだけであっ

たが，共通意識をもっての研究は今後を見通すために意義深いものであった。今後も方向性を

確認しながら系統性を探っていきたい。

また，今回の実践をもとに，リズムダンス・現代的なリズムのダンスの学習がどの学校でも

より充実していくことを期待したいと考える。
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所在地 札幌市中央区南 条西 丁目

電 話 （ ）

学校長 益 村 豊

生徒数 名

学校教育目標

豊かな知恵と心 世界にはばたく すてきな人

・自分の夢や願いにむかい 進んで学ぶ子

・相手のことも考えて ともに行動できる子

・どんなことにもくじけない 強い心と体をもつ子

特色

本校は 札幌駅周辺・大通公園・すすきの・中島公園を校区とする，札幌の中心に位置す

る学校です。平成 年度に 札幌都心部子ども関連複合施設 として建設され，しせいかん保

育園・子育て支援総合センター・ミニ児童会館が併設された，未来の学校を予感させる小学校

です。これらの複合施設と様々な部分で連携をとりながら教育活動を行っています。自慢は札

幌市内では唯一の芝生のグラウンド。子どもたちも芝生に愛着をもっており，休み時間には芝

の上を転がり回って遊んでいます。



授業の見どころアピール
体格差や技能差を乗り越えて，器械運動の楽しさや喜びに触れることができるような授業を目

指します。課題解決的な学習を通して，個人の技能向上だけでなく，人とかかわり合って学ぶ楽

しさを感じられるようにかかわっていきます。

ひとりごと
体育は好き。ボール運動は大好き。でも鉄棒やマットは…。小学生の自分はそんな子どもだっ

た気がします。今回の授業を通して，子どもたちも私も器械運動大好きと言えるようになりたい

です！

年 組 担任

学生時代は野球少年で，現在の趣

味は草野球後のビール。スポーツの

喜びを毎週味わっています。

基礎スキー 級。

第 分科会 授業

札幌市立資生館小学校

授業の見どころアピール
ゲームを通して 弾ませる，つく，投げる，渡す，受けとる などのボール操作力を高め，さ

らにゲームの楽しさを広げていけるような授業を目指します。自分の思い通りに得点した時の，

瞳を輝かせて喜ぶ子どもの姿が体育館中に満ちるようにかかわっていきます。

ひとりごと
一人でも楽しいけど，友達と一緒だともっと楽しいボールゲームの魅力に浸ることができれば

と願っています。 ボールは友達 （ キャプテン翼 で有名な名言）を心に子どもたちと楽しく

仲良く授業をつくっていきたいです。

年 組 担任

小学 年生から始めたバスケット

ボールを今も続けています。最近は

負け試合ばかりなのが悩みですが…。

体力と気力の限界に挑戦中。

第 分科会 授業

札幌市立資生館小学校



研究の概要

（ ）研究主題設定の理由

ア 本校の研究経過から

研究主題

目指す子ども像

研究副主題

目指す授業像

本校は 夢かなう学校 という教育理念のもと，開校以来 年間の教育活動が行われてきた。

夢かなう学校 とは，自分の目標や願いをもち，そこに向かって進んでいく意志をもつ子ど

もを育む学校のことである。子どもが仲間と共に学び，目標を達成する喜びを感じることで，

自分の夢に向かって自ら努力し，新しい時代を生き抜く力を育んでほしいという願いが込めら

れている。

この教育理念を達成するために，研究主題（目指す子ども像）を 夢をかなえるすてきな子

の育成 ，研究副主題（目指す授業像）を わかった できた 楽しい授業 と設定した。子

どもたちが 夢（目標や願い） をかなえようとする意志をもつには，その夢に近付くための

道筋が見えることが大切である。子どもが何か夢をもったとしてもどうすればそれが達成でき

るのか分からないままでは，抱いた夢もやがてはしぼんでしまう。自分の夢を達成するために

はどうすればよいのかを追求していく力を育むのが，本校の研究である。毎日の課題解決的な

授業を通して，一人一人の子どもが自分の課題をもち，それを追求する手だてを仲間や教師と

共に学んでいくことで， わかった できた という実感をもつことができる。学ぶ楽しさ，

達成する楽しさを実感した子どもは，再び新しい夢をもって自ら動き始める。このような子ど

もたちの姿を目指して，日々の実践に取り組んでいるところである。

研究主題

わかる できる 夢中になる体育学習

体を動かす心地よさや 動きの高まりを共に喜び合える子どもを目指して

札幌市立資生館小学校



イ 児童の実態から

本校では，スクールバスでの通学児童が多く，近隣に運動できる場所が少ないといった実態

から，運動経験が極端に少なかったり，体を動かすことに苦手意識をもっていたりする子ども

が少なからず見られる。何もない場所でつまずいて転ぶ，普通に歩いている際に人や物にぶつ

かってしまうなど，日常生活で必要な身のこなしもうまくできていない子もいる。昨年度の新

体力テストでは，反復横跳びは男女ともほぼ全学年で全国平均値を上回っているものの，それ

以外の 走，ソフトボール投げ， シャトルラン，立ち幅跳び，長座体前屈，握力，上体

起こしでは，男女ともほぼ全学年で全国平均値を下回るという結果が出ている。加えて学年が

上がるほど，全国平均値との差が拡大していく傾向にある。スポーツ少年団などに入り，積極

的に運動に取り組んでいる子はいるが，それ以外の子は日常的に運動に親しむことは少ない。

体力の低下，運動する子としない子の二極化という全国的な傾向が本校にも当てはまっている。

また，生活リズムが不規則で，学習へ向かう準備が整わないまま登校をしている児童も見ら

れる。学校生活の中でリズムを整え，運動への関心を高めるために，登校後の朝の時間を活用

して全校で体操をしたり，放課後のグラウンドを開放して体を動かす場所を提供したりするな

どといった学校一丸となった取組も進めているところである。

こうした本校の子どもたちには，体を動かすことの心地よさを伝え，動きが高まることの喜

びや，ともに学び合い高め合おうとすることの楽しさを実感させることが大切だと考えた。楽

しさ，心地よさを感じ運動する 仲間との関わり合いの中で高まりを実感する より

夢中になって運動に取り組む というサイクルを体育学習の中で経験していく中で，それ以外

の場面でも日常的に仲間と運動に親しんでいこうとする意欲をもつ子どもたちを育てていきた

い。

以上の本校の研究経過と児童の実態から，体育科の研究主題を， わかる できる 夢中

になる体育学習 体を動かす心地よさや，動きの高まりを共に喜び合える子どもを目指して

と設定した。

（ ）目指す児童像

本校の目指す子どもの姿，

自分の夢や願いに向かい，進んで学ぶ子

相手のことも考えて，ともに行動できる子

どんなことにもくじけない，強い心と体をもつ子

をもとに，体育科では以下の児童像を設定した。

自分の課題をもち，自分から運動へ取り組もうとする姿

仲間と共に学び，教え合い助け合う中で，動きの高まりや運動の心地よさを味わう姿

頭と体を働かせ，粘り強く運動に向き合って課題を解決していこうとする姿



（ ）研究の仮説

目指す児童像に迫るために以下の仮説を設定した。

個に応じた課題をもてる運動・人とのかかわりが生まれる運動に十分浸り，個の高まりとと

もに集団の高まりが達成できる学習を構成することで，一人一人の子どもが わかる で

きる を実感し， もっとうまくなりたい もっとみんなと楽しく体を動かしたい と夢中

になって運動に取り組むことができる。

（ ）研究の視点

視点 運動への意欲を高める教材化

子どもたちが誰もが 楽しそう！ やってみたい！ と運動への意欲を高める教材との

出会いを設定する。具体的には主に次の 点を重視した教材化を行う。

・自分にもできそうだという意欲がもてるルール・場等の設定

・個々の技能差を許容できる課題設定

・人と関わり合いながら運動できる学習展開

このように意欲をもって運動に浸ることができる教材化を図ることで，子どもたちは課題

をもって運動に取り組み，互いに教え合い助け合いながら共に動きを高め合っていく姿が見

られるようになる。

視点 個の高まり，集団の高まりを意識させる教師の関わり

運動場面の中では，子どもが自分の動きを客観的に認識することは難しい。教師が評価の

観点を明確にし，動きの高まりが表れた瞬間を価値付け，即時的に評価していく関わりを大

切にしていく。そうしてつかんだ個々やグループの高まり，運動のコツを交流場面を通して

全体で共有する。具体的には，学習カード，掲示物，映像機器の活用などを通して， 運動

のコツが目で見える ような交流を図る。ここで共有した学びを伝え合い教え合いながら，

子どもたちに再び運動に取り組ませていく。このような教師の関わりから 子ども同士が互い

の動きに関心をもち，仲間と関わり合い高め合いながら運動に取り組んでいくことができる。

られるようになる。



研究の具体

（ ）実践例 第 学年 単元名 用具を操作する運動遊び

ア 授業のねらい

用具を操作する運動遊びを楽しく行うための体の基本的な動きや各種の運動の基礎とな

る動きを身に付けていくことができる。

本単元では，なわ・輪・ボールの種目に限定して行う。 時間目は，一人で行う運動遊びに

思いきり楽しみながら用具に親しむことを大切にする。様々な動きがあることを確認するとと

もに，複数人で遊びを試し始める子の様子を紹介して，もっと遊びが増えそうだという次時へ

の見通しをもたせる。 時間目からは，人数を増やして遊ぶという条件を変化させ，さらに動

きを工夫して行えるようにする。子どもはどんどん遊びのレパートリーを増やしていきながら，

ねらいとする動きを身に付けていくのである。また，学習した内容を休み時間の遊びや放課後

の遊びにつなげて日常化できるようにしていきたい。そのために，遊びの工夫やよい動きを全

体で共有したり，価値付けたりして， もっとやってみたい，工夫したい。 という意欲を育ん

でいきたい。さらに，人とのつながりに仕向けていく交流をつくり，友達と楽しく関わって運

動を工夫していくことができる態度を育んでいく。

イ 単元構成

時 間

ねらい
なわ・ボール・輪を使って，
遊びにじっくり浸る。

複数人でのボール遊びを試
し 多様な動きを体験する。

複数人での輪遊びを試し，
多様な動きを体験する。

学習活動
みんなで遊ぼう！チャレン
ジランド

ボールランドをもっと楽し
もう！

フラフープランドをもっと
楽しもう！

評価の観点
と方法

【関心・意欲・態度】
・用具を操作する運動遊びに進んで取り組もうとしている。（観察・学習カード）
・運動の順番やきまりを守り、友達と仲良く運動をしようとしている。（観察・学習
カード）
・場や用具の使い方などの安全に気を付けようとしている。（観察）
【思考・判断】
・友達と一緒に運動したり用具を使って運動したりするなど、運動の行い方を選んで
いる。（観察・学習カード）
・使用する用具を変えながら、いろいろな運動の仕方を見付けている。（観察・学習
カード）
・用具を操作する運動遊びの動き方を知るとともに、友達のよい動きを見付けている。
（観察・学習カード）
【技能】
・なわ、ボール、輪などの用具を操作する動きができる。（観察）

ウ 授業の実際

なわランドでは，自由遊びの様子から，なわを回しながら走る遊び あ

や跳びや二重跳びなどに挑戦する遊び 二人組でやるなわ遊び に分け

られた。 なわを回しながら走る遊び では，走るスピードを変えて遊ぶ，

なわを回すスピードを変えて遊ぶ，いろいろな方向に転換しながら遊ぶ，

競争をする，リレーをする，鬼ごっこをする，といった工夫をどんどん考

えながら，遊びを楽しむ姿があった。

運動に浸り，自

分なりの遊びを

試して広げてい

く場



ボールランドでは， 投げる遊び 床につく遊び 転がす遊び

足を使う遊び に分けられる動きのバリエーションが活動の中で

見られた。遊びながらより高く，より速く，より遠く，より多くと

いう意識が強くなっていた。また，ボールの種類も大きいもの小さ

いもの軽いもの重いものと色々と試せるようにし，ボールによって，

やりづらいもの，やりやすいものがあることに気付きながら，遊び

を工夫する姿もあった。

フラフープランドでは， 投げる遊び 転がす遊び 回す遊び

跳ぶ遊び にあらかじめ動きを分け，よい動きを価値付けながら

遊びの種類を増やしていった（写真 ）。
写真 フラフープランド

遊びの工夫や楽

しさをみんなで

共有する場

写真 よい動きを広げる全体交流

条件設定で友達

と関わりながら

動きを増やして

いく

写真 複数人での遊び

先生，見てみて！ と自分の

試した遊びをやって見せたい子が

集まってくる。 こうやって遊ぶ

と楽しいよ！ と興奮しながら説

明する子が多く，全体交流で自分

のやった遊びを紹介させた（写真 ）。その中で，よ

い工夫や動きをどんどん価値付けていった。交流後に

は もっと新しい遊びをやってみたい 他の人がやっ

ていた遊びを試してみたい と動きをさらに広げてい

こうとする意欲をもって活動に取り組むことを期待し

て，単元を通し必要に応じて全体交流を行っていった。

また，練習が必要な技を要する動きについては，上手にできる子からコツを聞いてみたり，教

師から新しい遊びを紹介したりする場面も交流の中で，効果的に設定し，動きのバリエーション

が増えていくようにした。

遊びを考え工夫する過程の途中に， 複数人で楽しむ遊び という条件設

定を意図的に行った。友達とよりよく関わりながら遊ぶことで，遊びの楽し

さ，遊びの種類がさらに増していくことが期待できるからである。加えて，

一緒に遊ぶ相手を意識することで，用具操作がより丁寧に正確にする意識が

高まり，技能を高めることにつながると考えた。

子どもの中には，早い段階から

複数人で遊びを楽しもうとする積極的な姿が見られ，

それを価値付けしながら全体へと広げていった。 対

決・競争する遊び タイミングを合わせて用具を受

け渡す遊び 役割を決めて行う遊び 動きをそろえ

て互いに見合う遊び などが見られ，一人遊びでは体

験できない動きを試すことができた（写真 ）。



（ ）実践例 第 学年 単元名 ソフトバレーボール

ア 授業のねらい

ゲームの楽しさに触れ、助け合って運動しながら、簡易化されたゲームでチームの連係

による攻防をするためのボール操作やボールを持たないときの動きを身に付けていくこ

とができる。

本単元では，自陣に来たボールを味方同士でつないで返すことで得点が変わるというルール

でゲームを行った。相手から来たボールを 回で返した場合は 点， 回つなげてから返

すことができたら 点というように得点を設定した。また，単元の途中でも子どもたちが必要

と感じたときにはルールを工夫して，ボールをつないだり，攻撃しやすくしたりできるように

した。仲間とボールをつなげることで得点が増し，攻撃パターンの幅が広がるルールを設定す

ることで，チームで連係プレーをする必要感が生まれ，互いに教え合って動きを高め合う学び

が生まれると考えた。集団での学びの中で，ボールの方向に体を向ける，落下地点に素早く場

所を移動する，仲間が受けやすいようボールをつなぐといった個々の技能を高めることをね

らった教材化である。

イ 単元構成

時間

ねらい
ソフトバレー
ボールを楽し
む

高得点を得るために，チームで
ボールをつなげるコツをつかむ

おとり・フェイントなど相手が
とりにくい攻撃の仕方を考える

学習活動

ソフトバレー
ボールをやっ
てみよう

ゲーム
チームでつないでから相手に返
そう

ゲーム
相手がとりに
くいボールを
返そう

ソフトバレー
ボール大会を
しよう

評価の観点
と方法

【関心・意欲・態度】
・集団対集団で競い合う楽しさや喜びに触れることができるよう，ボール運動に進ん
で取り組もうとしている。（観察・学習カード）
・ルールやマナーを守り，友達と助け合って練習やゲームをしようとしている。（観察）
・場を整備したり用具の安全を保持したりすることに気を配ろうとしている。（観察）
【思考・判断】
・ゲームの行い方を知るとともに，簡易化されたゲームを行うためのルールを選んで
いる。（観察・学習カード）
・チームの特料に応じた攻め方を知るとともに，自分のチームの特徴に合った作戦を
立てている。（観察・学習カード）
【技能】
・簡易化されたゲームで チームの連係による攻撃や守備をするための動きができる。
（観察）

ウ 授業の実際

個々のボール操

作を高める手だ

て

チームの連係プレーによる攻撃を目指すためには，個々のボール操作の

向上が必要である。 時間目には，初めてソフトバレーボールに触れる子

どもたちに，ゲームを楽しむ中でボールのはじき方の指導を行った。そし

て毎時間の授業の始めに，ペアの子や同じチームの子たちと，ボール操作

の練習にゲーム感覚で楽しみながら取り組める準備活動を行っていった。



短い時間でも，毎時間一人一人の子どもが楽しみながらボールに触れることで，少しずつ片手ま

たは両手でボールをはじく感覚を身に付けていくことができた。

チームでボールをつなぐコツを

探りながら練習・ゲームを行う中

で ボールを見てないとだめだ

よ！ 見るだけじゃなくて，そっ

ちを向いておかないと。 もっと

高くあげないと間に合わないよ。 などと，運動をし

ながらチーム内で教え合いが生まれてきた。そこでの

自然な関わりを教師がその場で価値付け，全体で交流

していった。全体交流の場では言葉で動きを表現させ

るだけでなく，ボールの方向に体を向ける，素早く動

き出す体勢を整えておく，仲間がとりやすいよう高い

ボールを上げる，といった実際の動きを実演しながら，

ボールをつなげるために必要な体の使い方を共有させ

ていった（写真 ）。その後のゲームでは，自分にボー

ルが来ていない状況でも，全員がボールに対して体を

向けて，声をかけ合いながら運動する姿が見られた（写

真 ）。

ボールをつなげ

るコツをみんな

で共有する場

写真 全体交流

写真 交流後の動き

新たな意欲を生

む思考・判断の

場

チームでボールをつなぐことができるようになってきた子どもたちの次の

意識は，攻撃の仕方に向かって流れていく。 つないで返しても，相手に拾

われたらあまり意味がない。 相手がとりにくいボールを打ちたい。 とい

う思いをもって，攻撃しやすいルールを考えていった。 回だけボールを

キャッチしてよい， 回だけならボールをキャッチし移動してもよい，チー

ムで何回でもボールにさわってもよい，などの工夫が出されていった。その中から， 一人の人

が連続でなければチームで何回でもボールにさわってもよい というルールを採用した。キャッ

チという要素を取り入れなかったのは，だんだん身に付いてきたボールの落下点に素早く移動す

るという動きが消えてしまうと考えたためである。新

しいルールが設定されたことで，新たな意欲をもって

相手がとりにくい攻撃の仕方を考えるという次の課題

に向かっていった。 二人でつないでいる間からもう

一人がアタックする つないで近付いて打ちやすい

場所へ進む トスをつなぐと油断させてアタック

などの作戦を考え，教え合いながら運動に取り組んで

いく姿が見られた。

写真 つなぐと油断させてアタック



研究の成果と課題

視点 運動への意欲がもてる教材化

成果

・教材との出会いの時間を大切にし，子どもが運動に浸る時間を確保することで， もっとこ

うしたい こんなことができるようになりたい という思いをもってその後の追求活動に

向かっていくことができた。

・遊び方やゲームのルールを自分たちで考えて工夫させていくことで，主体的に運動へ取り組

むことができた。

・友達と関わりながらの運動を楽しむ姿が見られた。

課題

・ルールや遊び方の工夫で広がった動きが，授業のねらいからそれてしまった場面があった。

ルール・場などの設定，技能差を許容できる課題設定，人との関わりがある学習展開の 点

を意識した教材化を行うことで，単元を通して意欲を持続させながら運動に取り組む子どもた

ちの姿が見られた。運動に対して苦手意識がある子どもも，自分でもできそうだという意識を

もち，仲間と一緒に運動に取り組んでいくことで，たくさん汗を流していくことができた。課

題としては，運動の中から子どもたち自身に新たな課題が明確になるような学習展開の吟味を

していく必要がある。適度な抵抗感は子どもの意欲・技能向上に欠かせない。子どもの思いを

よく理解した課題設定・ルールや場の工夫を意識して教材化を行っていきたい。

視点 個の高まり，集団の高まりを意識させる教師の関わり

成果

・子ども同士が互いの動きに関心をもち，運動の中で声をかけ合いながら学びをつくる姿が見

られた。

・ 運動のコツが目で見える 交流を意識することで，多くの子どもに動きの高まりが見られ

るようになった。

課題

・集団としての高まりが，十分に一人一人の技能向上につながっていかない場面も見られた。

・限られた時間の中で効率的な全体交流にならなかった場面があった。

交流の中で，個人やグループのよさを価値付けたり，運動のコツを明らかにしたりすること

はできた。仲間との協同的な学びの中で，生き生きと運動に取り組む姿が見られた。課題とし

ては，より効率的で効果的な交流場面の組織の仕方や，集団としての高まりを，一人一人の子

どもの高まりに確実につなげていく教師の関わり方を吟味していく必要がある。子どもたちに

とって必要感があり，個の課題解決に向けた関わりを追求していきたい。



上川支部の概要

上川管内学校体育研究会（以下上学体）は，昭和 年に発足し，今年で 年目を迎える。母

体となる会員は，旭川市を除く上川管内の教員を中心に構成され，会員数は 名を数える。

上川管内は南北 と広範囲に及び，情報交換や交流が容易ではないため， 北部 中央

南部 と 地区に分け，輪番制で研究会を開催し，研究の成果を発表している。

北海道学校体育研究連盟の大会については，昭和 年に第 期研究主題 自らすすんで運動

に参加し，実践力のあるたくましい子どもの育成を目指して のもと 第 回北海道学校体育

研究大会・士別大会 ，平成 年には第 期研究主題 一人一人が健やかな生き方を求める体

育学習 のもと 第 回北海道学校体育研究大会・鷹栖大会 を開催した。平成 年には 第

回北海道学校体育研究大会・富良野大会 を開催する予定である。

研究について

（ ）研究主題設定の理由

ア 支部研究の経過から

平成 年からは，第 期研究主題を 自ら追求し，ともに学び高め合う体育学習を目指して

とし， 学習者 ・ 学習内容 ・ 教師 という つの研究の視点を柱に研究を進めてきた。

平成 年度については，視点 学習内容 に重点を置いた研究に取り組み， 運動の基

礎的・基本的 に焦点を当てた授業づくりを行った。平成 年度からは，視点 の 学習者

を重点とし，運動を通しての人との豊かなかかわり に着目して研究に取り組んだ。また，心

と体の一体化 を踏まえ，仲間や教師など 人とのかかわり を通して，思いやりや新たな気

付き，達成感を味わわせることを目指し，子どもの心に働きかけ，人間力を培う授業づくりに

取り組んできた。

平成 年度より第 期研究主題の見直しの作業に取り組んだ。見直しにあたって，今までの

研究の積み重ねの評価，新体力テストのデータ分析，会員によるアンケート調査，毎年 月に

開催される三者懇談会（上学体・北海道教育大学旭川校・北海道教育庁上川教育局）での意見

交流を行い，研究主題を模索してきた。

イ 子どもの実態から

上川の子どもの体力面であるが，平成 年度 年度の新体力テストの結果を分析したとこ

ろ，握力に関しては全国平均値を上回っているもの，走力・瞬発力・柔軟性に課題があり，特

に走力については全国平均と大きな差が見られた。これからは，これらの向上を図るとともに，

自分の身体を上手に動かすことのできる力（身体能力）を向上させる必要性が浮かび上がった。

会員アンケートからは，少年団活動や部活動などで積極的に取り組む子どもと運動に対して

研究主題
運動のよさを実感し，互いにかかわり

学び高め合う体育学習
運動に熱中し，仲間と学び合う子の育成

北海道学校体育研究連盟上川支部 当麻町立当麻小学校
発表者 教諭 中 山 敬 史



消極的な子どもとの間に，意欲面および運動技能面における二極化が生じていることが分かっ

た。また， 集団的活動 や 身体表現 などを通じたコミュニケーション能力の育成や，人

との関わりの中で基礎的・基本的を確実に身に付けることが不十分であった。そのために，体

育の授業の中で運動の楽しさを味わわせ，運動を日常的に定着させる必要性があることが分

かった。

このように，上川の子どもの体力の低下や運動への意欲面や技能面の二極化が進む要因の一

つに， 運動は楽しい という経験を味わったことが少ない子が多いからであろうと考えた。

運動の楽しさを感じさせるためには，学校体育では，子どもたちが 運動に夢中になり 熱中

する ような授業展開をしていく必要があると考える。

この運動に夢中になり，熱中する授業を構築するための要素として 運動のよさ に着目し

た。その要素は，・体を思い切り動かせる・本気になろうと思える，やってみたいと思える・

できる，わかるが実感できる・運動の醍醐味を感じるなどが挙げられる。この運動のよさを意

図的に授業の中で味わわせることで 運動を楽しい と感じ，子どもたちが運動に夢中になり

熱中し，日常的に継続して運動に取り組むようになると考える。

さらに， 他者との関わり については第 期研究主題でも研究を進めてきたところであり，

仲間と多様に関わり合う場面を設定し，協力したり，互いのよさを認めたり，励まし合ったり

しながら課題を解決し，仲間との関わりを通して，思考力・判断力・表現力，コミュニケーショ

ン能力を培っていくことが求められている。また，北海道学校体育研究連盟の研究主題でも か

かわり が強調されていることも踏まえた。

以上の点から，平成 年度より，第 期研究主題 運動のよさを実感し，互いにかかわり学

び高め合う体育学習 を研究主題として取組がスタートし 運動に熱中し，仲間と学び合う

子の育成 というサブテーマを設け，研究の方向性を具現化した。

平成 年には 第 回北海道学校体育研究大会・富良野大会 が開催される。そこでは，小・

中で全面実施された新学習指導要領の改訂の趣旨や，今年度に札幌市を中心に行われる第 回

全国学校体育研究大会北海道大会での成果を踏まえ，上学体の研究成果を全道に発信したい。

（ ）目指す児童像

ア 運動に熱中する子

運動のよさを実感した子どもの姿を， 運動に夢中になり，熱中する子 とした。学習内容

が教材によって深まり， まだ，やってみたい また，やってみたい 関わって分かった 関

わってできた などの意識が感じられる姿である。目指す姿については，発達段階によって変

わってくると考えるので，授業を構築する上で明確にする必要がある。

イ 仲間と学び合い，主体的に課題を解決する子

互いに関わり学び高め合う姿を， 仲間と学び合い，主体的に課題を解決する子 とした。

授業では，仲間と協力しながら，課題を追求したり，解決したりする姿を追い求めていく。そ

のためには，体育学習の中で，仲間と関わり高め合うような課題設定や場の設定が必要になる。



（ ）研究の視点

【視点 】 子どもが熱中する教材づくり

・単元構成の工夫 ・場や用具の工夫

【視点 】 課題解決学習を基盤とした，仲間とかかわり学び合う工夫

・仲間とかかわり解決する学習課題の設定

・課題把握，解決の見通し，追求活動，定着場面での関わらせ方の工夫

・グループ課題，個人課題の連動の工夫

【視点 】 成長や学びを実感できる評価

・ねらいを明確化した計画的な評価 ・自己評価や相互評価の工夫

・教師による適切な見取り

研究の具体

（ ）実践例 第 学年 単元名 体つくり運動

当麻町立当麻小学校 澤渡 千修教諭

ア 授業のねらい

単元を通して，様々な運動や遊びを提供することにより，自分が容易にできる運動とそうで

ない運動があることに気付かせた。そこで，どうしたら上手くできるようになるのか，課題の

設定をさせた。課題把握の場面においては，子どもの気付きを重視して子どもたち自身で課題

を考えさせるような，発問をしていった。そうすることで，子どもたちの思考を生かした課題

作りにつながっていき，より主体的な学びができると考えた。課題解決の場面では，グループ

で関わり合いながら，子どもたち自身で工夫して できた という満足感を味わわせていった。

その後は，発展として，自分達で新しい運動を開発させるなどして，自分が楽しめ，友達と一

緒に楽しめるような運動に発展していくことができるように考えた。

そのような願いを達成するために，一人で行うもの，ペアで行うもの，小グループで行うも

の，クラス単位で行うもの，様々な形態を活用し活動に取り組ませた。また，それに似合った

場作りなどの工夫もしていく必要があると考えた。物やスペース，仲間とのかかわりなど多く

の工夫を取り入れた。

始めのうちは，習得させたい運動に効率よく取り組むために，教師主導の授業展開になるこ

ともあったが，運動を習得した後には，それらを使って児童が主体的に活用しながら活動にで

きるような授業展開になった。



イ 単元構成（ 年間を通して 時間扱い 時間 前半 時間 後半）

学習
内容

評

価

態
思
技

ウ 授業の実際（本時 時間目）

過
程 授業の流れ 教師の指導・支援 形

態
留意事項
評価

課

題

把

握

解
決
の
見
通
し

課
題
追
求

課
題
解
決

・準備運動をする。
・今までやってきた運動をする。
・ボールを使って活動する。
・長なわを使って活動する。
・運動を生かして，課題をつくる。

・今まで行ってきたことを組み合わせ
て，体を動かしながら活動を考える。

種目内容例
・長なわをしながらキャッチボール
・フープを投げて，ボールを通す。

・実際にやってみて，面白いと感じら
れる活動を生み出させる。

・同じグループの人たちと，上手にで
きるためのアイディアを出し合う。

・簡単な記録会をする。
・今日の気付きと自己評価を行う。

・次回，どんな活動をするのか見通し
をもつ。

・上手にできているのか，子ども
たちに確認しながら各グルーブ
を回る。

・今までの活動より発展的内容に
なるように配慮する。

・今までにやったことがないよう
な，発想が出るよう投げかける。
・組み合わせがいろいろあること
を考えさせる。
・友達のよさを見付けさせながら，
活動させる。
・上手にできるように，コツを話
し合わせたり，教えたりする。
・自分の気付きと友達のよいとこ
ろを，両方視点をもつ。
・今までの頑張りが生きるような
内容にする。

全

グ

全

既習の活動
が生きるよ
うにする。

今までの運
動を生かし，
工夫した発
想を出すこ
とができた
か。（思考・
判断）
【観察】

グループの
合計だけで
なく，クラ
スの合計も
出し，全体
の記録も意
識させる。

今までやった運動を組み合わせて 熱中できる動きをつくろう！今までやった運動を組み合わせて 熱中できる動きをつくろう！

多様な動きをつくる運動多様な動きをつくる運動

多様な動きをつくる運動多様な動きをつくる運動

体を移動
する運動
体を移動
する運動

用具を操
作する運
動

用具を操
作する運
動

基本的な
動きを組
み合わせ
る運動

基本的な
動きを組
み合わせ
る運動

体のバラ
ンスをと
る運動

体のバラ
ンスをと
る運動

力試しの
運動
力試しの
運動

体
ほ
ぐ
し
の
運
動

体
ほ
ぐ
し
の
運
動



【視点 】子どもが熱中する教材づくり

普段の休み時間で使っているものを用いたことが有効であった。そのことにより，体育の授

業での体験が，日々の活動に生きて新たな発想が生まれ，日常の運動化にも役立った。また 自

分たちで見付けた動き をすることで，より意欲的に運動に取り組むことができた。

【視点 】課題解決学習を基盤とした，仲間とかかわり学び合う工夫

試しの運動から，自分たちで課題 ボールとなわとびを組み合わせて，熱中できる動きをつ

くろう！ をつくり，活動への意欲化や明確な目的意識化へとつなげた。課題設定後，実際に

どんな動きができるのか試行した。その後，見付けた動きの意見交流を行い，その中で 長な

わを二人で跳びながら，ジャンケンをしたい！ という意見に全員がまとまり，グループごと

にその運動に取り組んだ。授業者は，その動きができているか，役割分担は適切かを確認しな

がら各グルーブを回った。その動きをほとんどの子ができていたので， 長なわを二人で跳び

ながら，なわの中でボールを何回パスできるか というステップを上げた運動課題に取り組ん

だ。これは， むずかしいそうだけど，できそう と感じる動きで，グループの活動がより生

き生きとし，熱中する度合いのギアが一つ上がったように感じた。この動きは，単純ではある

が，回し手と跳び手の呼吸や声かけが合わないと続かなかった。しかし，うまく跳べない子も，

汗をかきながら，熱中している様子が伝わってきた。上手にできるように，コツを話し合わせ

たり，教えたりする姿も見られた。また，課題追求場面では，グループでの活動となり，運動

を長く続けるために，友達と教え合ったりする姿や，互いに声を掛け合う姿が見られたが，あ

まり，上手にできない子も，失敗しながらも運動に熱中していた。課題としては，グループに

よっては，グループ内の役割が明確ではなかったため，

ずっと跳ぶ人やなわを回す人がいてしまったことが挙げ

られる。また，グループ課題の設定についてであるが，

一つの運動にグループで取り組む時間をたっぷりと確保

した上で，運動に熱中させないと，グループ課題が浮か

び上がってこないことが分かった。

【視点 】成長や学びを実感できる評価

課題解決場面において，今日の気付きと，友達のよかった点やまねしたい点を発表した。そ

の相互評価によって，友達のよい面やがんばりが形として見られて，学びを実感することがで

きた。また，動きのよいグループを教師が取り上げて褒めることで，学ばせたい動きを共有し

価値付けすることにつながった。

（ ）実践例 第 学年 単元名 タグラグビー

当麻町立当麻小学校 中山 敬史教諭

ア 授業のねらい

ボール運動の領域では，既習経験などによって得手・不得意があったり，ボールを扱う技能

面の難しさがあったりすることから，ゲームの中でボールに触れることができない児童がいる

ことがあった。タグラグビーは，全員攻撃・全員守備が基本で，簡易的なルールにすれば前述

のことを解消できる児童にとって易しい教材であり 攻撃はパスとランで地域を進め，守備は

タグを取ることで安全性を確保できた。また，全力でグラウンドを走り回ることで運動量を確



保できた。

本単元では，タグ取り鬼ごっこ，ボール集め競争，円陣パス，対面パスなど，基本技能を向

上させるための練習を毎時間取り入れ，タグラグビーの試合で必要な技能を学ばせていき，全

員が試合に参加することを大きなねらいにした。そうすることで，全員が運動のよさを実感す

ることにつながると考えた。

ゲームにおいては，トライ（点数をとる）経験を味わわせるために，攻撃に関する作戦を立

てることができるように授業を構成した。特に，ボールを持つ人の動きである タグを取られ

てからパスをする ことと，ボールを持たない人の動きである （ボールを持つ人が）タグを

取られたら，後ろから走り込む ことを重点にした。パス回し，攻めの陣形，クロス，フェイ

ク等の動きによる得点は，プレイの幅が広がるが，全員が習得することが難しいこともあり，

試合でそのような動きが出てきたら，取り上げていきたいと考えた。

ルールについてはスローフォワード・簡略的なオフサイド， タグなどゲームの中核となる

事項は定めておくが，児童の慣れや技能の向上に合わせ易しいルールから児童の実態に合った

ルールへと話し合いを通して決定していくようにした。そして，ゲームではチームのめあてか

ら自分のめあてを考え，その達成のための作戦や練習方法を自分達で考えられるようにして

いった。

単元構成（ 時間扱い）



ウ 授業の実際（ 時間目）

過
程 授業の流れ 教師の指導・支援 形

態
留意事項
評価

課

題

把

握

課

題

追

求

課

題

解

決

チームごとにタグベルトとタグを
つけ準備運動
人タグ取り遊び
ドラキュラ鬼ごっこ

前時の振り返り
対 をやってみよう！

・前に進まないな
・なかなか点数を決められない

・持つと，スピードを出してボール
をもらえばいいよ。

・ボールを持っている人の後ろを走
ればいいよ。

コピーラン
コピーラン ホイッスル
後ろから走り込みパスをもらう練
習

対 をやってみよう！
・間を簡単に抜けられたよ！

学習の振り返り
・今日の学習で上手くできていた人
や見付けた動きを発表する。
後片付け

・タグを取った時の確認をする
・タグを取った時に，大きな声で
タグ と言うことを確認。

前回はどんな学習をしました
か？

後ろから走り込みボールをもら
う際に， 右・左 と自分がど
ちらにいるか声をかける。
パスは，短いパスをする。
トップスピードでパスをもらう。

ペ
全

全
グ

全

グ

グ

全

ボールを持っ
たら，タグを
取られるまで
走ることの確
認。

ボールを持た
ない人の動き
が大切なので，
上手にできて
いる人を見付
けて，模範演
技をさせてイ
メージ化させ
る。
ボールを持っ
ている人を追
いかけて，走
りながらボー
ルをもらうこ
とができる。
（技能）
【観察】

タグをとられた人の後ろから走り込んでパスをもらおう！タグをとられた人の後ろから走り込んでパスをもらおう！

（ボールを持った人がタグを取られて，その後，フォローの
人は）どのようにボールをもらえばよいだろうか？
（ボールを持った人がタグを取られて，その後，フォローの
人は）どのようにボールをもらえばよいだろうか？



【視点 】子どもが熱中する教材づくり

身に付けさせたい動きを 攻撃重視 にしたために，得点が入りやすくなり，どの子もトラ

イを経験する喜びを得ることができた。グループ対抗戦では，同じ子ばかりトライしないよう

に，トライを決めた子は，誰かがトライする人が出るまで休みとした。

【視点 】課題解決学習を基盤とした，仲間とかかわり学び合う工夫

単元を通して，グループ学習を中心に活動し，協力して学習課題やグループの課題を達成す

ることができた。試合では， チーム全員の力で点数をとる！ を合い言葉に，作戦はチーム

内での役割分担をはっきりさせた。そうすることで，個人の課題が明確になり，個人課題を達

成することがチームの勝利へ結び付くようになった。

【視点 】成長や学びを実感できる評価

毎時間，友達のよい動きやがんばった人を見付け，相互評価をすることで，成長を実感した

り，意欲をもって取り組んだりすることにつながった。

成果と課題（ 成果 課題）

【視点 】子どもが熱中する教材づくり

どの学校でも使用されている教具に一工夫を加えて実践することが，運動の日常化へつな

がっていく。

運動のよさを実感した姿を， 運動に熱中している とするが，運動に熱中しているかどう

かを客観的に測るものさしが必要となってくる。現在は，教師の主観でその姿を見取ってい

るので，具体的な検証方法を検討していく必要がある。

【視点 】課題解決学習を基盤とした，仲間とかかわり学び合う工夫

個に応じた学習課題を設定することで，全員が運動のよさを実感させることができる。

グループ課題の設定のためには，その運動に対して十分にグループで取り組む時間を確保す

ることが前提となる。また，達成可能な課題を立てることができるようにする必要がある。

グループ内での役割分担を明確化しておくことで，グループがより高まりやすい。

課題追求場面で，技能ポイントを指導したい場合は子どもたちを一度集めて，模範となる子

の動きのどこが良いのかを思考させることが，個やグループの高まりのために必要である。

【視点 】成長や学びを実感できる評価の工夫

相互評価においては，ネームマグネットを用意することで，自分の立場がはっきりとし，進

んでよいところを見付けることができる。

よい動きや考えを進んで教師が取り上げ価値付けすることで，子どもたちの相互評価をする

観点がはっきりとしてくる。

学習カードによる自己評価であるが，低学年においては簡易的なものにしないと，時間がか

かり，運動量の低下につながるので，工夫が必要である。





第 分科会 札幌市立上野幌中学校



所在地 札幌市厚別区上野幌 条 丁目

電 話 （ ）

学校長 下 山 信 弘

生徒数 名

学校教育目標

明日をきり拓く たくましく 心豊かな生徒の育成

・創造的な高い知性を育てる

・豊かな感性とあたたかな心を育てる

・たくましいからだと強じんな意志を育てる

特色

札幌市南東部，野津幌川，三里川に囲まれた，野幌森林公園に続く野幌丘陵にある落ち着い

た住宅地に位置しています。札幌市内で 番目の中学校として開校し，今年で開校 年目を迎

えました。明るく純朴な生徒が多く，生徒会活動や部活動などに一生懸命取り組んでいます。

北京オリンピック体操男子団体銀メダリスト，坂本功貴選手の出身校でもあります。



授業の見どころアピール
本校では，昨年度から男女共修で柔道授業をスタートさせました。運動を苦手に感じている生

徒もいますが，互いに励まし合いながら授業を進めています。クラス全員が同じ目標に向かって，

それぞれの役割を担いながら課題を解決していくことができる授業を目指しています。生徒の健

やかな成長につなげられるような，ご意見をいただきたいと思っています。

ひとりごと
柔道を経験したことがなく， 年前に初めて柔道着を着ました。部活動指導をしながら受け身

ばかりを 年間練習していた頃は練習が長く感じましたが，やっと投げ技を教えてもらった時，

初めて 楽しい と感じることができました。限られた 時間の授業で一人でも多くの生徒が 柔

道って楽しい と感じ，柔道に興味をもってほしいと願っています。

年 組 担任

男女バドミントン部 顧問

陸上競技審判

基礎スキー 級

柔道初段

第 分科会 授業

札幌市立上野幌中学校

授業の見どころアピール
中学校 年生で男女共修の 創作ダンス の授業を行います。世間では， ダンス リズ

ムダンス が注目されていますが，仲間とともに創りあげていく創作ダンスの魅力を発信できれ

ばと思います。テーマは 命 です。

ひとりごと
自然の中で活動する経験をもっと学校教育に取り入れられたらと感じています。山の学校，海

の学校，その地域に根ざした自然体験活動が，子どものたくましい心や体を育むきっかけになる

ような気がしています。みなさんは，どう思われますか？

年 組 担任

サッカー部 顧問

札幌市中体連事務局次長

第 分科会 授業

札幌市立光陽中学校



研究主題

未来へつながる保健体育学習

自ら，仲間と高め合いながら，心と体をはぐくむ生徒の育成

札幌市立上野幌中学校

研究の概要

（ ）研究主題設定の理由

ア 本校の研究経過から

本校では，開校以来 心豊かな生徒の育成 開かれた教

育と開かれた学校 地域に根ざした学校 の実現を目指し

てきた。

平成 年度からの研究では，生徒の実態アンケートをとっ

たところ，以下の点が明らかになった。

育っているところ まじめさ・素直・授業に集中できる・

一生懸命学習するなど。

育っていないところ 自分から進んでやるという生徒が少

ない 自立心が育っていない 指導されるのを待っているなど。

そこで生徒が，自主的・意欲的に行動できる場面を多く設定する研究を行った。生徒のアン

ケートでは，当初の自分と 年過ぎた自分を比較し， 成長した を実感している生徒が多かっ

た。しかし，自分は成長したかもしれないが，友達を認めたり，さらに自分を高めたりしよう

とする努力が不足しているということが課題として上げられた。

平成 年度から 互いに認め合い，高め合う生徒の育成 を研究主題として設定した。具体

的には，全学年が一斉に学活で 自分を成長させるために の資料を活用し，年 回 どれだ

け自主性や自立性が育ってきたか、自分を振り返る場面 を設定した。また，各教科・総合的

な学習の時間・生徒会活動・部活動等で自主自立を促すような働きかけをした。その結果，

月時点で描いた 自分の姿 に近付いたと感じている生徒の増加率が高く，研究主題に迫るこ

とができた。平成 年度からは 互いに学び合い，表現できる

生徒の育成 を研究主題とし，学校生活を含め，自分自身の考

えや意見を表現できる生徒を育てるための授業の構築に取り組

んでいる。

保健体育科では，未来に生きる子どもたちに健やかな心身

の育成を図るとともに，生涯にわたって健康を保持増進し，

豊かなスポーツライフを実現させることが重要であると考え

研究主題を設定した。授業の中で生徒が自主的に学習に取り組むとともに，お互いの関わりの

中で学習をより深められる指導法を模索し，自ら進んで運動やスポーツに親しむ資質や能力を

身に付けさせることを目指して研究を進めている。

写真 陸上記録会より



イ 生徒の実態から

本校は札幌市南東部，野幌森林公園に続く野幌丘陵に

位置し，野津幌川，三里川の流れをもち，緑と広い青空

をもつ恵まれた自然環境の中，落ち着いた住宅地域にあ

る市立中学校である。本校は平成元年に札幌市内で 番

目の中学校として開校し，今年で開校 年目を迎える。

明るく純朴な生徒が多く，生徒会活動や部活動など，様々

な活動に一生懸命に取り組んでおり，大きな成果を上げ

ている。

本校の生徒は学習にしっかりとした態度で臨むことが

でき，計画的な学習習慣が身に付いている生徒が多い。保健体育の授業でも用意や整列が早く，

活動そのものはスムーズにできる。体育系の部活動の加入率も高く，運動に対して興味・関心

をもつ生徒が多い。しかし，運動に対しての思考が足りない。短距離走では，ただ走っている，

バレーボールでは来たボールをただ返すだけなどの生徒が多いように感じる。

このような実態を踏まえ，運動に対しての 学ぶ力 を育むような授業展開を実践した。た

だ運動をするのではなく，個，グループ，全体で思考を取り入れて学習に取り組むようにした。

そこには，教えなければならない基本的な技能もあり，基礎・基本として教えながら，思考

する場面を適宜入れ，少しずつ 心と体で行う体育活動 に変容しつつあるところである。

（ ）目指す生徒像

体を動かすことは人間にとって 生きる力 の一つである。生涯にわたって生き生きと運動

やスポーツに親しむには，運動する楽しさや喜びを味わうことが上げられる。これは，各運動

において体の動かし方を理解すること，仲間と一緒に考えたり，活動したりして達成感や成就

感を味わうことなどが上げられる。そのような活動を通

して知・徳・体が身に付き，豊かな心と体が育まれてい

く。日常生活でも仲間と協力する場面が数多くある。以

上の点を踏まえ，目指す生徒像を， 自ら，仲間と高め

合い，豊かな心と体を育む生徒 とした。

写真 球技大会より

写真 体つくり運動の授業



（ ）研究の仮説

互いに学び合う中で，考えたことを表現することにより
生徒は豊かな心と体を育むことができる

本校では，単元を通して，または 時間の授業の中で生徒が考

えを表現し，豊かな心と体を育む学習を目指している。気付きや

発見（これはすごいな，こうやればいいのかななど）があり，そ

れを表現することを繰り返すことで，豊かな心と体が形成され，

生涯にわたって運動に親しんでいく生徒を育てることができると

考えている。

授業実践に当たっては，前学年，前単元，前時で学んできたこと，課題の把握などが必要で

あり，これらを踏まえた授業展開を工夫する必要がある。

また，互いに学び合い，高め合い，考え合えるような場面も設定していかなければならない

ため，生徒にそれらの視点も明確に示していく必要がある。

教師，生徒，教材から，学び合う手だてを模索していくことが豊かな心と体を育むことにつ

ながっていくと考え研究の仮説とした。

（ ）研究の視点

視点

生涯スポーツにつながる

教材の開発・工夫

視点 は単元を通しての視点である。

生徒の実態把握

身に付けさせたい技能の明確化

興味関心・個に応じた教材

運動との出会いや場の工夫

生涯スポーツへの視点

評価規準・評価方法

視点

課題解決的に取り組む学習過程の構築

視点 は主に本時についての視点であ

る。

学習課題の把握

試行活動

個人課題の設定

追求活動

評価活動



研究の具体

（ ）実践例 第 学年 単元名 柔道

ア 授業のねらい

柔道は，自身の力を最大に生かし，競技だけでなく様々な場面で有効に使うという意味をも

つ 精力善用 と，他者を敬い感謝することで，互いに協力し高め合うという意味をもつ 自

他共栄 という考え方から成り立っている。練習や試合を共に行う相手への敬意を表す 礼法 ，

相手の動きの変化に対応して行う 投げ技 や 固め技 ，自身を守る 受け身 など，それ

ぞれの学習内容には集団として学び合い，高め合うことができる要素が含まれている。学習を

通して，日本古来から伝わる武道の精神を学ぶとともに，運動の楽しさや仲間の大切さを感じ

ることを単元のねらいとした。

【単元の目標】

（ ）次の運動について，技ができる楽しさや喜びを味わい，基本動作や基本となる技がで

きるようにする。

・柔道では，相手の動きに応じた基本動作から，基本となる技を用いて，投げたり，抑

えたりするなどの攻防を展開すること。 【技能】

（ ）武道に積極的に取り組むとともに，相手を尊重し，伝統的な行動の仕方を守ろうとす

ること，分担した役割を果たそうとすることなどや，禁じ技を用いないなど健康・安

全に気を配ることができるようにする。 【態度】

（ ）武道の特性や成り立ち，伝統的な考え方，技の名称や行い方，関連して高まる体力な

どを理解し，課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。

【知識，思考・判断】

視点 ） 生涯スポーツにつながる教材の開発・工夫

技の理解を助ける教具

バンドや十字パットを使用することで，体さばきを考える上で思考の流れを分かりやすくす

る。

技のつながりを意識した単元構成

支え釣り込み足 膝車 体落とし

安全な授業を目指して

合言葉 のような安全確認の仕方を徹底する。

効果的な受け身の学習

フラフープを使い，転がる方向がより分かりやすくなる。

視点 ） 課題解決的に取り組む学習過程の構築

思考が見える学習プリントの作成

各技を自分が，グループがどのように考えてきたかを振り返ることができる。

交流サイクル，表現方法の工夫

個人 グループ 全体 個人に戻り確認修正



イ 単元構成 ウ 授業の実際（ 時間目）

正座 黙想 座礼 教師による指示

で一斉に行うため，伝統文化に触れる雰

囲気ができていた。

写真 受け身の学習

後ろ受身から横受け身を行った。フラ

フープを使うことにより自然な受け身の

形になっていた。安全確認も前時の学習

が想起されていた。

写真 バンドを使用しての支える位置確認

バンドを使用して支える位置を確認す

ることができ，生徒にとって分かりやす

かった。また，十字パットを使い，効果

的に投げる体さばきを考える手助けと

なっていた。 相手を自分のほうに引く

相手の足より後ろに回す などの言葉

が個々に出ていた。

時間 学 習 活 動

サーキットトレーニング

柔道の歴史・オリエンテーション

柔道衣の着脱 礼法

サーキットトレーニング・礼

運動場の安全確認方法（右・後ろ大股

歩分安全確認する）

本けさ固め

サーキットトレーニング・礼

後ろ受け身

仰向けのまま受け身の瞬間の正しい

頭・手の位置を確認

長座から

しゃがんだ姿勢から

手押し相撲から

フラフープを使った受け身

サーキットトレーニング・礼

前時の復習 崩し 方向

横受け身

フラフープを使った横受け身の練習

組み方（釣り手・引き手）の方法

膝立ちからの右方向への崩し・受け身

サーキットトレーニング・礼

フラフープを使った受け身の確認

支え釣り込み足

技の確認（ ）

体さばきを十字パットで確認

（本時）

サーキットトレーニング・礼

フラフープを使った受け身の確認

前時の復習

膝車

技の確認（ ）

体さばき・支える部分の確認

（バンド）

グループで体さばきを考え，ワーク

シートに記入

成果発表



実際にやってみて確かめているグルー

プが多かった。その中でいくつかの体さ

ばきが出てきたグループはより効果的な

ものに絞るのに苦労していたところも

あった。前時に行った支え釣り込み足と

の違いについて足運びから指摘している

生徒も数名おり，気付きが助長される流

れになっていた。

写真 ペアで実際に体さばきを行う

他のグループの発表を聞き，自分たち

の考えた体さばきがどうだったか比較で

きている生徒も数名いた。

各技の達成度が分かるように横棒グラ

フにし，色を塗っていった。ポイントと

なる言葉や考えに対して教師がアンダー

ラインを引いたり，印をつけたりしたた

め，生徒への各技の視点を見付ける手助

けや，振り返りに役立った。

授業のまとめの部分は気付いたこと，

工夫したこと，次への課題など毎回書い

ていった。

写真 学習プリントでの振り返り

サーキットトレーニング・礼
フラフープを使った受け身の確認
前時までの復習
支え釣り込み足
膝車

きまり練習
（制限時間、投げた後の対応方法、勝敗
の判定方法）

サーキットトレーニング・礼
体落とし
技の確認（ ）
十字パットで足の動きを確認
成果発表

サーキットトレーニング・礼
フラフープを使った受け身の確認
前時までの復習（グループ）
支え釣り込み足
膝車
体落とし

まとめの練習



（ ）実践例 第 学年 単元名 体つくり運動

ア 授業のねらい

自分の体力を分析し，その高め方を知り生涯のスポーツライフに生かすことが単元のねらい

である。

【単元の目標】

（ ）次の運動を通して体を動かす楽しさや心地よさを味わい，健康の保持増進や体力の向

上を図り，目的に適した運動の計画を立て取り組むことができるようにする。

・体力を高める運動では，ねらいに応じて，健康の保持増進や調和のとれた体力の向上

を図るための運動の計画を立てて取り組むこと。 【運動】

（ ）体つくり運動に自主的に取り組むとともに，体力の違いに配慮しようとすること，自

己の責任を果たそうとすることなどや，健康・安全を確保することができるようにす

る。 【態度】

（ ）運動を継続する意義，体の構造，運動の原則などを理解し，自己の課題に応じた運動

の取り組み方を工夫できるようにする。 【知識，思考・判断】

視点 ） 生涯スポーツにつながる教材の開発・工夫

効果的に運動を学ぶ展開の工夫

評価規準を明確に

視点 ） 課題解決的に取り組む学習過程の構築

多彩な運動種目の提示

科学的な根拠から運動を選んだり作ったりすること

ペアで協同的に考えていくこと

イ 単元構成 ウ 授業の実際（ 時間目）

自分の体力を分析する場面では，同じ課題をも

つ生徒同士で集まり，前時紹介した運動をもと

にしながら運動を組み合わせたり新しく作った

りした。人との関わりの中では，ペアでなわ跳

びを跳んだり，柔軟体操をする時に 呼吸を合

わせる 大切さに気付いた生徒も数名いた。

女子と男子では気付きの違いもあり，交流が

活発に行われて

いた。各自が

作ったトレーニ

ングは通年で行

い，体力の伸び

を実感させてい

きたい。

写真 ペアでの運動

時間 学 習 活 動
自分の体力を知る
自分の体力を知る

柔軟性を高める運動
巧みな動きを高める運動

力強い動きを高める運動
動きを持続する能力を高める運動

（本時）

自分の体力分析
足りない体力を高める運動を選ん
だり作ったりする。

足りない体力を高める運動を選ん
だり作ったりする。
脈拍と関連付けて，自分に合って
いるかどうか確かめる。

オリジナルサーキットを発表する。



研究の成果と課題

【研究主題】

未来へつながる保健体育学習

自ら，仲間と高め合いながら，心と体をはぐくむ生徒の育成

これまでの実践から，気付かせる・発見させる手だてはできて

いたか，考えたことを表現させていく授業展開になっていたか，

授業後に学ぶ力や豊かな心や健やかな体を育むことができている

かなどを検討し，本校保健体育科の研究について成果と課題を明

らかにしていきたい。

（ ）気付かせる・発見させること

気付いたり発見したりすることの基本には，運動に関する知識や技能が必要である。例えば

柔道の実践で膝車とはどのような技なのかということを知らなければその崩しの思考は出てき

にくい。授業では映像を使って確認することで気付きや発見につながった。体つくり運動の授

業では，どの体力を高める運動なのかを知らなくては適切な運動を選ぶこともできず，作るこ

ともできない。まずは，思考のヒントを与えることが大切になってくる。教具については， 何

のために，どう使うか という視点が必要であると考えている。

（ ）考えたことを表現させる授業展開

柔道の実践では，各班で考えた崩しについて掲示し，全員が見ることができるようにした。

それに新たな考えを付け加えていくことで，深めた考えを表現していくということにつながっ

た。体つくり運動の授業で作ったオリジナルの運動を毎時間，ウォーミングアップとして行っ

ているが，どんどん改良を加えたり，強さや回数を調節できたりする生徒が出てきている。そ

の姿はまさに考えたことを表現しているといえる。しかし，そのような生徒は，まだ一部であ

るため，そのような姿を取り上げ，交流させていく授業展開が今後は必要であると考える。課

題に対して個での気付き グループでの気付き 全体での交流 個での確認や修正といった課

題解決の手だてを使っていくことが必要であると感じた。

（ ）豊かな心と体を育む 評価の充実

豊かな心と体を育んでいるかを見取るには，明確な評

価規準の設定が必要である。その手だての一つに学習プ

リントがある。今後，思考や，変容していく姿が見える

ような構成の工夫などが必要であると考えている。

写真 学習プリントでの振り返り



釧路支部の研究について

（ ）研究主題設定の理由

平成 年 第 回釧路大会における成果と課題を受けて，平成 年度から 運動の魅力を実

感し，夢中になって活動する子どもを目指して と研究主題を設定し， 学び方 基礎技能の

定着 かかわり を視点として研究を行ってきた。その結果，単元や単位時間の学習の中で，

意欲的な学習活動や仲間とのかかわりを通し，子どもたちが基礎技能を習得し，定着させてい

く姿から研究の成果を確認することができた。

平成 年度の全道統一研究主題 自らかかわり，高め合う体育活動の創造 を受け，釧路支

部では研究主題の見直しを行った。その結果，全道統一研究主題の方向と本支部の研究の方向

は合致するとの見解に至った。そこで， 年間の積み重ねを生かして，これまでの課題を解決

する研究を実践するとの方針から，研究主題はそのままとし，さらなる実践の積み重ねをする

こととした。さらに平成 年度からは，新学習指導要領で示された 生涯にわたって運動に親

しむ資質や能力の育成 を実践しているかどうかを検証していくことが重要であるという認識

に立ち，釧路支部の研究の全体構想（図 ）を立脚点として研究を再スタートした。

研究主題
運動の魅力を実感し

夢中になって活動する子どもを目指して
子どもの思考・判断の流れを踏まえた言語活動の充実

北海道学校体育研究連盟釧路支部 釧路町立別保中学校
発表者 教諭 所 桂太郎



（ ）研究仮説

年間のカリキュラムに基づいて計画した各単元において，科学的な認識学習，個に応じ
たスモールステップやねらいに合ったゲーム，具体的なねらいのあるペア・グループ学習を
取り入れれば，子どもの運動への志向性は高まり，意欲的に学習に取り組むであろう。

（ ）研究の視点

視点 教師と子どもが運動特性をとらえ，学習のねらいを明確にする

領域ごとの 年間のカリキュラム試案作成

釧路支部では平成 年度より，小学校と中学校の 年間をつないだ領域あるいは種目ごとの
カリキュラム試案を作成している。 年間を見通すことによって，児童生徒の発達段階に見合っ
た授業の計画を立案し，系統的に指導を行うことをねらいとしている。
機能的特性，子どもからみた特性と子どもの実態を重視した授業計画

年間のカリキュラムを基に，学年の発達段階を考慮しながら機能的特性に毎時間触れるよ
うな活動を目指して単元計画を立てていく。ここで憂慮すべきことは，子どもの実態や子ども
から見た特性が機能的特性のよさを損なう可能性があるということである。そのため，学習前
に取り上げる種目の学習経験やその運動・スポーツの好嫌度とその理由，興味，関心などを調
査し，単元計画に生かしていく。
視点 学習の目標を達成するための言語活動の充実

わかる 授業づくりのために

全ての児童生徒が認識学習に関する目標を達成するために，単元や子どもの実態に応じて手
だてを工夫する。

・運動の原理，技術構造，技術のポイントなどの整理と提示資料の工夫
・教具の工夫
・視聴覚教材，機器の活用
・学習ノートの工夫，活用 等

できる 授業づくりのために

全ての児童生徒が できそうだ できた と感じながら学習を進め，運動学習に関する目
標を達成するための手だてを工夫する。

・スモールステップを取り入れた教材の工夫
・動き作り ドリル タスクゲーム
・場の工夫
・スポーツミラーなどのフィードバック装置の活用 等

かかわる 授業づくりのために

全ての児童生徒が，お互いに関わり合うことが 楽しい 効果がある と感じることがで
きるような手だてを工夫する。

・ペア学習，グループ学習の効果的な活用
・技能や子どもの個性を生かすグループ編成
・アドバイスする方法や補助の方法の丁寧な指導
・グループ内での役割分担の明確化 等



研究の具体

（ ） 実践例 第 学年 単元名 バレーボール おえ！ひろえ！つなげ！めざせ

ところカップ制覇！

釧路町立別保中学校 第 学年 授業者 所 桂太郎

ア 単元を構成するにあたって

学習前に競技経験や運動，スポーツの好嫌度とその理由・興味・関心などをアンケート調査

し，授業計画に生かした。生徒への事前アンケートの結果， バレーボールを楽しくないと感

じる場面 として多かったのは，以下の 項目であった。

ボールに触ることができない パスがつながらない 周りから文句を言われる

このような生徒の実態を考慮しつつ，バレーボールの機能的特性に毎時間触れることがで

きるように， 年間のカリキュラム試案（釧路支部作成）内で位置付けている 小学校高学年

及び 中学校 年生 の体育的学力を参考にして単元を組み立てた。

イ 単元構成

単元目標

ボールの落下点に入り，オーバーハンドパス，アンダーハンドパスを使って味方にパスが

できるようにし，仲間同士でアドバイスをし合えるようにする。また，個人やチームの課題，

ボールをつなぐためのポイントなどを考え 工夫して学習に取り組むことができるようにする。

単元指導計画（全 時間）

時 学 習 内 容 思考の流れ 留 意 点

試しのスキルテスト・試しのゲーム
オリエンテーション
チームミーティング

ラリーが続かないな… ・ビデオ撮影をする。
・ を活用して比較

動き作り（基本の技の習得）
スキルアップドリル
・ネット越えアンダー（オーバー）ハンド レシーブが難しい…

・試しのゲームのラリー数を
伝える。
・技能目標やドリルの進め方
を理解できるようにする。

スキルアップドリル
・ネット越えアンダー
（オーバー）ハンド
ドリルゲーム
・全員タッチパスゲーム
ファーストキャッチ

タスクゲーム
・ 対 キャッチバレー
ファーストキャッチ

キャッチを入れよう！

ボールが来る前の
準備をしておこう！

でも，今度はパスが
つながらない…

・ ボールを持たないときの
動き （名前を呼ぶ，オーライ
等の声かけ，基本の構え，落下
点への素早い移動）の重要性
に気付くように促す。

スキルアップドリル
・ネット越えアンダー
（オーバー）ハンド
ドリルゲーム
・全員タッチパスゲーム
レシーブ キャッチ

小さな円を作って
つなごう！

レシーブを入れてみよう！

・チームで円を作ることで
ボールに正対できるように
する。
・肩より高いボールに対して
は，オーバーハンドパスを
使うように促す。

目標は 落とさない
こと ラリーを続
けること だ

目標は 落とさない
こと ラリーを続
けること だ

ボールを床に落とさずにキャッチす
るために必要なことは何だろう
ボールを床に落とさずにキャッチす
るために必要なことは何だろう

キャッチしたボールを確実につなぐ
ために必要なことは何だろう？
キャッチしたボールを確実につなぐ
ために必要なことは何だろう？



ウ 目標を達成するための手だて

わかる 喜びを感じることができる授業づくり

目指すゲームの姿と ボール操作 ボールを持たないときの動き の認識

目指すゲームの姿を ボールを床に落とさないように拾ってつなぐ 相手コートにボー

ルを返してラリーを続ける とし，そのゲームに近付くためには， ボール操作 だけでは

なく， ボールを持たないときの動き （本単元では ボールの落下点に素早く動くこと と

した）が必要であることを認識できる場を設けた。

チーム内でのアドバイスシステム

単元を通してグループ学習（ 名）を行った。スキルアップドリルの際には，簡単な

アドバイスを行うためのチェック表を用い，相互に運動を評価し合うことで，技能のポイン

トを理解できる場を設けた。

学習ノートの活用とチームミーティング

学習ノートを個人に配付し，学習課題に対する個人やチームの考えを記録できるようにし

た。また，思考を深められるように，チームミーティングの時間を設定し，個人の考えを発

表する場を保障した。

できる 喜びを感じることができる授業づくり

スキルアップドリル（動きづくり）の実施

毎時間ウォーミングアップで ボール操作 ボールを持たないときの動き の反復メニュー

を行い，基礎技能の定着の支えとなるようにした。

ルールの簡易化（ キャッチ の採用・触球回数・サーブアシスト）

ラリーを継続させることを最優先させるため，次のルールを提示した。

タスクゲーム
・ 対 キャッチバレー
レシーブ キャッチ

スキルアップドリル
・ネット越えアンダー（オーバー）ハンド
ドリルゲーム
・全員タッチパスゲーム
レシーブ パス キャッチ

タスクゲーム
・ 対 キャッチバレー

レシーブ キャッチ と キャッ
チなし を選択

オーバーもアンダー
も使おう！

・膝，ひじの曲げ伸ばしを
使って，相手の取りやすい
山なりのパスができるよう
にする。

・レシーブをするための技術
的なポイントを意識しなが
らラリーを続けられるよう
にする。

スキルアップドリル
・ネット越えアンダー（オーバー）ハンド
課題解決のためのチーム練習
ゲーム
対 バレー ・キャッチなし

・チームの課題を解決するた
めの，練習方法を選択でき
るようにする。

課題解決のためのチーム練習
ところカップチャンピオン
シップリーグ（公式リーグ戦）
表彰・単元のまとめ

・ ひろう つなぐ の単
元目標を意識して試合がで
きるように促す。
・ を活用する。

レシーブを正確に味方につなぐ
ために必要なことは何だろう？
レシーブを正確に味方につなぐ
ために必要なことは何だろう？

やわらかいパスだ！やわらかいパスだ！

キャッチをなくし
て バレーボールに
つなげていこう！

キャッチをなくし
て バレーボールに
つなげていこう！

前よりもボールが落
ちずにラリーが続い
てきた！

前よりもボールが落
ちずにラリーが続い
てきた！

今まで考えてきたこ
とを整理してみよ
う！

今まで考えてきたこ
とを整理してみよ
う！

公式リーグに向けて，チーム
の課題を解決していこう！
公式リーグに向けて，チーム
の課題を解決していこう！



キャッチバレー

単元前半は，相手コートから来たボールを キャッチする 。中盤からは， レシーブし

てからキャッチする 。後半は， キャッチなし にしていく。

触球回数

通常の 回という触球回数に制限をなくした。

サーブアシストシステム

サービスが相手コートに入らない状況が続かないように，味方が 回だけサービスをつ

ないでもよいルールにした。

スモールステップによる技術指導

ボールを 拾う から つなぐ につなげるために， 本目はキャッチ 味方のレシー

ブの後にキャッチ キャッチしてもよい キャッチなし というように段階化し，

目指すゲームの姿に近付けていった。

ドリルゲーム・タスクゲームの実施

繰り返しドリルを行うことで技能向上につなげた。また，公式のゲームではない簡易化さ

れたタスクゲームを行うことで個人やチームの課題を明確に把握できるようにした。

ボールに触れる機会の確保

ドリルゲーム，タスクゲームにおいて人数やルールを工夫することによって，一人一人の

ボールに触れる機会が多くなるようにした。

かかわる 喜びを感じることができる授業づくり

イベント型の学習

単元全体を通して，様々なドリルゲームやタスクゲーム，公式ゲームでの勝敗ポイントを

競い合うようにした。

チーム内での役割 と チームワークの意識 の徹底 集団

グループ学習を基本単位とし，役割を分担することで自分の役割に責任をもち，協力し合

えるようにした。また，ゲーム前の円陣や仲間に対する称賛の声，ハイタッチ， ドンマイ

の声を推奨し，メンバー全員が意欲的に取り組めるようにした。

バディを組んでのアドバイスシステム 個人

チーム内で日替わりの バディ（相棒） を決め，チェック表を使って，お互いに技能の

ポイントをアドバイスし合うようにした。

エ 授業の実際

生徒の思考・判断の流れを踏まえた言語活動

本単元では， 課題の提示 予想（思考活動）

検証（試行活動） 交流（共有） の流れで

授業を構築した。

チームミーティングで出てきた予想と検証結果は

全体で発表させ，生徒で共有できるようにした。ま

た その内容は 思考の流れ として ホワイトボー 図 生徒の思考の流れ

ドに記録した（図 ）。



単元を通しての生徒の変容

バレーボールに対する好嫌度の変容

学習前後の好嫌度調査の結果を並べてみると，図

のようになる。学習後， 嫌い という回答はなく，

好き と回答した生徒が ％に達した。また， ど

ちらとも言えない と回答していた生徒のほとんど

が 好き と回答し，生徒の運動に対する好嫌度が

高まったことがわかる。

わかる できる かかわる の変容

わかる できる かかわる および学習意欲は， 段階評価および自由記述の振り返

りシートを用い，その変容を調査した（図 ）。

わかる ようになったか

振り返りシートによる自己評価の結果，平均 点と高めであった。単元の途中からは，タ

スクゲームなどアドバイスタイム以外でもオーバーハンドパスの時には， 三角形！ パート

ナーが棒立ちでパスをしようとしているときには， 縮まってポ ンだよ！ など声かけの中

からも，様々なキーワードが出てくるようになった。生徒の感想にも以下のように学んだキー

ワードが多く書かれていた。

・パスが左右に動かないようにまっすぐパスを出せるように，腕で板をつくれるようにする。

・オーバーはボールを包みこむように。三角形を作る。

できる ようになったか

事前に行った 試しのゲーム （ 分 秒）と単元最後の 公式ゲーム （ 点マッチ）をビ

デオ撮影した映像を分析し， 試合あたりどれだけラリーが行われたかを調べた。なお，ここ

ではラリーの定義として サーブしたボールが相手コートから 回以上返球されてくる とし，

図

く，

ど

ど

が



試しのゲームと公式ゲームの条件を合わせるために，

試合開始から 分 秒の記録を集計した。その結果，

試しのゲーム ではラリーが行われたのが 試合平

均 回あったのに対し， 公式ゲーム では， 試合

平均 回と明らかな差が見られた（図 ）。以下のよ

うに生徒の感想からも できる ようになったという

言葉が多く書かれていた。

・この前やったタスクゲームよりも，すごくラリーが続いてびっくりした！この調子でもっ

とラリーが続くようにしたい！

かかわる ようになったか

振り返りシートによる自己評価の結果，単元を通して 点以上の得点を継続していた。得

点の推移を見ると， わかる の得点と比例するように かかわる の得点も上昇・下降を繰

り返している。これは， わかった ことで，生徒が仲間へのアドバイスがしやすくなったと

いうことが考えられる。また， 時間目では， できる の得点が下降している中， わか

る かかわる の得点が上昇し， 時間目には できる が大きな上昇を見せている。自分

ではプレーが上手にできていなくても，コツがわかれば，お互いにアドバイスし合うことがで

き，それが できる につながったことが考えられる（図 参照）。

学習意欲の変容

得点推移から

振り返りシートによる自己評価の結果を図

に示す。学習意欲は，ほぼ 点以上を保ち，

生徒が高い意欲で授業に参加していたことがわ

かる。

時間目から学習意欲が少しずつ下降してき

たのは，レシーブしてからキャッチ へとルー

ルを変更し，難易度を高めたことが要因として

考えられる。しかし，レシーブのポイントを考

え，整理し，深まってきた 時間目には得点が上昇し，最高点を記録した。得点が急下降した

時間目は，授業日が 日間ほど空いてしまったこと，運動時間を確保するためにミーティン

グやアドバイスタイムを削除したことが要因と考えられる。また， 時間目から学習意欲が向

上しており，同様な時間の わかる かかわる の変容（図 参照）と推移の仕方が似てい

ることがわかった。このことから，公式リーグ戦に向けてチーム練習を行ったミーティング（こ

れまでの学習を振り返る），アドバイスタイム（お互いの技能をチェックし合う）が学習意欲

の向上に関わっていると言える。



研究の成果と課題

（ ）本実践について

成果

技能のポイントを耳に残りやすく，口にしやすいキーワードにすることにより，生徒同士

が簡単にアドバイスをし合い，意欲的に取り組むことにつながった。

思考する場 試行する場 共有する場 を設けることで，バレーボールにおける ボー

ル操作 ボールを持たないときの動き が整理された。また，その場で出された言葉が，

生徒同士のアドバイスにも反映され，さらに深めることができた。

単元を通してグループ学習を基本単位とし，その中で バディ とのアドバイスタイムを

設定することで，個を見直すとともに，集団との かかわり の場面が増え，技能の伸び

や，好嫌度の高まりにつながった。

人数やルールを柔軟に変更することでボールに触る機会や活躍の場面が増え，バレーボー

ルの好嫌度，学習意欲が高まった。事後のアンケートで ％の生徒が 好き と答えた。

課題

アドバイスタイム を設定しなくても，自主的にアドバイスをし合える習慣を身に付け

させたかったが，大半の生徒がそこまで至らなかった。生徒へ必要感を感じさせることが

今後の課題である。

ボールを落とさないこと ラリーを継続させること に重点を置いたため，その他の

技能，特にサービスの練習時間が少なかった。本単元では サーブアシスト という特別

ルールでサーブミスを解消したが，次の学年へのつなぎを考えると，練習の時間はさらに

必要であったのではないかと考える。

短時間でミーティングができるよう，アドバイスの観点を絞るなど内容を精査し，運動時

間とのバランスをさらに検討しなければならない。

（ ）研究について

成果

教師が運動の原理をしっかりと認識し，それを技能のポイントとして伝えることで，児童

生徒は必要感をもって練習に取り組むようになった。

ボールゲーム単元において，ドリルゲームやタスクゲームを重視した学習を展開すること

で，全ての児童生徒がゲームにしっかりと参加でき， できる 喜びや かかわる 喜び

を味わわせることができた。

年間のカリキュラムがスモールステップの積み重ねの形であり，一人一人のつまずきを

フィードバックできるようになったことや，新たな技への発展の見通しをもちやすくなっ

た。

課題

年間のカリキュラム試案を基に，学年に応じた発達段階を考慮しながら授業を構築して

きたが，小学校とのつなぎ，また中学校 ・ 年生へのつながりは妥当なものであったの

か，今後さらに検討を要する点もあり，小中の連携を深め，実践を重ねながら精査してい

く必要がある。



第 分科会 札幌市立月寒中学校



所在地 札幌市豊平区月寒東 条 丁目

電 話 （ ）

学校長 南 博

生徒数 名

学校教育目標

豊かな人間性の形成をめざして

・知識と技能を習得し，創造的に思考し解決する生徒を育成する。

・人と自然を愛する情操豊かな生徒を育成する。

・強い意志をもち積極的に行動する生徒を育成する。

・健康でたくましい生徒を育成する。

・礼儀をわきまえ友とともに成長する生徒を育成する。

特色

月寒台地の西端に位置し， つの小学校を校区とする中学校です。屋上からは札幌市街を一

望でき，古くからの住宅地や商店街，工場など市街地構成は多様でありながら下町的な良さが

残る地域に位置する中学校です。地域には本校にゆかりの多い方も多くキャリア教育では職業

体験事業所としての協力をいただき，地域に根ざした学校として親しまれています。

部活動では，各部（運動部 つ，文化部 つ）が熱心に活動し常に全道・全国を目指すその

取組は校内の特別活動の底上げだけでなく，学校教育目標実現に向けての大きな原動力になっ

ています。



授業の見どころアピール
新学習指導要領の意図する 体育理論 の解釈を考え，練り上げました。新しい気付きを生み

出す手法としてグループエンカウンターを実践し，何歳になっても親しむことができるスポーツ

の魅力を生徒とともに語らう授業にしていきたいです。

ひとりごと
吊り橋を叩いて渡る性格の割に，やってみたいことは盛りだくさん。失敗や迷惑をかけること

も盛りだくさん。今回の授業づくりは自分を見つめ直す良い機会になりました。

年 組 担任
サッカー部 顧問 級審判員
現在も北海道サッカーリーグに所属
し現役選手として活躍？中

スキー検定 級
外国語（英語）教員免許

第 分科会 授業

札幌市立月寒中学校

授業の見どころアピール
月の寒さが残る季節に， ソフトボール の授業をさせていただきます。新学習指導要領が

目指している球技領域の野球型授業として表現できているのか，率直なご意見を聞かせていただ

きたいです。北の大地で寒さの中，目一杯ボールを追いかける生徒の姿を見ていただければと思

います。

ひとりごと
月末はさすがに寒いだろう 。防寒の準備は忘れずに（生徒はジャージ上下で大丈夫かな？），

寒さに負けない熱い授業になればいいなぁ，と願う今日この頃です。

年 組 担任

男女バスケットボール部 顧問

公認 級コーチ

基礎スキー 級

日本漢字能力検定 級

第 分科会 授業

札幌市立あやめ野中学校



研究の概要

（ ）研究主題設定の理由

ア 本校の研究経過から

本校の研究主題

平成 年度から平成 年度まで， 生き生きとした生徒の活動を目指して

生徒の興味・関心を高める指導の工夫

平成 年度から平成 年度まで， 生き生きとした生徒の活動を目指して

創造的に思考する学習展開の工夫

本校ではこれらに基づき，各教科の授業を中心とした研究実践を行ってきた。保健体育科の

研究実践としては，特に平成 年度には，校内研修会での保健体育科の授業公開に先立ち， 思

考場面の工夫 単元構成の工夫 に焦点をあて，日々の授業の中で思考を促し，発表させる

活動を通して，子どもたちの考える力と伝える力の育成を図ってきた。その成果としては，思

考活動の際に問題を解決しようとする意欲的な姿勢が見られたり，仲間とともに考え，話し合

う活動を通じて，望ましい人間関係が構築されたということが挙げられた。一方，課題として，

思考の必要性を全員に感じさせることができたか，考えたことを言語で表現し，伝えることが

できていたかということが挙げられ，充実した話合いから発表まで習慣化する必要性を感じた。

平成 年度は， 基礎・基本を重視した確かな学力の育成

言語活動を中心とした学習展開の工夫

研究仮説 言語活動を充実させることで，基礎・基本の定着がより確かなものになる。 を

掲げ，教科の授業を中心として，特別活動，道徳，総合的な学習の時間などに展開し，充実し

た教育活動を目指すこととした。保健体育科ではこれらの研究経過から教科の研究主題を わ

かる できる 楽しさを味わう授業の在り方 仲間と関わりながら，健やかな心と体をはぐ

くむ と設定した。

研究主題

わかる できる 楽しさを
味わう授業のあり方

仲間と関わりながら，健やかな心と体をはぐくむ

札幌市立月寒中学校



イ 生徒の実態から

本校の生徒は，全体的に落ち着いた状態で授業を受ける態度が身に付いており，内容や方法

がはっきりしている課題追求には意欲的に取り組むことができる。しかし，課題解決の場面で

は，自分の考えをまとめる，他者に自分の考えを伝えるといった思考力・コミュニケーション

能力を高めていく必要があると考えられる。

また，全校的に体育への興味や関心の高い生徒が多く，体育系の部活動への加入率は ％

と高い方である。また，野球やサッカーの校外のクラブチームに所属している生徒や校外でダ

ンスを習っている生徒も多い。

各部への加入人数（平成 年度）

年 年 年 合 計

軟式野球

サッカー

軟式テニス

バスケットボール

バレーボール

卓球

バドミントン

ハンドボール

合 計 加入率は ％



（ ）目指す生徒像

本校の目指す生徒像をもとに，保健体育科では以下の生徒像を設定している。

自分の目標に向け，粘り強く頑張る生徒

そして，保健体育の授業で大切にしていることが以下の 点である。

準備運動やトレーニングをきちんとする・・・安全への配慮を怠らない。

練習を積み重ねる・・・技能の向上を目指す。

真剣な取組をする・・・関心をもち，意欲的な取組をする。

仲間の動きをよく観察しよう・・・相互に評価する力を身に付ける。

（ ）研究の仮説

仲間と関わりながら，自らの課題に気付き，解決を図る学習展開の中で，わかる で

きる 楽しさを味わうことができる。

（ ）研究の視点

視点 基礎・基本の定着を目指し，言語活動を取り入れた学習展開を図る

学習カード記入，レポート作成，グループ学習における意見交流場面等の言語活動を取り入

れた実践を通して， わかる できる ことのコツをつかむことができるよう学習展開を図る。

視点 わかる できる 楽しさを味わえる課題解決型の授業展開を図る

仲間との関わりの中で，他者との比較から わかる できる ことのコツをつかんだり，

楽しさを味わうことができる。また、相互に評価し合ったり，交流する中で， わかる でき

る とはどういうことかを見極める目が養われていくと考えられる。



研究の具体

（ ）実践例 第 学年 単元名 バレーボール

ア 授業のねらい

バレーボールは，ボールの扱いが困難で個人に求められる技能が高いスポーツである。小学

校時には，集団の関係を高めるレクリエーションとしてゲームを経験している。本校の 年生

男子では パスをつないでラリーを制する ことを目標にしてこの種目に取り組ませた。

【単元の目標】

次の運動について，勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，基本的な技能や仲間と連携し

た動きでゲームが展開できるようにする。

・ネット型では，ボールや用具の操作と定位置に戻るなどの動きによって空いた場所

をめぐる攻防を展開すること。 （技能）

球技に積極的に取り組むとともに，フェアなプレイを守ろうとすること，分担した役

割を果たそうとすること，作戦などについての話合いに参加しようとすることなどや，

健康・安全に気を配ることができるようにする。 （態度）

球技の特性や成り立ち，技術の名称や行い方，関連して高まる体力などを理解し，課

題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。

（知識，思考・判断）

イ 単元構成

）基本的な技能 パスの基本の習得

生徒がバレーボールの楽しさを味わうためには，正確なパスを身に付けてラリーが続くよ

うな練習が必要である。そこで，直上パスに毎時間取り組み記録を残した。また，図 の

つの目的別のドリル練習でパスの技能を高めることにした。どの練習においてもグループ対

抗で競い合う形式を取り入れ，課題発見の話合いと解決の練習を重ねた。



隊列パス前後（図 左上）

前後のフットワーク（移動）とボール操作をなめらかにつなげることを目的とした。

個人の技能に差があり，パスの距離に長短のバラつきがあった。向かい合った互いの距

離，カバーや次のパスの行方を予測した動きを意識させることが必要である。

バスケットゴールシュート（図 上中）

距離・高さの正確なコントロールを身に付けることを目的とした。

ゴールに入れることの爽快感から，楽しく練習に取り組んでいた。ターゲットに正確に

コントロールするためにはオーバーハンドパスの方が適していることは理解できていた

ようだが，筋力不足でゴールまで届かない生徒も多く，アンダーハンドパスを使う例が

多く見られた。

ネット越し対人パス（図 右上）

協力してボールを落とさないことを目的とした。

バドミントンコートで行った。パートナーとの距離に長短があったものの，正確なコン

トロールをするためにはオーバーハンドパスが有効であることを再確認できた。上達の

度合いで互いの距離を伸ばしながら練習を行った。

隊列パス左右（図 左下）

左右のフットワーク（移動）とボールの方向転換を目的とした。

ボールを追う方向と返球する方向が異なっているため，正式なゲームに迫った練習がで

きた。練習の質を高めるためには球出しを上手にさせる必要がある。

円陣パス（図 下中）

方向・距離の正確なコントロールと素早く落下点に入るフットワークを身に付けることを

目的とした。

力の弱い中学 年生にとって味方との距離が離れるほどアンダーハンドパスに頼ること

が多くなる。パスを続けるためにはオーバーハンドパスを使った正確なコントロールが

有効であることが再確認できた。また，生徒は自ら互いの距離（円の大きさ）を調整し，

ボールを持たない時の動き（定位置に戻る）を行っていた。

扇パス（図 右下）

プレー前後の準備とボールに正対した姿勢を身に付ける。

方向転換のパスと体の向きを意識させたかったが，返球の角度が大きくなるとプレーが

困難になり，現在の技能では練習が困難だった。上達すればバックパスの練習にもなる

が，結果的には数人しかできなかった。



図

）簡易試合で課題を深める

ラリーを続けることを目的とした簡易試合

対 （ミニバレーボールコート）
ネットをはさんで向かい合うチームは味方
ネットをボールが通過した回数を競い合う
サービスは下手投げ
チーム内で 回つないで返球した場合は 点（その他は 点）

ラリーを制することを目的とした簡易試合

バレーボールの本質を残した簡易ゲームは個人・集団技能

の向上や新たな課題発見の場となる。

ウ 授業の実際

目的別のドリル練習から課題解決への取組

目的別のドリル練習が課題発見や解決への糸口となるよう，

数多く設定した。あらかじめ練習の目的を意識させることに

より，簡易試合で発見した個人や集団の課題を解決する選択

肢を広げることができたと考えられる。



学習カードの活用

学習カードは，生徒の学習過程を教師が学習の振り返りとして活用することができる。

また，生徒自身が記録を残すことで自らの成長の度合いを確認することもできる。さらに，

話合いの場ではコミュニケーションの道具としても活用できる。

簡易ゲーム後の生徒の感想

・サービスで終わるとつまらないから，相手からの返球

をとにかく高く上げてつなぎたい。

・味方同士でパスがつながらない。名前を呼ぶなど声か

けして 点を狙いたい。

・練習の成果が出て 点プレイがたくさんあった。

【学びを深める授業づくり】

チームスポーツであるバレーボールにおいて，課題は個人，集団の両面から設定すること

ができた。課題に気付かせ，追求の手助けとなる練習の場を設定し課題解決を図るために，

試合（評価・反省，課題設定） 練習（課題追求） 試合（評価・反省，課題設定）の流れ

で単元を構成した。それにより，生徒自らが 回返しはつまらないから 回つないで返そ

う。 などの進んだ課題を設定し，新たな学びを引き出すこともできた。

【楽しさや満足感から目標に迫るゲームの工夫】

個人技能の向上のためには反復練習は欠かせないものである。今回の授業では，試合形式

のゲームだけでなく，基本技能の習得においても競い合う楽しさや，上達する喜びのもてる

ゲームを取り入れ，どの生徒も 飽き がこないよう練習を組み立てた。仲間とともに考え，

高めあう楽しさを味わいながら課題を発見して解決することで，主体的な学びの土台をつく

ることができた。



研究の成果と課題

【研究主題】

わかる できる 楽しさを味わう授業のあり方

（ ）基礎・基本の定着を目指した，言語活動を取り入れた学習展開

基礎・基本が定着している 基礎・基本が定着していない

の中でも， または のパターンの生徒が多い。

書く力 読む力 まとめる力 伝える力 等の基本的な言語能力の部分が不足してい

るために，基礎・基本の効果的な定着が阻害されているのではないかという課題が見えた。

・ のパターンの生徒は，基礎・基本をよく理解した上で，自分の考えをまとめたり，表

現する活動をさせると，更に整理されて，体をうまく使えるように（つまり基礎・基本が定着

していくように）なっていくように見受けられた。

（ ） わかる できる 楽しさを味わえる課題解決型の授業展開

バレーボールのような集団で行う球技では特に，練習方法を自分たちで工夫したり，ゲーム

の作戦を立てる等の活動を通して，仲間とともに考え，高め合いながら課題を発見して解決す

ることで， わかる 楽しさを味わうことのできる主体的な学びの土台がつくられた。

また，本校では全学年で毎学期に一度， シャトルランのテストを行い，自分の全身持久

力を確認している。 シャトルランは，生徒にとっては体力的に大変きついテストであるが，

本校では，仲間との比較や前回の自己記録との比較から自分の体力の高まりを自覚することに

より， できる 楽しさを味わっている生徒が多くいる。このことは個人が自分の課題を意識し，

解決している時間と捉えている。

今後も わかった できた という実感を一人一人が抱くことのできるよう，また，仲間

で共有する場面を数多く設定できるようにしていきたい。そして，生徒同士で課題を見い出し，

解決の先にある できる 喜びへとつなげていきたいと考えている。

参考文献

・中学校学習指導要領解説 文部科学省

運動のしかたを言語を

使って表現できる

運動のしかたを言語を

使って表現できない



渡島支部の研究について

（ ）研究主題設定の理由

ア 支部の研究経過から

社会的背景から

・子どもの体力の低下傾向が深刻である。
・特に北海道の子どもの体力は，全国に比
べて劣っている傾向がある。
・運動する子どもとそうでない子どもの二
極化の傾向が顕著である。
・生涯にわたって運動やスポーツに親しむ
習慣や態度を育てることが学校教育に求
められている。
・新学習指導要領が今年度から全面実施さ
れている。

組織の特徴から

・渡島支部は，小学校と中学校の教師が一
体となって活動しており，小 中の連携
の在り方を模索している。

・渡島教育研究集会に置いて授業研究する
一方で，本会独自による 渡島体育研究
集会 を開催している。

・賛助会員を含め 余名で組織化され，機
能的に活動している。

・受け身的な研究会から主体的な研究会を
目指してグループワークを中心とした研
究協議を行っている。

地域に根ざし，小学校と中学校の連携を図る渡島の体育

進んで学び，自ら高める体育学習を通して

地域に根ざし，小学校と中学校の連携を図る渡島の体育

進んで学び，自ら高める体育学習を通して
全道統一主題全道統一主題

地域の特色から

・渡島管内には，北は長万部町から西の松
前町まで 市町があり，特色あるスポー
ツが行われている。
・大横綱を輩出した福島町。松前町の行事
として行われるスーパーホッケー。道南の
スキーのメッカである八雲町は行政と学校
が一体となって学習を取り入れている。
・北海道の文化として定着してきた よさ
こいソーラン は道南でも盛んに行われ
ており，運動会の行事に合わせて取り組
まれている。

社会的背景から

・小学校と中学校が隣接していながら，教
育的連携が希薄しているところもある。

・小 中の連携の必要性は認めながらも，
何を，どのように連携したらよいのか見
通しがない。

・現場では 年間を見通した種目配列によ
るカリキュラム連携よりも，指導実践レ
ベルでの連携が望まれている。

・小 中連携の課題の他に，小学校におけ
る体育専科の教師がいる学年といない学
年における児童の運動経験の違いが大き
な課題である。

研究主題

地域に根ざし，小学校と中学校の連携を図る渡島の体育
進んで学び，自ら高める体育学習を通して

北海道学校体育研究連盟渡島支部 知内町立知内中学校

発表者 教諭 加藤 晃



渡島支部が前述のような研究主題を設定した理由は，大きく分けて二つある。その一つは，

組織的な研究を推進する必要性である。また， 小学校と中学校の連携 は教育現場がどこで

も抱えている課題であり，渡島支部の組織としての目標でもある。

そして，もう一つは，学校現場，とりわけ体育が抱えている課題が山積している中，学校体

育が目指しているのはやはり 生涯スポーツの実践者 を育てることである。私たちは，生涯

スポーツに向けた自発的な学習の

素地を 進んで学び，自ら高める

体育学習 が展開される授業づく

りを通して具現化しようと考えた。

そのために教師は 主体的な学び

を引き出す手だてを工夫すること

が目標になる。以上のように，組

織的なアプローチと教師一人一人

の日常的な授業実践を通して研究

主題に迫ろうと考えた。

イ 児童生徒の実態から

渡島管内の児童生徒の実態を把握するために，平成 年 体育に関するアンケート を約

名の小中学生を対象として実施した。その結果から中学生では以下のことが明らかになった。

・渡島の男女生徒の ％は運動することは大切であると考えている。

・体育以外の運動する機会が男子では ％程度あるのに対して，女子では ％程度である。

・ 踊り・ダンス 武道 において学年の進行に伴い，苦手・嫌いの数の増加・男女差など，

明確な数字が出てきた。

・ 体育がつまらないと感じる要因 の一番目に 苦手な実技種目の時 が挙げられた。

（ ）目指す児童生徒像

（ ）研究の仮説

・仮説 （小・中連携の視点から）

特色ある渡島各地域の小学校と中学校において，子どもたちの発達段階に応じた適切な

運動経験・単元計画・人や物とのつながりなど，小・中学校の教師が共通認識しながら

小・中連携した指導の在り方を工夫し，更には体育専科以外の教師へ普及することによっ

て，渡島の子どもたちのより健やかな成長が期待できるだろう。

小学校と中学校の連

携の在り方を追求し，

誰でもできる 体育

授業のシンプル化

を目指す。

小学校と中学校の連

携の在り方を追求し，

誰でもできる 体育

授業のシンプル化

を目指す。

高めることを明確化

し，主体的な学びを

引き出す授業の在り

方を目指す。

高めることを明確化

し，主体的な学びを

引き出す授業の在り

方を目指す。

【研究の目標】
組織の研究 個人の研究

・目標に向かって努力する

・自ら考え行動する

・自ら判断し決定する

・仲間と協力し，高め合う

・目標に向かって努力する

・自ら考え行動する

・自ら判断し決定する

・仲間と協力し，高め合う



・仮説 （日常の授業実践の視点から）

日々の授業において，

子どもたちが主体的に学んでいくような仕組みを工夫する。

何を高めたいか，どこを伸ばしたいかなど，教師の意図が明確な授業を実践することに

よって，自発的な学習が展開され，生涯スポーツの実践者としての素地が身に付いた児

童生徒が育つであろう。

（ ）研究の視点

視点 小・中連携した指導の在り方

視点 授業研究（主体的な学びを引き出す工夫・高める授業の展開）

仮 説仮 説

小・中連携研究小・中連携研究

仮 説仮 説

授 業 研 究授 業 研 究



研究の具体

（ ）実践例 小学校 年生・中学校 年生 単元名 チャチャチャパーティー！

（ボールルームダンス チャチャチャ ）

知内町立知内中学校 指導者 水口 力

町内の 校の小学校へ中学校の教師が出前授業の形式で 時間授業を行った

上で，チャチャチャパーティーを実施した。

ア 授業のねらい

・小学生と中学生がチャチャチャのリズムを通じて，踊る楽しさを味わう 社交型 の楽しさ

を追求できるようにする。

・パートナーと協力して学習を進めていくために必要となるコミュニケーション，そして，踊

るために必要となる リードする 合わせる 意識から生まれる一体感を感じることがで

きるようにする。

イ 単元構成（ 時間）

主な学習活動（ ） 教師の支援（ ）と評価（ ）

ねらい
チャチャチャのリズムを知って体を動
かそう！

チャチャチャのリズムを知る。
リズムを口ずさむ。
手拍子をする。
歩いてみる。

リズムを捉えきれない子どもには，リズムに乗る
感じを交流する。
チャチャチャのリズムに合わせて踊ることができ
る。

・

ねらい
チャチャチャ のリズムに乗ってパー
トナーとかっこよく踊ろう！

パートナーと協力して学習することを知
る。
どうすれば 人で合わせ踊れるか，パー
トナーと相談しながら よい方法を探す。
誰が一番カッコイイかな？
ダンスコンテスト をしよう。

カウントの入った音楽を流す。
パートナーと協力して踊る方法を発見できるよう
に促す。
チャチャ の動きの工夫を促す。
パートナーと協力してチャチャチャを踊る楽しさ
を味わおうとしている。
見付けたチャチャの動きを全体で交流し，動きの
広がりを促す。
かっこいい 基準を子どもと決める。
パートナーと基準に沿ったかっこいいチャチャ
チャを踊るために工夫している。

ねらい
チャチャチャパーティーをしよう

小学生と中学生でペアをつくって踊る。
初めてのパートナーと踊るために必要な
リードする 合わせる 意識をもた

せる。
曲ごとにパートナーチェンジをする。

児童生徒の状況を捉え，リズムに乗ることやステッ
プを意識するように働きかける。
チャチャチャパーティーの方法を知らせ，見通し
をもたせる。
必要に応じてパートナーの見つけ方などを支援す
る。
合図 を上手に使って，初めてのパートナーと

踊ることができる。
パートナーと夢中になって踊ろうとしている。



ウ 授業の実際

【視点 】小中の連携

・ダンスを通じて，いろいろな仲間（異学年・異性・他校）とパートナーを組み，小学生と中

学生の関わりを深めることによって，授業を始める前は個人と個人が点であったものが個人

と個人をつなぐ線に変化していった。これは小学生にとって中学生，あるいは中学校という

存在を少しは身近なものに変えてくれた。また，小学校の教師と中学校の教師のつながりが

できたことはもちろんのことであったが，教師と児童とのつながりもでき，小中の接続とい

う点でも効果が見られた。

【視点 】主体的な学び

・ダンスの授業を通じて，パートナーと考えてきた踊りを小学校，中学校でそれぞれ発表し，

お互いのよさを認め合い，学び合う場面を設定することにで，パートナーと創り上げてきた

ダンスが評価され，さらによりよい踊りを創ろうとするきっかけとすることができた。

・学年に応じた考えを出し合いながら，小学生が中学生をリードしたり，中学生が小学生をリー

ドして踊りを創っていく共感的な喜びを味わう場面があることで，踊りに広がりが見られた。

ただし，パートナーによっては中学生の一方的なリードによって踊りが創られていた。

・パートナーチェンジや曲を変えることがあったが，その変化に合わせるために必要なことを

引き出すことで，どうすればパートナーとリズムに合わせて踊ることができるか，みんなか

ら出たコツを利用しながら学習を展開することができた。

【視点 】高める（主体的な学びを引き出すため，生徒に必要となる力）

・初めて踊るパートナーと協力してダンスを創り上げる中で，お互いのコミュニケーション，

さらには，リードする，リードされるといった踊るために必要とされる力が引き出され，活

用されることによって主体的な学びを引き出す要因となっていた。

図 ．チャチャチャパーティーの様子 図 ．チャチャチャパーティーの様子

ボールルームダンスの実践は チャチャチャ の授業から始まりました。現在は ステッ

プを教えない を原則にして，リズムにのる感覚づくりから入る学習過程を基本としていま

す。 チャチャチャ の学習過程の例は以下のようになります。

．リズムに乗る感覚づくり（リズムエクササイズ） ．パートナーとリズムを感じて

踊る ．チャチャチャづくり ．チャチャチャコンテスト（かっこよさの追求）

チャチャチャパーティー（いろいろな人と踊る）



（ ）実践例 小学校 年生・中学校 ・ 年生 単元名 器械運動

八雲町立落部小学校 落宰 公人 八雲町立落部中学校 澁谷 尚弘

ア 授業のねらい

・技マップを利用し，自分の力に応じた技に挑戦し，習得していく楽しさを味わうことがで

きるようにする。

・グループで協力しながら，課題に応じた取り組み方を工夫することができるようにする。

技マップ とは，器械運動の技の分類に従って系統的に配列し，さらに一つの技ができ

るようになるためのスモールステップを挿絵付きで解説した学習資料のこと。

イ 単元構成（ 時間）

学 習 活 動（ ） 教師の支援（ ）と評価（ ）

オリエンテーション

どのように学習するのか知ろう 考えよう

・マップ探検の見通しを持つ。
《知 る》時間・マップの使い方など

技を習得すると，お宝
《考える》学習のルールやマナー，

ウォームアップなど
・小中合同のグループを作る。

マップ探検について見通しをもたせる
ために，次の支援をする。
・全体の流れを伝える。
・マップの使い方を説明する。
・マップ探検に必要な事柄を考えさせ
引き出し，働きかける。

学習の進め方を理解することができる。

自分の現在地を見付けよう

マップに示された技を試して，自分が挑戦
する技を見付ける。
・自分の目的地を決める。

・この技ができたから，目的地はどこに
したらよいだろう。
・どこからやってみよう
・できるところまで，戻ってみよう
・どんな技か分からないから聞いてみよう

ワープとループの使い方を指導しなが
ら，現在地を見付ける支援を行う。
現在地を踏まえて，目的地を設定する
よう働きかける。
自分の現在地を把握し，目的地を見付
けることができる。

．マップをもとに学習を行う。

マップを進めて，宝をゲットしよう

・自分が挑戦する技を選び，それぞれのペー
スでマップを進める。

・技ができたから，次の技に挑戦しよう
・自分ばっかりが練習している・・・
・見本を見せてもらおう。

技の習得が停滞している子どもを重点
的に支援する。
子どもの運動量が偏らないように，声
かけを行う。
マップに従って，技の習得をしようす
ることができる。
仲間と協力しながら，マップを進める
ことができる。
自分のルートを把握しながらマップを
進めることができる。



ウ 授業の実際
【視点 】小中の連携
・技マップを用いることで，一人一人が取り組むべき内
容が明らかになり，それを小学生と中学生が混在する
グループで共有することにより，より多様な関わり合
いの中で学びを展開することができた。
・小中合同で授業を行うことにより小中教師間のつなが
りができ，指導方法や情報の共有ができた。また，用
具や器具を共有できるというメリットもあった。

【視点 】主体的な学び
・技マップを用いることで，自分の技の現在地がはっき
りし，次に進むべき技が明らかになったことで意欲的
な活動が展開された。
・小学生と中学生が混在するグループで学習を進める中，
小学生は中学生からのアドバイスや示範などを参考に
しながらの学ぶことができた。また，中学生は小学生
に教えるための技のポイントの確認や補助の仕方など
にも配慮する姿が見られた。お互いが刺激を受けるこ
とで活動意欲が高まり主体的な活動につながった。

【視点 】高める（主体的な学びを引き出すため，生徒に必要となる力）
・教え合いや声かけ，時には補助も有効に利用しながら，小学生と中学生で直面する課題に対
して解決していこうとする力（問題解決能力）を高めようとした。
・課題を解決していくことで異学年におけるお互いのコミュニケーション能力も高めることが
できた。

，

できた。

図 ．小中合同の

図 ．中学生が小学生へアドバイス

図 ．【 技マップ の原型】



研究の成果と課題
（ ）小・中連携した指導の在り方
渡島支部では研究部が主になりながら同一単元において小学校と中学校とがつながりある授
業を公開し，それを小・中学校の先生方が一同に介してグループワークを行い，屈託がない意
見を出し合っている。小・中学校の先生方が同じテーブルに座ることで話題はつきず，小学校
から中学校へ 中学校から小学校への要望や現状における体育に関する問題点などが出ている。
また，組織的な研究を進めていくために，組織として共通の課題意識をもってその解決を図っ
ていくために各領域において おさえ の共有化 を図っている。例えばボール運動におけ
る おさえ の共有化は以下のようになる。

ボール運動における おさえ の共有化
ゲーム 中心の課題解決型の授業を行う。
ダイナミックな グループ学習 を取り入れる。
ゲームの様相に応じた学習内容 を工夫する。

おさえの共有化 を図ることによって，市研や町研レベルにおいても研究の視点を組み入
れた授業が展開され，広がりが見られている。連携を小中学生が一緒に授業を行うという狭い
範囲では捉えておらず，渡島支部としては小・中学校の先生方がつながり，情報交換，用具や
器具の共有化も小中連携の重要な役割だと考えている。課題としては，地域によって小と中と
の接続が十分でないことや，小学校における体育専科の有無による学校差，学年差，クラス差
が子どもの運動に大きな影響を与えていることが挙げられる。そのため，改善の手だてとして
体育授業のシンプル化をさらに模索していく必要性があると感じている。

（ ）授業研究（主体的な学びを引き出す工夫・高める授業の展開）
器械運動においては，おさえの共有化を以下のように設定したことで技マップを利用した授
業づくりが行われている。

器械運動における おさえ の共有化（一部抜粋）
技マップ を活用しよう。
実践を重ねて 技マップ を改良していこう。

技マップ そのものに主体的な学習を促す“仕掛け”が施されることで，生徒が意欲的に
活動し，技マップを進む姿が見られている。ただし，教師がどのように関わって指導するのか，
また学習集団の中でいかに個人としての活動が意味付けられていくのか検討していく必要性が
出てきている。
また，表現運動（ダンス）においては，おさえの共有化を以下のように設定したことで数多
くの学校において実践され，学年 名によるダンスコンテストやプロを招いてのダンス授業
も公開されている。

表現運動（ダンス）における おさえ の共有化（一部抜粋）
誰でも簡単に取り組める教材として ボールルームダンス を実践してみよう。

ボールルームダンスのパートナーとの創意工夫によって多様な楽しみ方ができることから主
体的な学習が展開された。また，コンテストの形で競争型として楽しむこともでき，かっこよ
さを追求することでパートナーと踊りの完成度を高めようとする姿が見られた。渡島支部とし
ては，ボールルームダンスの教材的な価値の高さに注目し，実践を重ねてきたが，チャチャ
チャ・ワルツ以外のリズムに挑戦し，リズムに乗って体を動かす楽しさを味わうことができる
ようにすることと，いろいろなダンスを研究することが課題となっている。



第 分科会 札幌市立向陵中学校



所在地 札幌市中央区北 条西 丁目

電 話 （ ）

学校長 塚 野 昭 臣

生徒数 名

校訓

自主独立・明朗濶達

学校教育目標

自ら知識を磨き，すすんで創造する力を養う

自然や人間の美しさを愛し，情操を豊かにする

強い意志を持ち，節度ある行動をする

体を鍛え，明朗で健康な心身を養う

自主独立の気風を養い，社会連帯の精神を身につける

特色

昭和 年に札幌市で 番目の中学校として開校しました。以来， 年間に約 名の生徒

が 自主独立・明朗濶達 の教訓を胸に巣立ち，社会の様々な分野で活躍しています。現在で

は，全校生徒 名を超える大規模校でありながらも地域や家庭の支えもあり，落ち着いた学

校生活を送ることができています。また，部活動の加入率は ％を超え，運動や健康，文化活

動に高い関心をもっています。



授業の見どころアピール
生徒が意欲的に学習活動に参加できる場面の設定を工夫しました。また，生徒と生徒，生徒と

教師のコミュニケーション活動を充実し，協同的に取り組めるような授業づくりに努めました。

ひとりごと
器械運動の跳び箱運動が，同じ技であっても運動過程の一つに視点を向け，こだわることで新

鮮な技となったり，少しずつ発展させることで生徒にとっても 達成できそうだ という期待が

もて，意欲的に学習できるなど，奥深いものだと感じました。

年 組 担任

サッカー部 顧問

地域 級コーチ

サッカー 級審判員

フットサル 級審判員

第 分科会 授業

札幌市立向陵中学校

授業の見どころアピール
グループ活動を通して仲間との協力や交流を行い，運動の楽しさや心地よさを感じることで生

涯スポーツへとつながる，という視点を大切にしています。授業を見ての率直なご意見を聞かせ

ていただきたいです。

生徒が生き生きと運動し，仲間と試行錯誤をくり返しながら笑顔と汗があふれる授業をつくり

たいと考え，準備してまいりました。よろしくお願いします。

ひとりごと
体つくり運動ってなに？ というところからスタートした授業づくりです。まだまだ勉強中

の身ですので，いろいろなご意見・ご感想・ご指導がもらえたらうれしいです。

年 組 担任

女子バスケットボール部 顧問

公認 級コーチ

日本公認審判

（現在も現役プレーヤー）

第 分科会 授業

札幌市立稲陵中学校



研究の概要

（ ）研究主題設定の理由

ア 本校の研究経過から

本校では昭和 年度以来，研究主題は 学ぶ側 に立つ教育の実践 と一貫している。 学

ぶ側 に立つということは，永遠の課題と言えるだろう。そのため研究主題を継続し，副主題

を設定することにより，主題に迫るより具体的な研究内容を明確にした。ここ 年間の研究副

主題は次のようになる。

・第 期（平成 年度 平成 年度） 生きる力 をはぐくむ基礎・基本の研究

・第 期（平成 年度 平成 年度） 確かな学力 と 豊かな人間性 を育む授業を求めて

・第 期（平成 年度 平成 年度） 学ぶ喜び のある授業実践を求めて

以上の研究経過から，本校の保健体育科研究主題を 仲間とともに学び合う保健体育学習

と設定した。

【本校の研究全体像】

研究主題 学ぶ側に立つ 教育の実践

保健体育科研究主題 仲間とともに学び合う保健体育学習

保健体育科研究副主題 学ぶ喜び のある授業実践を求めて

研究実践仮説 対話 のある授業を実践することにより，生徒は 学び合おうとする心 を

育み， 学ぶ喜び を感じ取るようになっていく。

学び合おうとする心の育み

対話 のある授業

課題との対話 仲間との対話

自分自身との対話

教 科

（総合的な
学習の時間）

道徳の時間

特別活動

研究主題

仲間とともに学び合う保健体育学習

札幌市立向陵中学校



イ 生徒の実態から

本校生徒は，全国学力調査の結果から全国平均を上回る生徒が多く，学習意欲の高い生徒が

多い。時間やマナーなど基本的生活習慣が身に付いている生徒が多く，校内外での生活も安定

している。また， 割程度の生徒が運動系の部活動に所属している。ただ，陸上競技の平均記

録と全国体力テストの記録を比較してみると，運動能力が決して高い集団とはいえない。生徒

のほとんどは，積極的に授業に取り組んでいるが，運動能力が低く，意欲のない生徒もいる。

しかし，体育の学習では，グループ毎に活動することに慣れており，お互いに声かけを積極的

に行うことができる。話合いにおいては，運動の苦手な生徒も積極的に意見を交流している。

以上のことから，運動の得意不得意に関わらず，仲間とともに学び合い，すべての生徒が積

極的に授業に参加することが大切であると考えている。

（ ）目指す生徒像

本校の教育目標である

・自ら知識を磨き，進んで創造する力を養う。

・自然や人間の美しさを愛し，情操を豊かにする。

・強い意志をもち，節度ある行動をする。

・体を鍛え，明朗で健康的な心身を養う。

・自主独立の気風を養い，社会的連帯の精神を身に付ける。

をもとに，保健体育科では， 自ら学ぶ意欲をもち，他者から良さを感じ取る心をもち，自

らの健やかな体を鍛えることはもちろん，何事にも粘り強く取り組む生徒 を目指す生徒像と

設定した。

（ ）研究の仮説

対話 のある授業を実践することにより，仲間とともに学び合うことができる。

仲間とともに学び合おうとする心を 課題と 対話 し，仲間や教師と 対話 し，自分自

身と 対話 する学びを授業の中心に据える ことによって，育もうと考えた。つまり，授業

の中に 対話 を取り入れることにより， 学び合おうとする心 を育むことができると考え

ているのである。

対話 を次の つの段階に分けて考えた。

課題との対話 自己決定 対話

生徒は新たな課題と出合ったときに様々な 思い をもつであろう。その 思い が学習を

推進していく原動力になると思われる。逆に言うと， 思い をしっかりともたせることが 学

び を進めていく第一歩となる。

思い をはっきりともたせるためには，生徒に問題意識が生じるような課題提示をしたり，

興味・関心を高めたりすることが大切である。また，学習の見通しをもち，自分にもできそう

だ，やってみようという意欲を高めることが大切になってくるであろう。

このように，課題との出合いの設定を工夫することにより，生徒一人一人に学びの方向性を

自己決定させていくことを 課題との対話 ととらえる。課題を自分に引き寄せてとらえるこ

とにより，生徒にとって学ぶ必然性が高まっていくであろう。



仲間（自分以外）との対話 相互交流 対話

学習を進めていく中で， 仲間はどう考えているのだろう。 自分の考えに不十分なところ

はないだろうか。 と生徒は考えていくようになる。その時に仲間と交流をしたり，互いの考

えや作品を発表したりすることが解決に向けて有効な方法となる。今回 対話 として特に考

えたいのは，他から学ぼうとする姿勢である。例えば，自分の発する言葉が他の生徒に何らか

の影響を及ぼし，逆に自分も他の生徒から影響を及ぼされる関係を強く意識することである。

そして互いによりよい学びにしていこうとする気持ちをもつことである。ただ発表を行うだけ

では，学び合いになってはいかない。

学びは必ず一人一人の個に返っていく。互いのやり取りから何を学び取っていったのかを明

らかにできる 対話 でありたい。それが，生徒一人一人が深く豊かに考えていくきっかけに

なっていくであろう。

自分自身との対話 振り返り 対話

自分自身との対話は，仲間との対話の後に，自らの学びを振り返ってみることである。

君の意見は自分の考えを広げてくれた。次に同じような学習をするときに役立てたい。

さんのような作品は，自分では思いもよらなかった。どうすればあのような発想ができる

のだろうか。 自分の考えを多くの友達に納得してもらうことができた。今後の学習にも生か

したい。 と振り返ることで，学習の成果が確かな学ぶ力になると考える。そして，最終的には，

同じような学習場面や実生活において，自分の中にある もう一人の自分 との対話を通すこ

とにより，深く思考し，確かな判断ができ，豊かに表現する生徒を育てていきたい。

（ ）研究の視点

視点

仲間とともに学び合える教材の開発・工夫（課題との対話）

・課題の明確化

・課題解決のための資料の工夫（学習カード，教師の声かけ）

視点

仲間とともに学び合える学習過程の構築（仲間，自分自身との対話）

・学習課題の共有の場の設定

・コミュニケーションの場の設定

・課題解決のための学習場面の設定

・評価の場の設定



研究の具体

（ ）実践例 第 学年 単元名 球技 ソフトボール

ア 授業のねらい

年生のソフトボールでは， チームで守る ことを目標としている。中学校 年生になると，

基本的な 打つ 投げる 捕る ことは身に付いている生徒がほとんどである。しかし，試

合で守備についた時にどのように動いたらいいのか理解できていない生徒がほとんどである。

そのため，守備の時にアウトを取るためにはどのように動いたらよいのかを理解することをね

らいとして授業を行った。

単元の主な評価規準

・チームの課題（アウトの取り方）に応じた練習方法を選んでいる。 【思考・判断】

・基本的なバット操作，ボール操作と定位置での守備などの動きができる。 【技能】

【視点 】 仲間とともに学び合える教材の開発・工夫

学習課題を明確にし，だれもが達成感を味わえるように

運動が苦手な生徒でも，まずはどう動くのかを理解し，考え，実際に動いて達成感を味わ

うことができる。

学習カードの工夫，発問の工夫

頻出しやすい状況を作り出し，その状況ではどう動くのか明確になるようにした。また，

課題を解決した生徒にも新たな課題に発展するような発問を行う。

【視点 】 仲間とともに学び合える学習過程の構築

運動が苦手でも参加できる話合いの場の設定

話合いの場面を設け，誰もが話合いに参加しやすい環境を設定した。運動が苦手な生徒も

意見を述べ認めてもらうことで自己肯定感が生まれるだろう。

頻出する場面の提示による学習課題の共有化と課題解決の場面を設定

ソフトボールの試合中によく起こりそうな場面を設定し，課題提示する。また，見本を示し，

学習課題の共有化を行った。運動が苦手な生徒でも積極的に動けるような場面を設定した。

評価の場の設定

学習課題を共有し，それからグループで練習を行う。相互評価，自己評価を行うことで，

次の課題をより明確にすることができる。

イ 単元構成

時数 学 習 内 容 学 習 課 題

・オリエンテーション（授業の流れ，チー

ム分け）

・試しのゲーム

・ソフトボールの特性，簡単なルールを理

解する。

・ルールの確認を行う。

・基本的な送球，捕球の仕方の確認。 ・基本的な送球 捕球の仕方を身に付ける。



ウ 授業の実際

本題材では，他グループの練習を見て，グ

ループ毎に， アウトにするためには，この動

きが必要だ というように，討論する場面を設

定した。そのために，チーム内でソフトボール

を得意とする生徒が中心となって不得意な生徒

の悩みやつまずきに対し，アドバイスを送るな

どの対話が生まれた。

また，簡単にアウトにするだけでなく， 味

方がエラーした時はどうすればいいのか など，

よりよい守備を目指していこうとする姿勢を意

識させた。また，教師がすべて説明するのでは

なく，生徒に質問を投げかけて，考えさせる場

面を設定することにより，運動を不得意とする

生徒からも効率のよい動きのアドバイスやアイ

デアが生まれた。

さらにソフトボールの守備隊形のワークシー

トを作成し，生徒が自らその場で書き込めるよ

うに工夫した。このことによりグループ内で基

本的な動きの他に，よりよい動きがあるかなど，

お互いにワークシートを見合い，対話が生まれ

た。

，

，

・打撃の基礎を理解し，打撃フォームの

分析。

・様々なボールの捕球の仕方を身に付け

る。

・スポーツミラーを使って，自分の打撃

フォームの分析を行う。

・ゴロやフライなど様々なボールの捕球の

仕方を身に付ける。

・アウトの取り方を理解する。

（ランナーがいない場合，いる場合）

・チーム毎に動きを確認し，修正する。

本時

・アウトの取り方を理解する。 ・前回のアウトの取り方の復習と，他のア

ウトの取り方を理解する。

・試しのゲーム ・試しのゲームでは，今まで学習した技能

を発揮し，次回からのリーグ戦に生かす。

・リーグ戦 ・攻守が変わる毎に，守備の連携等を確認

し，質の高いゲームを行う。

図 学習カード（守備の連携を高める）



（ ）実践例 第 学年 単元名 武道 柔道

ア 授業のねらい

年生女子は，すべての生徒が柔道未経験者である。また，柔道の授業に対しては，痛そう ，

ケガをしそう など不安を抱いている生徒が 割近くいるが， 試合をするのが楽しみ ， 相

手を投げてみたい と楽しみにしている生徒も少なからずいた。

柔道の特性である相手と直接組み合い，運動を行うことから， 相手の力を利用し技をかけ

ていく楽しさ， 自分の技を工夫し効果的なものにしていく喜び， 技が決まったときに得ら

れる喜びを味わうことで，柔道に対する 恐怖心 や 痛みを伴う苦しみ から少しでも脱却

できる気持ちをもつことができるように授業を行った。

単元の主な評価規準

・柔道の学習に積極的に取り組もうとしている。

・仲間の学習を援助しようとしている。 【関心・意欲・態度】

・技（抑え込み）を身に付けるための運動の行い方のポイントを見付けている。

・課題に応じた練習方法を選んでいる。 【思考・判断】

【視点 】 仲間とともに学び合える教材の開発・工夫

技能ポイントを絞って提示する

初めて柔道を学習する生徒が多いので，ポイントを絞って取り組ませる。ポイントが少な

いことで，課題が明確になり，その後の反省も行いやすい。

学習カードの工夫，発問の工夫

本時のポイントが書かれた学習カードを使用し， 何を意識すればいいのか が常に確認

できるようにした。また，発問を工夫し，生徒に どうすればできるようになるのか を意

識させる。

【視点 】 仲間とともに学び合える学習過程の構築

学習課題を共有する

技を習得するためには取りと受けの協力が必要なことから，お互いが確認しながら相互に

練習する必要があり，学習課題の共有化ができる。

雰囲気作り

上記で述べたように，技を習得する際に，取りと受けの協力が必要であり，必然的にコミュ

ニケーションが必要となる。グループ内での励まし合いやアドバイスの時間を十分にとって，

お互いに声かけのできる雰囲気作りを行う。

評価の場の設定

授業の終わりには学習カードを使い，本時のポイントを確認しながら反省を行い，次時に

向けての課題を明確にする。



イ 単元構成

ウ 授業の実際

ワークシートを活用しながら，前時の自分

自身を振り返り，試合前・試合後に自分の工夫

した点や変化を考えさせて，気付かせるように

した。適切なアドバイスができる場面を意図的

につくる必要があり，授業の終わりに 学習カー

ド を使い本時のポイントを確認しながら反省

を行い，次時の意欲付けにしている。 取り

と 受け の間での確認や試行錯誤したことの

確認を十分行った。グループ内での励ましやア

ドバイスなどの時間を十分にとって楽しさを感

じさせる必要があると考えたためである。

柔道では，基本技能を身に付けるときや技を

展開する際に対人での対話，グループ内での対

話を行う機会を与えることにより，よりすばや

く，より正確な技能を身に付けることができた。

ほとんどが柔道の経験のない生徒であるため，

教師主導の授業展開になりがちであるが，教え

込むのではなく，教え合う中で，お互いが柔道

の楽しさを実感するためのワークシートを活用

した。

。

時 数 学 習 内 容

オリエンテーション

・事前アンケート ・基礎知識（歴史・特性・礼法）

・柔道着の着方とたたみ方（早きがえ・早たたみ）

，

投げ技の基本動作

・姿勢（自然本体・左右自然体） ・組み方（左右組み）

・くずしと体さばき ・進退動作（歩み足・継ぎ足）

受け身の基本動作（後ろ受け身，横受け身，前回り受け身）

本時

動きの習得（マット落とし，水たまり落とし）

固め技の基本動作（攻撃に必要な基本動作，防御に必要な基本動作）

固め技の習得（けさ固め，横四方固め）

，

固め技の試合（片ひざ立ち，背中合わせ）

投げ技の習得（ひざ車，体落とし，大外刈り，かかり練習，約束練習）

簡易な試合（投げ技のみ，固め技のみ）

試合（ルールと審判法，試合のすすめ方）

図 学習カード（固め技確認カード）



研究の成果と課題

対話 のある授業を実践することにより，仲間とともに学び合うことができる。

（ ）課題との対話

興味・関心を高めるために，課題をいくつかのレベルに分けて生徒へ提示した。初めの課題

は，多くの生徒が解決できるような課題を提示することで，分かった。自分にもできそうだ。

と意欲を高め，その後は，自分のレベルに応じた課題が提示され，飽きることなく，学習に取

り組むことができた。

しかし，つまずいている生徒への手だてを工夫する必要があり，今後の課題となる。

（ ）仲間との対話

グループで課題を共有し，課題解決をしていく中で，新たな課題が出てきた時に，運動が苦

手な生徒でも発言できる雰囲気を作った。そうすることで，運動が苦手な生徒からも効率のよ

い動きのアドバイスやアイデアが出てきた。主体的な学びから，自ら進んで仲間や教師に関わ

り，互いのよさや存在感を認め合い，全員が高い意欲で授業に参加しようという姿勢が見られ

た。

学習課題に対して，グループ同士で教え合ったり，評価したりする場面を設定することで，仲

間のおかげでできた 自分では気が付かなかった というように，仲間とともに学び，コツ

を見付けることができ，よりよい動作の習得につながった。

グループのメンバー構成によっては，コミュケーションが積極的に行えない場合もあるので，

生徒まかせにするのではなく，教師の声かけやグループのメンバー構成を工夫する必要がある。

（ ）自分自身との対話

学習課題の共有の場やコミュニケーションの場の設定を行うことで，仲間との対話が積極的

に行われた。その後，学習カードを使い自己反省を行ったが，仲間との対話から気付いた課題

自分自身で気付いた課題 が明確になった。

自分自身との対話を行うことで， 次の授業では， を身に付けたい というように課題

が明確になった。そして，次の授業までに各自で練習をしたり，資料を見てポイントを調べて

きたりなど，課題解決への意欲が高まり，授業を楽しみにしている生徒が多くなった。

しかし，自己評価が適切に行えない場合には，意欲低下にもつながる可能性もある。教師か

らの適切な評価を行う場面の設定や生徒の評価する目を養うことが必要となる。

（ ）まとめ

生徒の学習意欲を引き出させるワークシートの活用やグループ学習の中で 対話 を重視し

た授業展開により， 自分の工夫した点や変化を考えさせ，気付かせる。（自分自身との対話）

その運動の特性を理解し，基本動作の習得や技能の向上を目指す。（課題との対話） 自分

では気付くことができない動作やプレーが仲間との協力やアドバイスにより，よい動作，よい

プレーへとつながる。（仲間との対話）ことが実践された。

今後，適切な評価を行う場面の設定，より生徒の意欲が高まる教材開発，ワークシート等の

充実を図ることが必要と考える。



留萌支部の研究について

（ ）研究主題設定の理由

ア 支部の研究経過から

平成 年度開催の北海道学校体育研究大会留萌大会を“原点”として，研究推進と授業づく

りにおいては【もっと ずっと】をキーワードに， 子どものエネルギーを引き出し，体と心

を育てる留萌の体育 を主題に掲げ，研究を進めてきた。

管内の研究大会においては，平成 年度に ダンス ，平成 年度には ダブルダッチ（体

つくり） を題材に授業の在り方と指導方法を検討し，市町村組織においても各種題材につい

て実践を重ねてきた。学習指導要領の改訂を機に，これまでの研究や授業実践を自己評価し，

そこでの課題と子どもたちのとらえ直しから，新たに上記の研究主題を設定し，管内学校体育

のさらなる向上を目指していく。

イ 児童生徒の実態から

運動から遠ざかり，存分に，体を動かすことが少ない子どもたち…

体育の指導や体育的活動は行っていても，なかなか高まらない子どもの体力…

基本的な運動技能や運動感覚，バランスのよい動きが身に付かない子ども…

これらの状況は留萌管内の児童生徒だけに限ったことではなく，体育教師の多くが抱えてい

る“悩み”だと思われる。その一因として やらされるだけの授業 や 達成感や満足感（で

きた・伸びた）に乏しい授業 ， 楽しさを味わうまでに至らない授業 など，私たちが行う授

業の在り方にも課題があると考えられる。

楽しい！おもしろい！できた！うまくなった！ やりがいがあって，もっとやりたい！

と実感できる体育の授業を考え…つくり…積み重ねることによってこそ，子どもたちは運

動やスポーツとのよい関係を築き，進んで実践できるようになる。そのために，授業改善

を最重点課題として研究を推進する。

（ ）目指す児童生徒の姿

な るほど おーそうか！ まてよ… など，頭と心と体をフルに使って運動に取り

組み，楽しんで活動できる子ども

うまくできたっ！ こんどこそっ！ じょうずだなあ！ がんばれ！ など，認め，

励ます 肯定的 で 前向き な声を出して活動する子ども

研究主題
子どもたちの 今 をたがやし

未来
あ す

の力をはぐくむ留萌の体育
わかって できて おもしろい！ 楽しい体育 を つなぎ つみかさねて

北海道学校体育研究連盟留萌支部 天塩町立天塩中学校
発表者 教諭 伊 藤 大 輔
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（ ） 目指す授業の姿

楽しい 状況をふくらませることによって指導内容がしっかりと身に付く授業

明確なねらいと挑みたくなる活動が設定されている授業

子どもたちが目一杯運動と向き合い，運動に浸る中で，身体能力が高まる授業

運動の楽しさや運動することのおもしろさが味わえ，やりがいを感じる授業

高める・伸ばす・できる・味わわせる ための手だてと指導がある授業

（ ）研究の仮説

指導の目標を明確にし，子どもの視点から教材や単元構成，学習活動を工夫するとともに，

指導方法や手だてなど目標到達への道筋を吟味して準備することにより，子どもにとって や

りがい がある体育の授業をつくることができる。

また，このような授業を積み重ねることで，子どもは［分かって，できて 身体能力が高まり，

楽しく］運動に取り組めるようになり，成長とともに，運動やスポーツとのよい関係を築き，

豊かなスポーツライフを実践する力を身に付けることができる。

（ ）研究の視点

視点 学びへ向かわせる枠組み …教材開発

子どもの実態や学級における特性の的確な把握 身体能力状況や学び方の育ち等

身に付けさせたい技能，高めたい力の明確化 運動技能，感覚能力の焦点化

教材化の工夫と魅力ある単元づくり 運動素材の発掘，既存運動の工夫と加工

動きづくりと習熟を図る活動の設定 変化のある繰り返しや の活用

年間の つながり を意識した授業の設計 つなぐカリキュラム の作成

視点 学びを進める場と道すじ …場の設定と学びの過程

運動との出会いにおける演出 インパクトある出会い・やりたい感をわきたたせる工夫

学習活動，学習形態，学習集団の工夫 諸要素をブレンドさせた学びの工夫

アタマ・ココロ・カラダを働かせる学習過程 課題解決に取り組む流れの設定

自らの運動を捉え，修正する活動の位置付け 自己評価の場や方法の工夫

運動の場や活動方法の工夫 次なる一手 の準備

視点 学びを深める手だて …授業技能向上と評価

学びや運動状況の予測と手だての準備 活動状況の見通しと指導方策の練り込み

教師の関わりと多様な指導技術 指示 助言 提示 賞賛 誘導 対話 指摘…等

運動との関わり方，運動の学び方の育成 運動実践モデルの例示等

自力解決，学び合い解決を促す指導方法 発見，気付き，ひらめきの引き出し

指導場面，指導タイミング，指導内容，指導方法 教師の指導力向上

子どものあり様を捉える評価 子どもの活動に対する着眼点の設定

自己の運動状況を捉える評価活動の工夫 他者視点や機器の活用等

次の授業や活動につなげる評価の工夫 目標に基づく改善ポイントの明確化



留萌管内学校体育研究会テーマ



研究の具体

（ ）実践例 第 学年 単元名 連続技に挑戦！（マット運動 器械運動）

天塩町立天塩中学校 教諭 伊藤 大輔

ア 授業のねらい

留体研・研究視点 学びを進める場と道すじ …場の設定と学びの過程

マット運動の技は，回転系（前方や後方，側方に回転することが特徴）と巧技系（倒立，バ

ランス，ジャンプすることが特徴）の大きく つに分かれる。

非日常の動きが多いので，生活の中ではあまり行わない動きであったり，過去のケガの経験

や痛い思いなどから恐怖心が抜けなかったりするなど，一般的に生徒からは敬遠されがちな単

元である。

しかし，単元の価値としては，目標に応じて自分のペースで練習に取り組むことができたり，

難易度が高い技ではなくても，自分ができる技の完成度を上げるなど，授業の工夫によっては，

十分に運動の楽しさや達成感などを味わうことができるものである。また，相手との競争がな

く，自分自身の頑張りが結果につながるという特性もあり（克服的要素），課題解決に向けて

の取組がいがある種目でもある。

イ 単元構成

小学校での既習事項の確認をしながら，教師が連続技の例を示範し， すごい！ カッコい

い！ というインパクトを子どもに与え， あんなふうになりたい！ 先生みたいな技ができ

るようになりたい！ と意欲をわきたたせるような学習との出会わせ方を“演出”する。

【関心・意欲の高まりを引き出す段階】



子ども自身が，自分の技（演技）ができているかどうかを客観的に捉えることができるよ

うに支援していく。そのために，ビデオを活用し，自分の演技を見せて，そこでの観察ポイン

トを指導しながら 思考 練習 という取組をさせる。

【自分の技を高めていこうとする段階】

お互いに，仲間の技を見て どうすればもっとよくなるのか？ というアドバイスを付箋

紙に記入して渡す。それをもらって 何を改善すればよいのか？ カッコよく見せるために

は？ などと考えながら活動する。“アタマ”を働かせながら，仲間からのアドバイスのあり

がたさを“ココロ”で感じ，それをもとにして“カラダ”を動かしていく という一連の流れ

で完成度を“ ”させていく。

【仲間と協力し合いながら課題解決をする段階】

年生では 集団マット運動 を実施予定

ウ 授業の実際

今回の実践は， 自己の運動状況を捉える自己評価 と アタマ・ココロ・カラダを働かせ

る学習過程 に視点を置いて授業を行った。

前述したように，演技に対する感想やアドバイスを付箋紙に記入して演技者に渡すことによ

り，他者の演技における細かい部分にまで注目して観察することができる。このことによって，

自分自身の演技を客観的に捉えられるようになり，技の向上に生かすことができると考えた。

授業では，生徒が友達の演技を真剣に見て，自分なりの感想やアドバイスを送るとともに，自

分の演技にも生かそうとするコメントを残した生徒もいた。一方で，アドバイスをするポイン

トが曖昧（技のできばえに対するアドバイスなのか，つなぎ方に対するアドバイスなのか）で

あったり，観察に時間がとられて 単位時間の運動量が少なすぎたり，といった課題が明らか

になった。

器械運動においては，技能分析（運動技術のポイントやコツ）が大切である。生徒に考えさ

せることで思考力の高まりが期待できるが，まずは教師の発問や声かけによって，運動技術の

ポイントやコツを知識として身に付けさせることが必要だと考える。

また，言語活動については， 単位時間レベルでの取組では不十分で，単元レベルなどの長

期スパンで研究主題や視点を視野に入れて工夫していく必要がある。

生徒の感想からは， さんの演技が参考になった ， 今まで気付かなかった部分のアド

バイスをもらうことができてよかった など，前向きなものが多かった。生徒の声をしっかり

受け止め，意欲を引き出す授業をさらに工夫していきたい。

【自分の技を高めていこうとする段階】



（ ）実践例 第 学年 単元名 新しい技に挑戦しよう！（マット運動 器械運動）

遠別町立遠別中学校 教諭 坂田 一幸

ア 授業のねらい

留体研・研究視点 学びへ向かわせる枠組み …教材開発

学習カードを用い，生徒自身が自分の状況を把握し，目標をもって学習に取り組めるような

環境をつくる。

やさしい運動から難しい運動へとステップアップ（スモールステップの克服）させながら取

り組ませ，恐怖心をもたせないようにする。

マット運動（単元教材）の技能向上を図るための手だて（下位教材）として （コーディ

ネーショントレーニング）を取り入れる。

基本的な技を系統的に学習し，生徒の能力差に対応できるように学習を進め，一人一人が意

欲をもって学習に取り組めるようにする。

動画などの視覚的な資料（映像）を積極的に活用し，生徒が取り組む技を容易にイメージで

きるようにする。

学習カード（アドバイスカード）を参考にさせ，段階的な練習において，支援器具（ロイター

板，ミニマット，セーフティマットなど）を積極的に活用させる。

各種目の コツ 身に付けさせたい・高めたい技能 に気付き，動き方を感じさせることに

よって，技の完成度を高めていくようにさせる。



イ 単元構成

ウ 授業の実際

授業の導入段階において （コーディネーショントレーニング）を取り入れたことによ

り，楽しみながら体をほぐすことができると同時に心の交流も図ることができ，楽しい気持

ちと肯定的な雰囲気をもって授業に臨むことができていた。

また，膝を胸の位置にもっていくことができるようになり，前転や後転，開脚前転，開脚

後転などのマット運動につながる体力（筋力・柔軟性）が高まってきた。

さらには，リズミカルな動きや全体での動きの統一感も生まれてくるようになり，今後の

単元にも生かしていけるのではないかという手応えを感じた。

生徒が自分の状況を確認したい時に，視覚的な資料（動画）やアドバイスカードを使って，

技術的な内容を確認できるような場の設定を工夫した。

視覚教材ついては，教師の予想以上に生徒たちが関心を示し， 技を試す 画像を見る

を繰り返しながら練習を重ねる様子が多く見られたことから，授業に勢いと活気をもたらす

ものとなった。また，自分の体をどのようにコントロールすればよいかをイメージする上で

有効な手だてであった。

しかし，模範的な動きを見るという，やや一方的で受け身になる感が強かったことから，

自分の演技や友達の演技を撮影し，これを模範演技と比較するなどの追求的な活動を取り入

れるといった方法についても今後は検討していきたい。

アドバイスカードを活用については，練習方法や場の工夫を容易にできるという面で効果

があった。このことによって生徒は，課題をクリアしながら段階を追って練習するとともに，

恐怖心を感じることなく練習できたものと考える。

しかし，生徒個々のつまづきや，技の“コツ”の習得状況に対する個への手だてについて

は，全員に応じるところまでは至らず，今後の課題として残った。



研究の成果と課題

留萌支部では，子どもたちが夢中になって運動と向き合い，運動に浸る中で，身体能力を高

めていく授業をいかにしてつくっていくかということを目指して研究を進めてきた。

また，運動そのものの楽しさや運動することのおもしろさを味わえるようにするため，身に

付けさせたい技能や高めたい力を明確にし，これを 高め 伸ばし できる ようにさせる

ための手だてを工夫・開発するべく力を入れて実践を重ねてきた。

これまでのところ，学習カードや自己評価カードの記述からは， 次は をがんばる 今度

は に挑戦する 今日は楽しかったので，次回もがんばりたい など，ワクワク感をもって

授業に取り組み子どもたちの姿がうかがえるようになってきた。

運動を苦手とする子どもたちからも 体育が好きになった 意外とおもしろかった など

という感想が増えてきており，留萌支部全体で取り組んできた実践の成果が徐々に現れてきた

ものと受け止めている。

また，市町村における実践交流の積み重ねや，管内小中学校教員を対象とした 留萌管内体

育実技指導交流会 （平成 年度実施）を行うことで，指導者としての技能の向上や教え方の

ポイント・技のコツ，授業における“ネタ”などをお互いに交流することができ，微力ながら

も管内における体育授業の改善に貢献できたものと考えている。

今後も，さらなる研究の深化と研修の活性化に努め，一人でも多くの子どもが体育の時間を

楽しみにし， もっと，ずっと という気持ちを抱いて， きっと 上手に！わかるように！で

きるように！育つ体育の授業づくりを求めていきたい。

今後の取り組みの展望（今後の重点）

年間（小 中 ）の つなぐカリキュラム の活用

本支部では市町村の体育教師研修サークルにおいて，各学年における各種目（マット運動，

跳び箱運動，ボール運動・球技，陸上競技，スキーなど）の指導のポイント（身に付けさせ

たい力の具体的な姿）を学年ごとに一覧にした つなぐカリキュラム を作成し，主に小学

校の先生方に活用してもらっている。

留萌管内は，僻地・小規模校が多く，小学校から中学校に進学する際，子どものメンバー

に変化がない地域がほとんどである。このことを利点と捉え，管内全市町村で小中連携に取

り組むことにより，一般的な評価規準と並行して活用できるものにしていきたい。また，こ

の取組は，小 中の教師の連携も図ることができ， 小学校では何を学んだのか？ 中学校

では何を学ぶのか？ ということを認識する上でも効果があると考えている。さらに，異校

種間での子どもたちの実態を交流しながら，より実効性のあるものに改善していきたい（幼

稚園・高校への広がりも視野へ）。

動きづくりと習熟を図る活動の設定

前述した については，現在，管内各市町村において教委主導による学校への導入が

進められるような動きもあるが，学校体育の果たす役割をしっかりと認識し（地域任せにな

らないように・ 体育 は 体育 で），子どもたちの能力を高める一つの手法として

を捉え，その効果的な活用を研究・検討していきたい。





第 分科会 北海道恵庭南高等学校



所在地 恵庭市白樺町 丁目

電 話 （ ）

学校長 藤 岡 二 朗

生徒数 名

教育目標

教育基本法の趣旨に則り，学力の向上，道徳教育の充実に努め，人格の完成を目指して，平

和的，民主的な国家および社会の形成者として，真理・正義を愛し，個人の価値を貴び，勤労

と責任を重んずる心身共に健全な人物を育成する。

特色

北海道公立高校唯一の体育科設置校として，文武両道を教育目標に掲げ教育活動を実践して

いる。平成 年度からスポーツ教育学科を有する北翔大学と高大連携を行い専科教育の一層の

充実を図っている。体育科を中心とした運動部の活動が盛んで，全国高校総体には北海道代表

として多くの生徒が出場している。恵庭スポーツフェスティバルなど地域行事には多くの生徒

がボランティアスタッフとして参加する。



授業の見どころアピール
平成 年度新学習指導要領の完全実施に向けて，生徒の実態把握をアンケートにより実施し，

年間の単元計画を作成した。生徒が自己のねらいに応じて，楽しく仲間と協力し合い運動する

姿を見ていただき，素直なご感想・意見をよろしくお願いします。

ひとりごと
大学時代からスポーツの中で，テニスとサッカーが苦手でした。しかし，初任でサッカー部の

顧問になり，今では，女子の授業でテニスを教えています。教員生活 年になりますが， 年間

テーマは 愛 です。生徒に 愛 を教えるのに未だに研究中です。

年 組 担任

男子新体操部 顧問

指導者公認コーチ，新体操 級審判

スキー級別テスト 級，柔道初段

全日本選手権大会 団体優勝 回

第 分科会 授業

北海道恵庭南高等学校

授業の見どころアピール
剣道授業は堅いイメージをもたれているが，生徒たちの楽しくそして積極的で生き生きと活動

する姿を見ていただきたい。先生方のグループ学習の進め方で効果的な活動があれば，情報提供

やアドバイスをいただきたい。

ひとりごと
生徒たちが喜ぶ姿が見たい。そのために，剣道の基本を外さず，柔軟性をもって伝える授業が

どこまで生徒たちに伝わるか心配。生徒と一緒に笑えるだろうか…。

年 組 担任

剣道部 顧問

剣道教士八段

全日本剣道選手権大会準優勝 回，

第 位 回

分科会 授業

北海道恵庭南高等学校



研究の概要

（ ）研究主題設定の理由

本校は，北海道公立高校唯一の体育科設置校として文武両道を教育目標に掲げ教育活動を実

践し，石狩管内をはじめ全道各地から多くの生徒が入学してくる。体育科は、 年間で自分の

専門性を高めアスリートとしての資質を身に付けることを一つの目標として取り組んでいる。

体育科を中心とした部活動が盛んで，全国高校総体には北海道代表として多くの生徒が参加し

ている。その反面，普通科生徒の部活動加入率が 割でそのうち運動部が 割とやや部活動に

消極的な傾向にある。部活動に加入していない生徒にとっては体育授業が学校生活の中におい

て，唯一運動する場となっている。

運動部以外の普通科生徒は，日常の生活で運動の楽しさ

を知ることは少ない。そのため彼らに運動の重要性を理解

させることが必要であると考え， 生徒に運動の楽しさ，

重要性を知らせる授業 を研究テーマとして設定した。

取組として，普通科生徒全員に対して体育授業に対する

アンケートを実施した。生徒の意識・実態として，体育の

授業が好きですかの問いに対して 好き ・ やや好き

が ％ 嫌い ・ やや嫌い が ％と全体的に体育授業

は好きな生徒集団であり，運動やスポーツが 好き ・ や

や好き が ％， 嫌い ・ やや嫌い が ％と学校全

体として運動やスポーツに前向きに取り組む生徒が多い傾

向にある。さらに， 将来自分達が健康的に生活する為に

必要なものは の問に対して 体育授業 と回答した者は

％ 部活動・運動 も含めると ％の生徒が運動の重要

性を認識している。また， 高校に入学してから体力がつ

いた と答えた生徒が ％と体育授業，部活動により 割

の生徒が運動することは体力が向上することを実感してい

る。このようなことから生徒に対して何らかの方法で自分

の体力を知るきっかけを作ろうと考え，運動時の心拍数を

計ること，新体力テストの得点から自分の体をより客観的

に知ることにより，身体を動かすこと，汗をかくこと，ス

ポーツをすることの心地好さを体感させ，運動好きな生徒

を育てる取組を進めた。

本校の体育授業は， 時間続きの 分（ 分 ）で

研究主題

運動好きな生徒を育て
豊かなスポーツライフの基礎をはぐくむ体育学習

仲間と共に心と体をはぐくむ 体つくり運動 と 剣道 の実践

北海道恵庭南高等学校



実施し， （ティーム・ティーチング）の形態をとり，細かい指導体制をとっている。体育

科を有することから体育施設，運動環境は充実している。体育科の生徒については，より専門

性を高めることを目標に，将来，スポーツ振興に携わることができる人材を育てる授業を進め，

普通科体育については， ・ 年次で各種目の基本的な技

能や知識を理解させることを重点に指導し， 年次ではグ

ループによる種目選択制をとり，それぞれの興味関心の高

い種目を選択させ，自ら授業計画を立て実践している。体

育授業の特徴として，ウォーミングアップに必ずランニン

グを取り入れている。屋外の展開はグラウンド外周（ 周

）を 周，屋内の展開は体育館走路（ 周 ）

を 周程度実施してから実技に入る。

年生の最初の頃はかなり苦労している生徒も回数を重

ねるうちに楽に走れるようになり， ・ 年生では体育授

業は 走ること が定着している。運動の基礎は， 走る

こと から始まり運動効果としてウォーミングアップは重

要であることを理解させている。

（ ）研究の仮説

生徒自身が体力を知るきっかけづくりとして，運動前と

運動後の心拍数の変化に着目した。ランニング効果が現れ

やすい 年生を対象に，入学から 年間の授業展開におい

て体力の変化を測定した。その 数値の変化から体力の向

上を知ることが出来るのではないか と仮説を立てた。生

徒へ運動前と運動後には心拍数には変化があり，そのこと

を知ることで運動に適した状態を知ることができる事を伝

えた。ウォーミングアップの重要性，体の変化を知る事が

出来る授業を進めた。また体力を客観的に判断できる数値

として，新体力テストを生徒全員を対象に実施し，自分の

体力数値及び判定を知る事で運動への意欲をもたせた。

新体力テスト風景

グラウンドランニング風景

体育館走路ランニング風景

心拍数測定風景



研究データの収集・検証

準備運動のランニングは，スポーツ活動に適した状態（ 拍 分）になることを目的にし

ている。 年次の前期は心拍数が高くなり，授業の経過とともに心肺能力が上昇し，心拍数が

運動に適した数値に落ち着き，また心拍数の回復も早まると予測した。

実験 月に 年生対象に運動前の心拍数とウォーミングアップ後の心拍数の測定

実験 月に 年生対象に運動前の心拍数とウォーミングアップ後の心拍数の測定

実験 月に運動後の心拍数の回復の変化を測定

実験 月全校一斉新体力テストの実施

実験 ・

月， 月に 年生全員に体育のウォーミングアップ前後の心拍数の平均値をまとめた。

（男子） 後 月 拍 分 月

女子） 後 月 拍 分 月

月では負荷が強すぎて心拍数がかなり上昇し，きつい状態の生徒が ヶ月後には男子で

拍 分，女子で 拍 分の拍数が減り，一般的に発汗現象の出る に落ち着いた。

このことは，授業の経過とともに体力が向上したといえる。

実験

月に心拍数の回復過程を検証してみると，中程度の運動負荷終了後 秒から運動負荷終了

後 分の間に 拍 分以上減少した。 分間で運動前の約 ％の回復を示しており，このこ

とは，心肺機能の上昇があり，同時に体力が向上したものと推察できる。

〔運動前・運動後の心拍数の回復過程〕

（ ）目指す生徒の姿

体育授業や部活動から得た知識やデータの年度推移をまとめ，分析・検証の結果を，学習指

導計画に反映させた。生徒自らが体力を知り，運動への興味関心や，運動への意欲的な参加を

促すなど，生徒への還元を目指す。運動時の自己管理や適正状態を知ること，スポーツ運動が

日常生活の中で大切なこと，運動の心地好さを知るなどの経験知を積み上げ，将来の健康的な

スポーツライフを自ら実践できる生徒を育てる。

（ ）研究の視点

視点 授業形態，グループ学習の工夫

体を動かす心地好さ，柔軟性や動きの持続などを重点におき，仲間づくりやコミュニケー

ション能力を高める学習を実践する。

視点 対人競技における導入の工夫

剣道（武道）の特徴を生かした，対人的動作を身に付け相手に対する敬意と思いやりの精神

と仲間づくりの楽しさを身に付ける。



研究の具体

（ ）実践例 第 学年 単元名 体つくり運動

ア 単元のねらい

・体を動かす楽しさや心地よさを味わい，健康の保持増進や体力の向上を図り，目的に適し

た運動の計画や自己の体力や生活に応じた運動の計画を立て，実生活に役立てることがで

きるようにする。

・体つくり運動に主体的に取り組むとともに，役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそ

うとすること，健康・安全を確保することができるようにする。

・体つくり運動の行い方や，実生活のへの取り入れ方などを理解し，自己や仲間の課題に応

じた運動を継続するための取り組み方を工夫できるようにする。

イ 単元計画 配当時間 時間中，本時 時間目

ウ 授業の実際

普通科 年生に対し，体つくり運動のアンケート実施したところ，

中学校の授業における体つくり運動は， ％が経験していた。学習指

導要領の移行期により，中学校における実施，未実施が見られた。全

体的に体育授業が好きな集団であり，運動やスポーツに前向きに取り

組む生徒が多い傾向にある。

中学時に受けた内容を調査したところ，主に力試しの運動（ ％），

用具を操作する運動（ ％），体のバランスをとる運動（ ％），とい

う結果であった。

体のバランスをとる運動では，二人組エレベーター、ダルマさんが

転んだ，ぐるぐる展望台，体を移動する運動では，追いかけ走，用具

を操作する運動では，ボール回し，ボールの投げ上げ，短なわ跳び，

長なわ跳び，力試しの運動では，手押し車，馬跳び，運びっこ等が実

施されていた。

図 アンケート集計

図 アンケート集計



体力を高める運動では，手つなぎ開脚・

押し合い相撲・人押し歩き・サークル馬跳

び・背負い歩き・シャトルランであった。

体つくり運動は，自己の体力や生活に応

じて，体の調子を整えるなどの体ほぐしを

行うことや体力の向上を図ることをねらいとしている。体つくり運動は準備運動や補強運動とい

うイメージを取り除き，楽しさに触れさせ，生涯にわたって運動に取り組む資質・能力を育成す

ることの一助としたい。

学習の形態は、 グループ 名になるようにグルーピ

ングし，それぞれの目的にあった運動の方法を計画させた。

各グループには実生活で考えられる運動内容で設定し，グ

ループで考えさせた。体育館をコーンで仕切り，練習スペー

スを与えることで内容や安全性について意識を高め，それら

を通して，仲間との連携がとれるようになり，生き生きと楽

しく授業に参加する姿が見られた。

体つくり運動 学習カードを作成する。

ねらい

・自分や仲間の体の状態を意識し，運動を構成する。

・体つくり運動の必要性を理解できるような資質を身に付

け， わかる できる かかわる の 点を重点とする。

取組の実際

・授業開始時に学習カードを配り，放課後までに記入し体

育委員が回収して、授業者に提出し、授業者はコメント

を入れる。

成果

・授業を重ねるごとに，授業に臨む意識が高まってきた。

感想に関しても具体的なコメントが多くなり，記入内容

も充実してきた。

体つくり運動資料を活用する。

体つくり運動 をできるだけ効果的に、運動の方法が

理解できるように，一人一人に体つくり運動資料を配付し

た。始めは、活用の仕方の説明等に時間がかかったが，個

人で授業内容や，その効果を踏まえて，運動の内容や方法

を見直し，新しい運動を考え、施設や用具を効果的に利用

し，ねらいに沿った計画が立てられるようになった。

図 アンケート集計

図 オリエンテーション

図 活動風景



（ ）実践例 第 学年 単元名 武道 剣道

ア 単元のねらい

・相手の動きの変化に応じた基本動作から，基本となる技や得意技を用いて，相手の構えを

崩し，しかけたり応じたりするなどの攻防を展開すること。

・自主的に取り組むとともに，相手を尊重し，伝統的な行動の仕方を大切にしようというる

こと，自己も責任を果たそうとすることなどや，健康・安全を確保することができるよう

にする。

・伝統的な考え方，技の名称や見取り稽古の仕方，体力の高め方，運動観察の方法などを理

解し，自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。

イ 単元計画 配当時間 時間中，本時 時間目

ウ 授業の実際

本校の男子生徒（普通科男子 名・体育科男子 名計

名）に対し，剣道に関するアンケート調査をしたところ，

中学校まで剣道を経験した生徒は ％で，残り ％の生徒

は剣道未経験者であった。北海道では中学校で剣道授業を

取り入れている学校は非常に少なく，ほとんどの学校が 柔

道 を行っているのが現状である。

剣道についての印象を調査したところ 痛そう と答え

た生徒が ％，難しい が ％である。それに対して かっ

こいい と答えた生徒が ％， 礼儀正しい が ％でよいイメージと比較すると低い数値で

はあるが，悪いイメージをもたれているということも事実といえる。このアンケート結果を真

摯に受け止めるとともに，個々の意識を踏まえて，効果的な授業展開を工夫して実施すること

が求められる。

，

図 アンケート集計



エ グループ学習における授業づくりのねらいと工夫

《授業作りのねらい》 図 アンケート集計

剣道授業を実施するときに， 剣道をどう指導す

るか ではなく， 体育授業としてどうあるべきか

を考えなければいけない。生涯スポーツにつながる

運動への愛好的態度の形成が，剣道授業の実践を通

して，学習の成果として分かるようでなければいけ

ない。剣道に対するマイナスイメージを増長させる

ような授業を行っては意味がない。

《楽しさと意欲を引き出さす工夫》 図 オリエンテーション

基本的な知識・技能を身に付けた上で グループ

名とし， 防具を着けての活動 ， 竹刀・木刀を使用した

活動 ， 剣道用具を用いないで行う活動 に分け実践した。

それぞれのグループで考えた活動内容を元に，リーダーを

中心に仲間と協力し合いながら意欲的に楽しく生き生き活

動する姿が見られた。

《剣道学習ノートの活用》

ねらい
図 活動風景

・授業内容及び本時のねらいをしっかりと把握する。

・ 意欲 態度 技術 知識 それぞれの自己評価

を行い，本時の授業を振り返っての反省を記入するこ

とで，次回の授業につなげる。

活用方法

・授業開始時に配布し，教科担任の所見を確認させる。

授業後各自持ち帰り，翌日体育委員が回収し教科担任

に提出する。

成果

・剣道の専門的用語を覚え，技に関する質問も記

入するなど，授業に対する関心・意欲・態度が

高まってきた。また，生徒同士が共有すること

で，さらに授業への関心度が高まってきた。

。



研究の成果と課題

（ ） 体つくり運動

体つくり運動の参考資料については，小学校や中学校向けの資料はあるが，高等学校として

の資料がほとんどないことから，平成 年度の新学習指導要領の全面実施に向け各高等学校で

も苦慮していると思われる。学習指導要領解説では，体ほぐしの運動は実生活に生かす様々な

運動を組み合わせて実践すること，体力を高める運動は，自己のねらいに応じた運動を計画し

実践することと示されている。しかし，中学校・高校ともに，新学習指導要領の移行期である

ため，中学での体つくり運動の実態を把握した上で，地域の特性や生徒のニーズに対応した

年間の単元計画を作成することが重要である。

体つくり運動アンケートの分析から本校の 年生段階では，体つくり運動の学び直しを教師

主導で始め、単元の前の準備的な運動と単なる補強運動であるという生徒のイメージを取り除

き，自己の健康を考える上で大切な領域であると認識させている。自己のねらいに応じた 体

つくり運動 を実践することにより， わかる できる かかわる を基本にし， 年生・

年生と段階を経て，より健康とは何か，個人・仲間・家族の健康を考える事に主眼をおいて

計画を立てた。先どりをして，平成 年度から実施できたことが，大きな成果といえる。今後

は生徒にとって、より効果的な学習内容となるように， （計画） （実行）

（評価） （改善）の サイクルを繰り返しながら，よりよい計画の立案と授業実践を

目指し，取り組んでいきたい。

（ ） 剣 道

成果として，武道は日本伝統文化であると同時に，どうしても型にはまった堅いイメージが

ある。今回は 剣道 を行ったが，あくまでも体育実技の剣道という考えで，剣道を通して，

生涯にわたっての豊かなスポーツライフを継続できる資質や能力を育てることを目標に行った。

つまり，生徒たちが楽しく，積極的に体を動かす喜びを感じてもらわなければいけない。今回，

グループ別学習を取り入れ，互いに協力し合いながら活動内容を考え，さらに自己評価をして

いくという方法を取り入れた。初めての取組であったが，生徒たちの笑顔や，あちらこちらで

笑い声などもでる楽しそうな姿は，感動的であった。 剣道 が一見堅いイメージから柔らか

いイメージに変わった瞬間であった。その中で，武道特有の“静”と“動”の関係の大切さを

学び，剣道を日本の伝統文化の一つとして生徒たちに伝えることができたものと考える。

課題として，今後はさらに授業内容の幅を広めるとともに，グループ学習の効果を活かして，

生徒の主体的な授業参加を促し，楽しく明るく知識・技能を習得させるとともに，種目の特性

である礼節の大切さを学ばせ，相手の気持ちを重んじ，仲間と協力する心を養うなど，日本伝

統文化の精神が，生徒一人一人の生涯スポーツの中で活かされるよう指導法や授業形態の一層

の工夫・研究を行っていきたい。



第 分科会 北海道北広島高等学校



所在地 北広島市共栄 番地

電 話 （ ）

学校長 三 品 純 一

生徒数 名

学校教育目標

創造的で知性豊かな人間を育てる。

礼儀正しく情操豊かな人間を育てる。

勤労を愛し心身すこやかな人間を育てる。

特色

本校は今年で創立 年目を迎える全日制普通科の道立高校である。生徒のほとんどが大学進

学を希望しており，放課後や長期休業中の講習や土曜学習を実施し，道内外の国公立大学に多

数の合格者を出している。約 割の生徒が部活動に所属し，多くの生徒が文武両道を目指して

いる。平成 年度より普通科単位制に移行し，学習面はもとより，体育活動においても活性化

している。



授業の見どころアピール
体育理論が生涯にわたる豊かなスポーツライフを継続する力の源になるよう，さまざまな工夫

をして授業展開します。また，言語活動を活発におこない思考力，判断力，表現力を磨きたいと

思います。

ひとりごと
“青年は教えられることより刺激を求める”

常に刺激を与え，生徒が自主的・主体的に行動し成長していけるよう，指導をしていきたいと考

えています。

年 組 担任

野球部監督

レベル インストラクター

トータルライフコーチ

第 分科会 授業

北海道北広島高等学校

授業の見どころアピール
男子と女子が互いの動きを理解し表現や踊りによる交流を通して，仲間とのコミュニケーショ

ンを豊かにし，自己を表現することに楽しさや喜びを味わうことを期待しています。心と体が一

体となる表現運動として，授業終了時には生徒全員が気持ちのいい汗をかき，笑顔で体育館から

教室へ戻れるような授業であれば 。

ひとりごと
私が踊る姿は他人には見せられない。というか見せられるものではない。しかし，見ていると

やってみたくなっていくのがダンスと感じている。柔道で鍛えたパワーを生かさないように心が

け，生徒が 楽しさ から 笑顔 をつくれる授業を目標にしていきたい。

年 組 副担任

柔道部 顧問

柔道六段

全日本柔道連盟 級ライセンス審判
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研究の概要

（ ）研究主題設定の理由

ア 本校の研究経過から

本校保健体育科では昭和 年の開校以来，生徒の体力向上と運動習慣の形成のため，立地条

件・環境等の地域の特性を生かし，冬季の授業にクロスカントリースキーを実施してきた。ま

た，冬季以外の実技の前には補強運動とランニングを実施してきた。

その成果として平成 年度に 北海道体力作り最優秀校 ，平成 年度に 全国保健体育優

良校 ，平成 年度に 全国学校体育優良校 表彰を受賞した。

本校保健体育科では大会主題の本質を 将来の実生活でスポーツを継続するための確かな体

育の力の育成 であるととらえて，生徒一人一人に 自ら学ぶ力 と 仲間と共に学ぶ力 を

身に付けさせ，自らスポーツに親しもうとする態度を養うことができるような授業を計画して

きた。

本校は昨年度の入学生から単位制に移行し，このタイミングに合わせ，保健体育科では新学

習指導要領を先行実施している。今回の指導要領改訂の趣旨を保健体育科では， 思考力・判

断力・表現力の育成， 主体的に学習に取り組む態度， 言語活動の充実，と捉えて年間指導

計画および各単元での指導計画を大幅に見直すこととなった。

このことに関わり，仲間とのコミュニケーションおよび言語活動の充実を通して論理的思考

力を養うことから体育的学力へ，教材や学習形態の工夫から関心を起こさせ，仲間と共に学ぶ

楽しさやその効果を理解することを通してスポーツを継続する資質へと結び付けたいと考えた

ことから研究主題を設定した。

イ 生徒の実態から

本校生徒は入学時の偏差値に比べ，卒業時には大きく成績を伸ばす者が多く，格上の進学校

を大学合格実績では上回ることが多い。その背景として，教員の指導に非常に素直に従うため，

各教科に於いてドリル化された宿題や課題に対して受け身ではあるが黙々と取り組む傾向があ

り，知らないうちに鍛えられている実態があげられる。

体育学習でもその傾向は同様に現れ，一斉指導において指示したことについては大変よく取

り組み，体力や技術の向上に繋がっている。しかし，自ら計画・創造することについてはなか

なか動き出せなく，仲間との言語活動を通して課題を解決することも活発には行えないことが

多い。

しかし，そのままでは将来の実生活でスポーツを継続することは困難であると考え，上記の

研究主題を設定した。

研究主題

仲間と共にスポーツの楽しさに触れ，知的に理解することを通して，
生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質をはぐくむ体育学習の追求

新学習指導要領の先行実施を通して

北海道北広島高等学校



（ ）目指す生徒像

本校の重点目標及び本大会での目指す幼児児童生徒像 生涯にわたって生き生きと運動・ス

ポーツに親しむ子ども を受けて，本校での目指す生徒像を以下の 点として掲げた。

ア 自主的・主体的に学び，課題を知的に捉えて取り組み，解決していく。

イ 仲間との言語活動を積極的に図ることから論理的思考力・判断力・表現力を養う。

ウ 運動の必要性や楽しみ方を理解し，主体的・継続的に運動に親しむ。

（ ）研究の仮説

スポーツの楽しさ 体育的学力 主体性 の 点を経験，獲得することによって

豊かなスポーツライフを継続する資質 を育むことができるであろう。

ア 体育的学力とは

体育の指導内容（技能、態度、知識、思考・判断）がバランスよく身に付いた能力のことで

ある。特に知識については学習指導要領では 言葉や文章など明確な形で表出することが可能

な形式知だけでなく，勘や直感，経験に基づく知恵などの暗黙知を含む概念であり，意欲，思

考力，運動の技能の源となるものである。 とあることから重きを置いて捉えている。

イ 主体性とは

自分の意志・判断で行動しようとする態度のことである。主体性のある生徒の姿とは，自ら

課題を見付け，自ら学ぶ糸口を発見し，計画・創造することができるものと考えている。

（ ）研究の視点

視点 学習形態や教材の工夫

ねらいに応じて日常生活の中で親しみのある題材を教材化することにより，意欲・関心を高

めることができ，運動の本質的な楽しさや喜びの体験を味わうことができる。興味関心をもち，

楽しく学習することから主体性が身に付き，学習内容の理解を深めることができる。

・教材を生かした発問 ・参加型授業 ・課題の発見と解決

・視聴覚教材の利用 ・導入の工夫

視点 言語活動を充実させる工夫

思考力・判断力・表現力を育成させるためには課題解決的な

取組が必要であり，仲間とのコミュニケーションから論理的思

考能力を向上させることができる。また協同的な作業を通して

仲間と共に学ぶ楽しさを味わうと同時に，主体的に学習に取り

組む態度も養われる。

参加型授業 ・ディスカッション・バズ・セッション

・ブレインストーミング・ブレインライティング

評 価 ・自己評価・相互評価・指導者のアドバイス・支援

写真 理論 ディスカッション



研究の構想図



研究の具体

（ ）実践例 第 年次 体育理論

第 単元 スポーツの歴史，文化的特性や現代のスポーツの特徴

単元名 エ スポーツの経済的効果とスポーツ産業

ア 授業のねらい（単元目標）

スポーツの歴史，文化的特性や現代のスポーツの特徴について意見を交換したり，自分の

意見を発表したりするなどの活動を通して，学習に自主的に取り組むことができるように

する。（関心・意欲・態度）

スポーツの歴史，文化的特性や現代のスポーツの特徴について必要な情報を比較したり，

分析したりして，まとめた考えを説明できるようにする。（思考・判断）

現代のスポーツは，経済的な波及効果があり，スポーツ

産業が経済の中で大きな影響を及ぼしていることについ

て，話したり書き出したりできるようにする。（知識・

理解）

スポーツの持つ多様性について深く考え，（スポーツイ

ノベーション），今後のライフスタイルにスポーツを組

み入れ，生活の一部として育む態度を養えるようにする。

（思考・判断）

イ 単元構成

年次

ウ 授業の実際

体育理論の授業を通して，いかに自主的に学び，思考力を高め，運動に親しむ態度を養わせ

るかを考えた時に，本単元では以下の様な手だてを考えた。

言語活動を活性化させる工夫

視聴覚教材の有効活用

授業時数
時間

導入 挨拶，出席確認，学習内容確認

展開

ねらい スポーツの歴史，文化的特性や現代のスポーツの特徴について理解できるようにする

スポーツについて

スポーツの概念

日本発祥のスポーツ

オリンピック競技種目

スポーツの変化

メディアの発達

スポーツの変化がスポーツ
そのものを歪める可能性

オリンピックムーブメント

スポーツの文化的価値

ドーピング

ドーピングによる健康
被害

アンチドーピング運動

スポーツの経済的な
波及効果

スポーツ産業

スポーツは経済活動
に大きな影響を及ぼす

スポーツに関連した
様々な職業

スポーツの多様な可能性

まとめ

整理 本時のまとめ，次回の確認

写真 理論 発表の様子



言語活動を活性化させる工夫

グループ活動を行うことにより，必然的に授業へ積極的に参加することが求められる。

一斉指導よりも多くの生徒が発言する場面を設定し，主体的に考える機会が与えられるこ

とから自主的に取り組むことが望まれる。そしてグループ毎に発表することにより，考え

をまとめたり論理的に説明したり，他の考え方を聞くことを通して，話を理解する力や物

事を多方向から捉える力を養うことができる。また，他の考え方を聞くことを通して，話

を理解する力や物事を多方向から捉える力を養うことができる。

アイスブレイク

高校生にもなると，グループで活動する際に，同じクラスであってもなかなか緊張がほ

ぐれず活発な活動になりにくいことが多く見られる。気軽に意見を述べたり，質問ができ

たりする雰囲気を作るために，少しの時間で楽しくコミュニケーションがとれる工夫を取

り入れる。

ディスカッション（バズ・セッション）

他の生徒の意見を理解しながら，異なる意見に対し

て納得させるためには論理的に話を進めることが必要

となるため思考力を求めることができる。

成果） 話す，聴くという言語活動を十分に活用でき

思考を深めることができた。

コミュニケーションを深めることになり，スポーツへの理解と実技の実践へつな

げることができた。

ブレインストーミング（ブレインライティング）

ディスカッションに比べ，仲間と直接話さなくても自分の意見を述べられる所から，比

較的容易に取り入れやすい。出てきたアイデアを分類することで知識を構造的に理解し，

まとめることができる。

成果） 書くという言語活動を用いることにより，明確に意見交換ができる。

書いた意見は分類しまとめることができるので，自己肯定感を生みやすい。

また，少数意見に関しても取り入れることができる。

視聴覚教材の有効活用

スポーツのもつリアリティと文化的特性や美的特性を視聴覚教材で効果的に活用するこ

とによって生徒の興味・関心を引き出し，つまらない印象がある理論という授業に対して

興味をもたせ，モチベーションを向上させるために使用する。ポイントを明確に確認する

ことでき，理解が深めることができる。

パワーポイントの活用

内容に沿ったスライドからポイントを言語で確認す

ることで理解を定着させることができる。特にワーク

シートや発問に合わせて活用すると視覚イメージで捉

えることができるため効果が高い。

写真や動画の活用

内容に関連する写真を多く活用することによってより実際のイメージをもたせることが

できる。親しみやすい題材として写真を取り入れることでスポーツをより身近に感じ取る

ことができる。特に動画に対しては共感しやすいためその効果は高い。

写真 理論 バズ・セッション

写真 パワーポイントの活用



（ ）実践例 第 年次 ダンス 単元名 創作ダンス

ア 授業のねらい（単元目標）

多様なテーマから表したいイメージを捉え，動きに

変化を付けて即興的に表現したり，変化のあるひと

まとまりの表現にして踊ることができるようにする。

創作ダンスに積極的に取り組むとともに，よさを認

め合おうとすること，分担した役割を果たそうとす

ることなどや，健康・安全に気を配ることができる

ようにする。

創作ダンスの特性，表現の仕方，体力の高め方など

を理解し，課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。

イ 単元構成

年次

ウ 授業の実際

事前アンケート

生徒への事前アンケートから中学校でのダンス授業については，女子はほとんどの生徒

が経験しているが，男子については ％であり，男女共修授業の経験は ％となっている。

この結果からもダンスを選択してきた男子ではあるが，授業へのアプローチは導入段階の

心ほぐし運動などで興味を引かせ，積極的な関わり方への導きが必要と感じる。また男女

ともにダンス授業の内容は創作活動の実施がほとんどであった。そのほかのアンケート結

果では， ダンスを楽しいと思う と感じている生徒は ％であり，音楽に合わせて体を

動かすことや仲間と関わりながら踊ることに楽しさを見出すことができている生徒もいる。

しかし， ％の生徒が ダンスを楽しいと思わない・あまり思わない と答えている。こ

。

写真 学年 学校祭での作品発表



の解答のほとんどの生徒は，体を動かす

ことは好きだが，人前で自分を表現する

ことに不安や恥ずかしさを抱いていたり，

ダンスの授業の経験がないために授業が

どのように行われていくか分からないた

め見通しがもてないと感じていたりする

など，ダンスへの抵抗感が強いのではな

いかと考えられる。これらの生徒はその

他の種目を選択している。

次に，ダンス選択者に ダンスは他の

種目にはない動きの面白さがある とい

う問いについては， ％の生徒が そう

思う と答えている。これは，踊ること

の楽しさを感じていることや仲間との一

体感を感じることが楽しいと思い，積極

的なダンス授業へのイメージをもってい

ることが分かる。

男女による仲間との関わり

本校では第 年次において選択 期の

種目を ダンス と 武道（柔道） と設

定し， クラス（ 名）の男女の選択希望により各種目に分かれ，男女共修授業として展開

させている。どのクラスもダンスの選択は女子が 割程度，男子が 割程度となっ

ている。男子と女子をグループの中に混合させることにより，最初はなかなか馴染めずに

ぎこちない動きも見られるが，男女の動きの違いを理解しながら交流し，授業が進むにつ

れて，楽しさや喜びを味わうようになっている。

心と体ほぐし運動

アンケートの結果から，多くの生徒に人前で自分を表現することへの不安や恥ずかしさ

があることが分かった。他の生徒と交流したり人前で動いたりする前に，上記のような障

壁を取り除くため，誰もが楽しみながら仲間と触れ合えるウォーミングアップを行うこと

で心と体をリラックスした雰囲気をつくることができる。

視聴覚機器（ ）の活用

基本となる動きを覚えたり真似たりする時やそのときの動きを確認したり，自分たちの

動きの評価や次の段階への構成を進めていくなどする時に を活用することで，グ

ループ活動を円滑に進めて行くことができていく。操作はあらかじめ説明することで簡単

に使用でき，その場その場での素早いフィードバックを可能にしている。

資料 ダンス 事前アンケート用紙



研究の成果と課題

（ ）成果

授業の導入から親しみのある題材を用いた教材や緊張をほぐすための教材を活用することに

より，生徒の興味・関心を高めることができたと感じられた。その際に写真や動画を用いた

り，仲間とコミュニケーションをとらせたりするとその後の授業内での発言や活動が活発に

なったため，より効果的であると思われる。回を重ねる毎に自ら学ぼうとする意欲のある生

徒が増えた。関心・意欲が高まることで，思考・判断や知識・理解に結びついていくものと

考えられる。

を活用することにより，自分達の動きをすぐに

確認できることから課題を視覚やイメージで捉えるこ

とができる生徒が多く見られた。活用する機会が増す

度にコミュニケーション活動も増えるため，積極的に

参加したり発言したりする生徒も増加した。

仲間とのコミュニケーション活動を通して，共に学ぶ

楽しさを十分味合わせることができたと感じられた。

話し合う活動を通して論理的に考える力が養われた結

果，課題を知的に捉えて解決していく手だてを考察で

きる様子が見られた。

話した内容をグループ毎に発表したり，ダンスの作品を発表し合うことを通して，相手のよ

さを認めたり課題を見付けられる様子が見られた。このことは男女共修のダンス授業でも見

られ，異性の特徴を認めながら協力して課題を解決しようとしている様子は男女を分けての

学習では得られないものである。

（ ）課題

様々な学習形態を活用していく場面の設定と効果的な活用方法の工夫

コミュニケーション活動を行う目的の明確化

発展性のあるものや追求できる教材や発問の研究と選択

中学校での学習内容を把握し，学びなおしを含め 年間の学習内容を見通した計画の立案

評価規準が適切であるか，実践を通して絶えず確認する体制づくり

写真 ダンス の活用





第 分科会 北海道札幌市立豊明高等養護学校



所在地 札幌市北区西茨戸 条 丁目 番 号

電 話 （ ）

学校長 北 嶋 智 史

生徒数 名

学校教育目標

豊かにたくましく生きる生徒を育てる

校訓 豊かな心・強い体

教育方針

人間性豊かで，明るくたくましい社会人の育成を目指す

．健全な心身を培い，豊かな情操を育てる。

．家庭生活や社会生活，職業生活に必要な基礎的な知識，技能，態度を養う教育を推進

する。

．生徒一人一人の教育ニーズを把握し、障害の程度や発達段階に応じた適切な指導を行う。

．キャリア教育，職業教育，進路指導の充実に努める。

学校の特色

生徒の個性 特性，そして人権が尊重され，一人一人が生き生きと学び合う学校を目指して

います。また，地域社会での自立や主体的に社会参加のできる生徒の育成に努めるとともに，

保護者，地域から信頼される学校を目指しています。

毎朝 分間を，学年毎にメニューを代えながら， 体力づくり も行っています。各個人の

最高記録を目指して頑張っています。



授業の見どころアピール
本校では，性教育を 大人になるために と言う授業名で取り組んでいます。授業名の通り，

本校の生徒達が卒業後さまざまな人間関係でのトラブルや性的な問題行動に対する知識や回避方

法を身につけるために行っています。今回は， 体の成長 をテーマに授業を行わせていただき

ます。よろしくお願いします。

ひとりごと
全国研究大会ということで，大変緊張していますが，普段通りの生徒達の様子をお見せできれ

ばと思います。今後の本校での性教育に生かしていきますので，ぜひ率直なご意見をお聞かせい

ただければと思います。

年 組担任

担当教科 生活単元，家庭

担当作業 クリーニング科

特 技 バレーボール

教 員 歴 年目

第 分会 授業

北海道札幌市立豊明高等養護学校

授業の見どころアピール
キャリア教育を目指す本校において，仲間に気遣いながら，自らも生涯スポーツを楽しむこと

のできる能力を育み，その力が卒業後の社会生活・余暇活動の充実へと繋がって行くような授業

を目指しました。

ひとりごと
肋骨にヒビが入っている最中 閑輝暗点 という謎の症状に見舞われ，余命幾何もないのでは

ないかと心配しております。頑張れ自分。

年 組担任

担当教科 生活単元，体育

公認ラグビーフットボール

指導員

教 員 歴 年目

第 分会 授業

北海道札幌市立豊明高等養護学校



研究の概要

（ ）主題設定の理由

ア 本校の研究経過から

本校の学校教育目標は， 豊かにたくましく生きる生徒を育てる である。本校の生徒は，

卒業後，就労を目指しており，社会人として地域で生活することになる。仕事だけではなく，

生涯スポーツを含む余暇活動の充実や地域の人との繋がりを通して 豊かな心 をもち，体力

のみならず，仲間と協力する力や，主体的に問題を解決していくことができる たくましさ

を身に付けてほしいと願っている。このような学校教育目標を目指し，毎日 分間の体力づく

りや，週 時間の作業学習，各授業を実践している。

イ 生徒の実態から

現状として，在学中は体力づくりに意欲的に取り組むが，卒業後は運動をする機会が大幅に

減少し，健康に影響を及ぼしている例もある。また，身体的機能の特性や生活経験の少なさに

より，本校生徒の体力テストの結果は，全国平均より低い結果である。このような生徒が自ら

スポーツを楽しめるように，生涯スポーツへ繋がるさらなる取組の必要性を感じる。

そして，人間関係の構築の仕方に支援の必要があり，問題が起きてしまうことや，トラブル

に巻き込まれてしまう例もある。卒業後，円滑に社会生活を送るために，問題を未然に防ぎ，

解決することができる力を育成することが重要である。

そこで，研究主題を， 生徒が主体的に取り組むための学習と支援の在り方 とし，体育の

授業づくり，大人になるために（性教育）の授業づくりを行うことにした。

（ ） 研究の仮説

このような生徒に

・毎日の体力づくりを継続して取り組むことができる生徒

・見通しをもてると，自主的に取り組むことができる生徒

・運動が苦手な生徒

・仲間との関わり方に課題がある生徒

研究主題

生徒が主体的に取り組むための
学習と支援の在り方

円滑な社会活動を行うための知識の会得と実践力の育成

北海道札幌市立豊明高等養護学校



このような手だてを講じると

・卒業後の生活をイメージできるような教材，授業展開の工夫

・準備や片付けを生徒達で行う習慣づくり

・達成感を感じられるような目標設定や，自己評価が視覚的に分かりやすく，意欲をも

てる教材の工夫

・仲間同士協力し，助け合う題材の設定

こうなるだろう

・生涯にわたってスポーツを楽しむことができる。

・自ら目標をもって生活することができる。

・問題に直面したときに，解決するための方法を考えることができる。

・社会生活を送るために必要な知識や，適切な人間関係を構築することができる。

・地域や様々な人との繋がりをもち，社会生活を送ることができる。

（ ）研究の視点

視点 生涯スポーツにつながる教材の開発・工夫

生徒の実態把握，体力や技能の定着や推移の記録

卒業後を見通し，日常に取り入れやすい種目の導入（ランニング・グラウンドゴルフ）

技能差に関係なく，スポーツの楽しさを会得できるような種目の工夫

視点 協同的，課題解決的に取り組む学習過程の構築

自己理解と他者理解を通して，お互いを尊重，認め合える環境づくり（性教育）

生徒の理解力や実態に応じた学習グループ設定（性教育）

授業の準備，後片付けをグループごとに行うことにより，仲間と協同する意識の醸成

自ら目標を定め，目標を達成しようという向上心の育成



研究の具体

（ ）実践例 第 学年 単元名 球技 グラウンド・ゴルフ

ア 授業のねらい

球技は，ボールを媒体として，個人間，集団間での攻防を通しながら，多くの運動技能を身

に付けることのできるスポーツである。さらに，ゲームを進める上でコミュニケーションの能

力は欠かせないものであり，円滑な社会活動を行うための基盤となる力が身に付けられる。

本実践ではグラウンド・ゴルフをとりあげた。パークゴルフが非常に盛んであるという北海

道の地域性を考えると，ほぼ同じ用具を利用するグランド・ゴルフは， 生涯スポーツにつな

がる教材の開発・工夫 の観点からみて最適な題材である。また，本来屋外で行うグラウンド・

ゴルフであるが，自由にコースを設定できる長所を活用し，体育館にコースを設定した。コー

スのアンジュレ─ションは日常体育で使う用具を利用して作り出した。種目の選択に悩まされ

る積雪期にも実施できる種目となる。

グラウンド・ゴルフの用具準備，コース設定，スコアの確認，後片付けなどを小グループで

協力することにより仲間と協働する意識を醸成し，助け合いの意識を形作ること，自ら目標ス

コアを定め練習内容に工夫をすることで，目標達成への向上心をもつこと，社会生活へのスムー

ズな移行の一助となるよう努めた。本題材は四季に関係なく常に行うことができ，技能差に関

係なくグループ内で助け合い，生涯にわたって楽しむことのできるスポーツであると考え，題

材に設定した。

この学習活動を通じて，卒業後に運動する機会の大幅に減少する本校生徒が球技の楽しさを

会得し，道内各地に設置されているパークゴルフを生涯通じて楽しめるものとなるよう願って

いる。

イ 単元構成（全 時間）

オリエンテーション・目標設定・グループづくり

グループ練習・コースづくり・ハーフラウンド・・・・・・・・・ 時間

目標再設定，コース練習・ラウンド・・・・・・・・・・・・・・ 時間

コース練習・ラウンド・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 時間（本時）

ウ 授業の実際

本時の目標

・ルール，マナーを守ってプレイすることができるようにする。

・ホール作りや後片付けなどグループで協力して行うことができるようにする。

・自分で目標を設定し，達成のための練習方法を考えられるようにする。

生徒の実態

運動が苦手な生徒もいるが，球技，特にゲームを行うときなどは意欲的に行う生徒が多

い。勝敗にこだわる生徒や運動制限のある生徒，団体行動が苦手な生徒もいるが， 年間

指導を継続しているので，教師・生徒間の理解に問題はなく，スムーズに行われている。



本時の展開

個別の目標とキャリア教育における育てたい力との関連

・協力しながら準備する。（人間関係形成）

・自分以外の打数も積極的に数える。（人間関係形成）

・声をかけあいながら楽しくプレイする。（人間関係形成）

・困っている人がいたら助ける。（人間関係形成）

・練習を頑張る。（意志決定能力）

・少しでもスコアが良くなるように努力する。（意志決定能力）

・方向に気を付けながら打てるようになる。（意志決定能力）

・力をコントロールして打てるようになる。（意志決定能力）

・ルールを正確に覚える。（情報活用能力）

・パークゴルフも上手になりたい。（将来設計能力）

・用具を大切に扱う。（生きる力）

・安全に気を付けながらプレイする。（生きる力）

なかまのこと じぶんのこと そのた の中から，一つずつ重点課題を生徒自身で設

定する。

学習内容 教師のはたらきかけ 留意点

導

入

集合
挨拶・出欠確認
ランニング
体操
学習内容確認

・体調確認を兼ねた準備運動

・本時の流れを説明する。 ・理解の確認。

展

開

コースづくり

用具の配布
課題確認
グループ毎にコース
をまわる

後片付け

・グループ毎にコースを作る。
コース
コース
コース

・スコア・カードを記入させる。
・個人目標と他者評価の手順を確認。
・スタートコースの指定。
・生徒へのアドバイスと評価。

全体
後半コース
前半コース

・グループ毎に片付けさせ，共同作
業を促す。

・リーダーの活用。
・グループ内で助け
合っているか。

・自主的な取組か。

ま
と
め

本時の反省
次時の予告
整理運動・挨拶

・個人目標の自己評価と他者評価を
させる。
・次時の学習内容を知る。



エ 資料

配置図

ホール ホール ホール ホール

ホール ホール ホール ホール

教材の紹介

クラブとボール ティ 旗

配置図



（ ）実践例 第 学年 単元名 大人になるために

ア 授業のねらい

本校では，性教育の時間を 大人になるために という単元名で取り組んでいる。性教育は

思春期の生徒に対し，卒業後にむけて，円滑な社会生活を送るためには極めて大切であり，欠

かせない学習の一つとして取り上げられる。様々な障がいを抱えている生徒達であるが，本校

でも男女交際のトラブルなど起きており，正確な知識を身に付けることは必要であると考える。

また，卒業後，障がいのある生徒が性的なトラブルの被害者や加害者になる危険性を防ぐため

に，性の指導を通して生徒達が 大人になるために 必要な知識や人間関係を構築するスキル

を身に付けるために本授業を設定した。

イ 単元構成

単元の目標

全体目標

思春期の心の発達や身体の成長への理解と自己の性への認識を深め，心身の変化に

適切に対応できる力を育てる。

男女の性差や特性への理解を図って，異性への尊重と協力の態度を養い，男女の健

全な人間関係を築こうとする意識を高める。

家庭や社会の一員として必要な性に関する基礎的・基本的な事項を知らせ，性に対

する健全な意識や態度を育てる。

命の大切さや家族の絆に対する意識を高め，生命尊重・人間尊重の精神を養う。

学年目標

身体の成長や二次性徴発現への理解を図り，生理的変化や異性への関心の高まりに対応

できる力を養う。

自分や友達の身体の成長や二次性徴の発現について知り，自分の性を自覚できるよ

うにする。

身体の清潔や身だしなみ，異性との接し方など大人としてのマナーを習得できるよ

うにする。

授業内容

授 業 形 態 授 業 名 時 数

学 級 指 導
大人になるために

全 時間

からだの成長 （本時）

グループ別指導

男女の体の違い

二次性徴について

体の清潔

異性とのかかわり

学 級 指 導 大人としての心と体



ウ 授業の実際

本時の目標

・誕生してからこれまでの体の成長や変化について知ることができるようにする。

・成長にはそれぞれ個人差があることを知り，お互いに尊重し合わなければならないこと

を知ることができるようにする。

本時の展開

学習内容 教師のはたらきかけ 留意点

導

入

前時の学習内容
をふり返る。

本時の学習内容
を知る。

・前回は，オリエンテーションを行い， 年生の
学習内容や日時などを確認したことを思い出す
ように問いかける。
・本時は 体の成長 について学習を行うことを
伝える。

展

開

成長過程の写真
やイラストを見
て，幼少期・児
童期・青年期に
わけて体の成長
を比べてみる。

生まれた時の身
長，体重を知る。

実際に生まれた
時の重さを実感
し 現在の自分と
の違いを感じる。

成長には個人差
があることを知る。

男女の成長にも
差があることを
知る。
個人差や男女差
をお互い認め合
うことが大切で
あることに気付
く。

・それぞれの時期ごとに写真やイラストを貼るこ
とができるように模造紙を用意し，見やすいよ
うに工夫をする。

幼児期 児童期 青年期

写真

・自分が調べた生まれた時の身長・体重を発表す
る。

・人形を使って，自分の生まれた時の体重を感じ，
現在の自分との変化を知ることができるように
する。
・幼児期の頃はあまり違いがないが，高校生にな
ると違いが生じてくることを説明する。

・男女の成長の違いを確認し，知らせる。

・成長に個人差や男女差があることは当然のこと
で，そのことを認め合いながら生きていくこと
が大切であることを説明する。

・事前に身長・
体重を調べて
くるように伝
えておく。

・平均的な体重
で作られた人
形や同じ重さ
のものを用意
する。



共通理解の工夫

性教育の時間は生徒の実態に応じてグループ別の指導を行っている。グループ別の指導

を行うにあたって，教師間で生徒の実態把握をし，共通理解を図るための工夫をしている。

生徒の実態 の用紙 様式 を活用し，学習グループを設定するために，学級指導で

の様子を各担任が記入して，その後のグループ別指導に生かしている。また， グループ

別指導記録 の用紙 様式 にグループ別指導のそれぞれの担当者が生徒一人一人の様

子や発言，その他気になったことなどを毎時間記入し，学年間での情報共有を行っている。

様式 様式

研究の成果と課題

本研究では円滑な社会活動を行うための知識の会得と実践力の育成のため，生徒が主体的に

取り組むための学習と支援の在り方を研究してきた。

成果としては， 年生で実施される 週間にわたる現場実習において，体力的な問題で途中

離脱する生徒が非常に少ないことが挙げられる。体育では，準備から片付けまでを自主的に行

うことによって，協力する姿勢が培われている。共同で作業することがお互いの能力差をカバー

しあうこと，弱者を排除しない姿勢，多様な障がいを認め合うことに繋がっている。性教育で

は， 年間継続した取組により，教員と性についてフランクに話し合うことができるようになっ

ている。相談できる力が今後のトラブルを未然に防ぐことに繋がるのではないかと考える。

課題としては，卒業後に余暇としてスポーツをする機会が少なく，学校で取り組んできたこ

とを継続できていないことが挙げられる。学校と地域との連携を密にし，余暇をサポートする

取組を構築する必要がある。また，体育において，現状の授業時数だけでは技能向上の時間が

充分にとれないことも挙げられる。最後に，性教育において，情報収集手段の多様化から間違っ

た知識が先行している現状があり，時代に合わせた柔軟な授業内容の変化が求められているこ

とが挙げられる。これからも生徒のよりよい社会参加を目指し，研究を進めていきたい。

ま
と
め

本時の学習のま
とめ
次時の学習内容
を知る。

・本時の学習の内容を問いかけ 発言してもらう。
（時間があれば，ふり返りシートに記入する。）
・次時はグループ別学習になることを伝える。





氏名

略歴

論文

著書

等

大 垣 清 美 札幌学院大学 教授
年 月 千葉大学教育学部 卒業
年 月 京都府向日町立向陽小学校 教諭
年 月 札幌市立小学校 教諭・教頭，（ 校）
年 月 札幌市立ふくいの幼稚園 園長
年 月 札幌市立三角山小学校 校長
年 月 札幌学院大学 教授

発見する喜び（単著），（社）日本女子体育連盟編 女子体育 ，
模倣の運動（単著）， 年度 北海道女子体育連盟講習会資料，
ダンスの教育学（共著），徳間書店，
模倣の世界へ・表現の世界へ（単著），
札幌市教育研究協議会主催手稲区体育実技講習会資料，
おはなしいっぱい（あさがお） 夏休みの感動を生かす学習 （単著），
（社）日本女子体育連盟編 女子体育 ，
武道を考える（なぎなた）（単著）， 年度 北海道女子体育連盟講習会資料，
海の中の仲間たち 模倣から民舞へ組み立てる一つの試み （単著）
（社）日本女子体育連盟編 女子体育 ，
あなたのことを信じているよ，人との関わりはこれが大切（単著）
アイ・コミュニケーションズ（株），ママチャランド第 巻第 号，
日常の生活や遊びと保健・体育活動の連動（単著），北海道保健体育研究会編
道版保体ジャーナル第 号，

分科会指導助言者紹介

氏名

略歴

論文

著書

等

三 輪 佳 見 宮崎大学 教授
年 月 筑波大学大学院修士課程体育研究科修了（コーチ学専攻）

年 月 宮崎大学教育学部助手

年 月 宮崎大学教育学部講師

年 月 宮崎大学教育学部助教授

年 月 文部省在外研究員（ドイツ・チュービンゲン大学 ヶ月）

年 月 宮崎大学教育文化学部教授

年 月 宮崎大学大学院教育学研究科教授

こんな動きもできない 子どもの指導を考える，体育科教育 第 巻第 号， （ ）

幼児の長なわとびの動感促発分析，伝承 号， （ ）

子どもの平衡動感能力の発生分析，伝承 号， （ ）

リレーのバトンパス指導における道しるべの構成，伝承 第 号， （ ）

小学生を対象としたバレーボールのオーバーハンドパス指導に関する発生運動学的研究

典型的な動きの抽出と 道しるべの構成化 ，スポーツ運動学研究， 号， （ ）

障害児における泳ぐ動きの発生に関するモルフォロギー的研究

乳幼児の運動発生を手がかりにして ，スポーツ運動学研究， 号， （ ）



氏名

略歴

論文

著書

等

城 後 豊 北海道教育大学 理事
年 月 岐阜県公立小学校教諭
年 月 岐阜大学教育学部附属小学校教諭
年 月 岐阜大学教育学部講師併任
年 月 上越教育大学講師（学校教育学部附属

実技教育研究指導センター）
年 月 同 上 助教授（学校教育学部生活・

健康系保健体育講座）
年 月 北海道教育大学助教授
年 月 同 上 教授

年 月 北海道教育大学冬季スポーツ教育
研究センター長併任

年 月 日本スポーツ方法学会理事長
年 月 北海道体育学会会長
年 月 北海道教育大学附属札幌中学校校長
年 月 北海道教育大学副学長（札幌校担当）
年 月 北海道教育大学理事併任

教科 教科外を通じる基本的な態度の育成 協同 して運動をつくりあげていく態度 明治図書 （共）
小学校体育科 新しい 年の体育 明治図書 （共）
個と集団がひびき合う授業 子どもは意欲をもち，活動していく 体育基礎基本の動きづくりを高め
る授業 明治図書 （共）
能力を伸ばす体育指導 年 第 章 器械運動 泰流社 （共）
およぐスポーツ 岩崎書店
小学校体育実践指導全集 水泳 第 節 一人ひとりの能力に応じた弾力性のある単元計画
日本教育図書センター （共）
子どもの学びとつまずき 第 巻 体育における わかるできる 授業の基礎研究
柔道授業の試み 東京書籍 共 共
中学校体育・スポーツ教育実践講座第 巻 水の世界を楽しむアクアスポーツの授業 アクアティッ
クスポーツの授業における学習法・指導法 諸外国のカリキュラム ニチブン （共）
体育科の授業と評価 年 総合的な学習と中学年の体育 教育出版（共）
地域河川を利用した着衣泳の学習効果に関する研究 日本体育科教育学会第 巻第 号（共）
競泳中心の授業を見直そう 体育科教育 第 巻
自然体験学習が児童の自己表現に及ぼす影響 体験型環境教育プログラムに着目して
日本野外教育学会第 巻第 号 （共）
子どものこころとからだを強くする 市村出版（共）
新しい小学体育授業の展開 理論編 水泳 水泳 の授業づくり ニチブン（共）

氏名

略歴

論文

著書
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水 島 宏 一 東京学芸大学 准教授
年 月 東京学芸大学教育学部 助手

年 月 東京学芸大学教育学部 講師

年 月 東京学芸大学教育学部 准教授

年 器械運動の指導に関する研究 東京学芸大学紀要

年 マルチメディア教材を使用しての器械運動 東京学芸大学紀要

年 マット運動における側方倒立回転の開始姿勢について

指導者の側方倒立回転のイメージに注目して 日本体操競技・器械運動学会

年 小学校体育における習得・活用・探究の学習

やってみる ひろげる ふかめる 光文書院

年 体育の学習 児童書 光文書院

年 図説 新中学校体育実技 大日本図書

年 中学校保健体育 学校指導用 器械運動（マット 跳び箱 鉄棒）大日本図書



氏名

略歴

論文

著書
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木 下 英 俊 宮城教育大学 教授
年 月 筑波大学体育専門学群 卒業
年 月 筑波大学大学院修士課程修了 体育学修士
年 月 九州大谷短期大学幼児教育学科専任講師
年 月 宮城教育大学教育学部専任講師
年 月 宮城教育大学教育学部助教授
年 月 年 月 テュービンゲン大学スポーツ科学部客員研究員
年 月 宮城教育大学教育学部准教授
年 月 宮城教育大学教育学部教授

木下英俊 鉄棒におけるけ上がりの構造認識の変遷に関するモルフォロギー的一考察．
宮城教育大学紀要第 巻． 頁， 年
木下英俊 体操競技における技の独自性に関する構造論的一考察．日本体操競技・器械運
動研究会．体操競技・器械運動研究第 号． 頁， 年
木下英俊 マット運動の伸膝前転の習得過程に関する一考察．日本体操競技・器械運動研
究学会．体操競技・器械運動研究第 号． 頁， 年
木下英俊 動感運動の形相的分析とその意義 器械運動の例証分析 ．運動伝承研究会．
伝承第 号． 頁， 年
木下英俊 コツ身体知に関する指導者自身の動感創発分析の意義について
マット運動伸膝後転の事例から ．日本スポーツ運動学会．

スポーツ運動学研究第 号． 頁， 年
三木四郎ほか編著 中・高校器械運動の授業づくり．
大修館書店． 年 頁を分担執筆
ウルリヒ・ゲーナー著，佐野淳，朝岡正雄監訳 スポーツ運動学入門．
不昧堂出版． 年 頁を訳出

氏名

略歴

論文

著書

等

中 村 なおみ 東海大学 教授
年 月 筑波大学大学院体育研究科（修士課程）修了 体育学修士
年 月 筑波大学付属中学校 文部教官教諭
年 月 仙台大学 体育学部 助教授
年 月 東海大学 体育学部 准教授
年 月 東海大学 体育学部 教授

ダンス 課題学習 における主体的問題解決能力の育成 男女共修及び初めてダンス学習
に取組む単元の検討 ，筑波大学付属中学校紀要 第 号，
創意を拓き，仲間をつなぐ身体表現（ダンス）の実践 授業（ 年生男女共修のダンス単元）
と学校行事（運動会での男女 人のダンスパフォーマンス）を関連させたカリキュラムの
構築ー，筑波大学付属中学校紀要 第 号
教育実践の現場からつかんだ課題学習の成果と課題 授業の映像記録とその活用 ，
社団法人日本女子体育連盟創立 周年記念フォーラム 第 回全国女子体育研究大会
研究紀要， ，
体育授業の心理学 ダンス授業の実践 （分担），大修館書店，
生きる力を育む保健体育ー身体活動を通した自己表現を目指して（分担），健学社，
中学校新保健体育科の授業モデル（分担），明治図書出版，
イラストで見る 最新 スポーツルール ダンス （分担），大修館書店，
ステップアップ 中学体育 体つくり運動 （分担），大修館書店，
明日からトライ！ダンスの授業，共編著年大修館書店，



氏名

略歴

論文

著書

等

田 原 淳 子 国士舘大学 教授
年 月 横浜国立大学教育学部卒業
年 月 横浜国立大学大学院教育学研究科修了（教育学修士）
年 月 中京大学大学院体育学研究科博士後期課程修了（博士〔体育学〕）
年 月 中京女子大学（現 至学館大学）専任講師
年 月 中京女子大学 助教授
年 月 月 オーストラリア クイーンズランド大学客員研究員
年 月 国士舘大学体育学部助教授
年 月 国士舘大学体育学部教授

みんなをむすぶオリンピック 夢・感動・情熱 （オリンピック学習読本 小学校）．
世界を結ぶオリンピック 情熱・人・スポーツ （オリンピック学習読本 中学校）．
未来と結ぶオリンピック 勇気・地球・共生 （オリンピック学習読本 高等学校）．
共著年東京都 財団法人日本オリンピック委員会 特定非営利活動法人
東京オリンピック・パラリンピック招致委員会
ポケット版 オリンピック事典 共編著年楽
生涯スポーツ実践論（改訂 版）．共著年市村出版
教養としての体育原理 共著年大修館書店
スポーツ・ジェンダー学への招待 共著年明石書店
現代スポーツ倫理の探求 共著年大修館書店
オリンピックと教育 オリンピック競技大会誕生の背景とその今日的意義
体育・スポーツ科学研究 第 号 国士舘大学 体育・スポーツ科学学会
ジェンダーの視点からみた中学校保健体育科教員の性別と運動会（体育祭）の実施種目
スポーツとジェンダー研究 第 巻
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論文
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等

古 川 善 夫 北海道教育大学 教授
年 月 東京教育大学 体育学部 体育学科 卒業

年 月 東京教育大学 大学院 体育学研究科 修士課程 修了

年 月 筑波大学 研究協力課 文部技官

年 月 北海道教育大学 教育学部旭川校 助手

年 月 北海道教育大学 教育学部旭川校 助教授

年 月 北海道教育大学 教育学部旭川校 教授

高齢者の転倒有能感と体力変化，北海道生涯学習研究 ， ．

多様な動きをつくる運動（遊び）への期待と指導のポイント，こどもと体育，

光文書院 ， ．

効率よく組み合わせた体力を高める運動の推定 ，体操研究（日本体操学会オンライン

ジャーナル ） ．

保健体育科教育法 第 講 体つくり運動 ，大修館， ．

ふれあい体操（組体操），体育科教育，大修館， ．



氏名
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論文
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小 澤 治 夫 東海大学 教授
年 東京教育大学大学院体育学研究科修了
年 筑波大学附属駒場中高校教諭
年 北里大学医学部医学博士号取得
年 北海道教育大学教育学部釧路校教授
年 東海大学体育学部教授
年 東海大学大学院体育学研究科長

現在に至る
日本発育発達学会理事，日本スポーツ教育学会理事，日本健康行動科学会理事
（公益社団）日本フィットネス協会代表理事

高校生の生活習慣と血中ヘモグロビン値の実態についての基礎的研究，
東海大学スポーツ医科学雑誌， 号，
大学体育会クラブ所属選手における生活習慣と貧血傾向，

東海大学スポーツ医科学雑誌， 号，
近年の高校生の体力，生活習慣，健康，意欲に関する調査，文明， 号，
体育教材を料理する よい体育授業の作り方 ，ハンドボール研究， 号，
学校が変わる子どもを変える によるスポーツ選手の健康管理 健康教室 集
学士レベルの質的保証について，体育科教育学研究， （ ）
新しいゴール型教材の開発とその有効性の検討，東海大学紀要体育学部， 号，
フィットネス理論 日本フィットネス協会
これからの授業に役立つ新学習指導要領ハンドブック，時事通信社，

氏名

略歴

論文

著書
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友 添 秀 則 早稲田大学 教授
年 月 筑波大学体育専門学群卒業
年 月 筑波大学大学院修士課程体育研究科修了 体育学修士
年 月 香川大学教育学部助教授

年 米国ニューヨーク州立大学客員教授
年 月 香川大学教育学部教授
年 月 早稲田大学人間科学部教授
年 月 早稲田大学スポーツ科学学術院教授
年 月 早稲田大学スポーツ科学学術院長（スポーツ科学部長）博士（人間科学）

戦前期日本の女子体育振興に関する史的研究，体育学研究，第 巻第 号， ．
掲載論文にみる体育における道徳学習と責任学習の研究動向，

スポーツ教育学研究，第 巻第 号， ．
良い子を育てる教育の試み 体育における人間形成研究をめぐって，
子どもと発育発達，第 巻第 号． ．
体育における人間形成論の課題，体育科教育学研究，第 巻第 号， ．
楽しい体育理論の授業をつくろう（編著），大修館書店， ．
体育科教育学の現在（共著），創文企画， ．
ジュニアスポーツの諸問題 現代スポーツ評論 （編著），創文企画， ．
新版 体育科教育学入門（編著），大修館書店， ．
体育の人間形成論（単著），大修館書店， ．



氏名

略歴

論文

著書
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安 井 友 康 北海道教育大学 教授
年 月 横浜国立大学大学院 教育学研究科修了
年 月 年 月 神奈川県福祉部神奈川県立三浦しらとり園指導員
年 月 年 月 北海道教育大学教育学部岩見沢校社会教育課程講師
年 月 年 月 北海道教育大学教育学部岩見沢校生涯教育課程助教授
年 月 年 月 北海道教育大学教育学部岩見沢校生涯教育課程教授
年 月 北海道教育大学教育学部札幌校特別支援教育専攻教授

障害児者の教育と余暇・スポーツ（著）明石書店（ ）
事例で学ぶ障害者福祉（編著）保育出版（ ）
アダプテッドスポーツの科学（分担執筆）市村出版（ ）
リンデン特別支援学校の教育実践と分教室による共同教育 ニーダーザクセン州ローテン
ブルク地域の調査から，北海道教育大学紀要（教育科学編） （ ）， ，
ドイツ・ベルリン市州のインクルーシブ・スポーツ授業 フレーミング基礎学校の
取り組みから ，障害者スポーツ科学， （ ）， ，
小中学校における障害のある児童生徒の体育授業 インクルーシヴな授業に向けた工夫に
関する記述の分析から ，北海道教育大学紀要，教育科学編， （ ）
ドイツ・ニーダーザクセン州特別支援学校における発達障害児の支援
ヤーヌシュ・コルチャック特別支援学校におけるセンター的役割と移行支援を中心に ，

千賀愛・安井友康，北海道特別支援教育研究，第 巻第 号， ，
ドイツ・ベルリン市州における障害者の地域スポーツ活動，障害者スポーツ科学，

（ ）， ，



【 】
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